




Photo: 高野ユリカ今日のACAC 2024年12月16日



井上尚子「Life is smell～素数の森～」
共催 : 弘前大学教育学部出佳奈子研究室、青森公立大学 国際芸術センター青森［ACAC］
プログラム会期 : 2023年8月—2024年3月
展覧会会期 : 2024年2月10日—3月3日

展覧会「Life is smell ～素数の森～」

Photo: 木下雄二



Photo: 百頭たけし

【前期】

前 : 是恒さくら《双子鯨の夢を見たら》2024年
後右 : ロビン・ホワイト《アラ・ムワクリ（確かな道）》2023年
後左 : 光岡幸一《ああ

あ あ あああ あああ

あ あ あああ あ》（部分）2024年

青野文昭《戦う英雄たち- SACRIFICE 2024》2024年

展覧会「currents / undercurrents—いま、めくるめく流れは出会って」
プログラム会期 : 2023年3月—2024年9月
展覧会会期 : 2024年4月13日—6月30日（前期）、7月13日ー9月29日（後期）



ロビン・ホワイト　中 : 《ふたりの宇宙》（竹林嘉子とのコラボレーション）2024年　左 : 《あおもり探索》2024年

ジュマナ・エミル・アブード作品

展覧会「currents / undercurrents—いま、めくるめく流れは出会って」 Photo: 百頭たけし

【後期】



栗林隆≪元気炉≫ACAC展示の様子

AOMORI GOKAN アートフェス2024 つらなりのはらっぱ
プログラム会期 : 2024年4月13日—9月1日

辰田翔と青森うぐいす姉妹によるパフォーマンスの様子

Photo: 小山田邦哉



アーティスト・イン・レジデンス プログラム2024 「SPINNING SCAPES」
プログラム会期 : 2024年10月2日̶12月24日
展覧会会期 : 2024年11月30日̶12月22日（一部11月14日から）

Photo: 高野ユリカ

マギー・チュウ《私が作った巣の中にあなたは家を作りますか?》2024年

浅野友理子《ひそやかな交易》2024年



八幡亜樹《記憶の海流》2024年

ベアトリス・ディディエ《AMOR AOMORI》2024年



教育普及

見えない建築ツアー

《ACACの写真部》

創作体験

八戸市美術館建築ガイド（アートファーマー）との交流会@ACAC

ポートフォリオZINE披露会 さまざまな写真集にふれる

Photo: 八戸市美術館
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カラーグラフ

井上尚子「Life is smell ～素数の森～」
  においと記憶から、ここに息づく生を考える——井上尚子の実践から ｜ 慶野結香（キュレーター）
    「Life is smell ～素数の森～」ができるまで
　プログラム概要

展覧会「currents / undercurrentsーいま、めくるめく流れは出会って」
  歩くごと　風が吹きつけるごとに “今だ ”と“今だ　今だ ”と言いたくなるー
   ｜ 佐藤熊弥（建築家／キュレーター）
  複数の時間、多元化する生命 「currents / undercurrentsーいま、めくるめく流れは出会って」をめぐって 

   ｜ 石倉敏明（人類学者／秋田公立美術大学アーツ＆ルーツ専攻 准教授）

　プログラム概要

アーティスト・イン・レジデンス プログラム 2024「SPINNING SCAPES」
  目まぐるしき世界に根を張る ｜ 高橋麻衣（八戸市美術館 学芸員）
 プログラム概要
表現のコモンズ / 《ACACの写真部》 / 見えない建築ツアー / 教育普及

カラーグラフ
特集―修復とケア ｜ 大黒優香（国際芸術センター青森 アートコーディネーター）

アーティスト・イン・レジデンス プログラム 2025「CAMP」
 境を越えてから、そして島になる ｜ 戴周杰（八戸工業大学感性デザイン学部 助教）
 指名型 AIR（災害ユートピア）ACACベースキャンプ ｜ 参加者レポート
 指名型 AIR（災害ユートピア）テント映画祭 ｜ 学生スタッフに聞いてみた！
 プログラム概要
 公募型＋海外連携 AIR　写真で滞在を振り返る
 プログラム概要
技術員が作ったもの
《ACACの写真部》
　《ACACの写真部》タイムライン
 《ACACの写真部》メンバーに聞いてみた！
 作品をつくる私とあなたに ｜ 松本美枝子（写真家／美術家）
教育普及　身体を使った子ども向けワークショップの開発
 身体を使った子ども向けワークショップを考える ｜ 瀬藤朋（国際芸術センター青森 学芸員）
 活動タイムライン
 誰かに渡せるかたちの遊び ｜ 和田ながら（演出家）
 あいていること ｜ 石川朝日（俳優）
 身体を使った子ども向けワークショップの開発に向けて——図工部会での実践
 ご協力いただいた方々に聞いてみた！
 教育普及　プログラムレポート
表現のコモンズ
1年を振り返って
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井上尚子 「Life is smell～素数の森～」

Photo: 木下雄二
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第
二
に
、
出
と
竹
囲
に
よ
る
共
同
研
究
と
し
て
、
脳

波
計
測
を
通
じ
、
匂
い
を
伴
う
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
の

受
容
を
考
察
し
た
。
匂
い
は
脳
に
強
い
刺
激
を
与
え

る
傾
向
が
あ
る
一
方
、
慣
れ
親
し
ん
だ
匂
い
で
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
が
生
じ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
第
三
に
、
A
C
A
C
と
出
に
よ
る
共
同
研
究
と
し

て
、
匂
い
と
記
憶
の
結
び
つ
き
を
地
域
住
民
お
よ
び
学

生
と
現
代
ア
ー
ト
へ
応
用
す
る
実
践
研
究
を
行
っ
た
。

現
代
ア
ー
ト
に
お
け
る「
嗅
覚
」の
現
在

　
A
C
A
C
が
研
究
分
担
者
と
し
て
参
加
し
た
本
研

究
も
、「
美
術
作
品
の
受
容
に
お
け
る『
嗅
覚
』の
は

た
ら
き
は
、
美
術
史
研
究
に
お
い
て
も
、
現
代
の
美
術

作
品
に
お
い
て
も
、
ま
た
美
術
館
に
お
け
る
作
品
体
験

の
面
で
も
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
看
過
さ
れ
て
き
た
   ＊1

」
と
い

う
問
題
意
識
か
ら
出
発
し
た
。

　
筆
者
の
視
点
で
整
理
す
る
な
ら
、
近
代
美
術
の
制

度
は「
視
覚
」
を
感
覚
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
上
位
に
置
き
、

作
品
は
理
性
的
に
見
る
対
象
と
し
て
、
鑑
賞
者
は
距

離
を
保
っ
て
観
察
す
る
存
在
と
し
て
想
定
さ
れ
て
き
た
。

他
方
、「
に
お
い
」
は
時
間
と
と
も
に
変
化
し
、
個
人

の
記
憶
や
文
化
的
背
景
に
よ
っ
て
意
味
が
大
き
く
揺

れ
る
。
保
存・再
現・共
有
が
難
し
い
嗅
覚
は
、
作
品
の

お
け
る「
嗅
覚
」の
役
割
が
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
感

覚
史
研
究
や
オ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー・ア
ー
ト
の
実
践
に
お

い
て
一
定
の
蓄
積
が
あ
る
一
方
で
、日
本
の
美
術
史
研

究
、
現
代
美
術
の
実
践
、
美
術
館
で
の
体
験
と
い
う
い

ず
れ
の
観
点
か
ら
も
、こ
れ
ま
で
十
分
に
注
目
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
る
。

　
一
方
、
人
工
知
能
分
野
で
は
嗅
覚
セ
ン
サ
ー
や
嗅
覚

シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
進
み
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
ゲ
ー
ム

な
ど
へ
の
応
用
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
嗅
覚
は
記
憶
や

感
情
に
強
く
作
用
す
る
感
覚
で
あ
り
、
視
覚
中
心
と

さ
れ
て
き
た
イ
メ
ー
ジ
受
容
に
変
化
を
も
た
ら
し
う

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
研

究
で
は
、
美
術
作
品
の
受
容
に
お
い
て
香
り
が
も
た
ら

す
効
果
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
現
代
ア
ー
ト
へ
の
応

用
可
能
性
、さ
ら
に
美
術
館・展
示
施
設
へ
の
導
入
効

果
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
本
研
究
は
主
に
次
の
3
方
向
か
ら
進
め
ら
れ
た
。

第
一
に
、
出
を
中
心
と
す
る
美
術
史
的
研
究
で
あ
る
。

匂
い
と
嗅
覚
が
芸
術
作
品
と
無
縁
と
さ
れ
が
ち
だ
っ
た

近
代
以
前
の
宗
教
美
術
に
お
け
る
香
り
の
位
相
を
探

り
、
芳
香
が
聖
像
に
内
在
す
る
聖
性
を
示
唆
す
る
と

同
時
に
、
信
者（
観
者
）と
聖
な
る
存
在
を
つ
な
ぐ
役

割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
4
年
度
ま
で
、
国

際
芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森（
A
C
A
C
）は
、
科
学
研
究

費
助
成
事
業
「
美
術
作
品
と『
嗅
覚
』
―
イ
メ
ー
ジ

受
容
に
お
け
る
香
り
の
作
用
を
め
ぐ
っ
て
」（
研
究
代

表
者
：
出
佳
奈
子
）の
研
究
分
担
者
と
し
て
、
現
代

ア
ー
ト
に
お
け
る
香
り
の
効
果
と
嗅
覚
の
は
た
ら
き

に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て 

2
0
2
3
年
度
に
は
、”匂
い
と
記
憶
の
ア
ー
テ
ィ
ス 

ト“
と
し
て
活
動
す
る
井
上
尚
子
を
招
へい
し
、
青
森・

弘
前
エ
リ
ア
に
生
き
る
人
々
の
記
憶
と
地
域
文
化
の

関
係
に
焦
点
を
当
て
た
リ
サ
ー
チ（
2
0
2
3
年
8

月
）、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ（
2
0
2
3
年
10
〜
1 1
月
、2
種・

計
3
回
）、
成
果
展
覧
会（
2
0
2
4
年
2
〜
3
月
）

を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
現
代
ア
ー
ト
に
お
い
て「
香

り
」
を
扱
う
可
能
性
と
、
嗅
覚
を
通
し
た
作
品
体
験

の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
。

共
同
研
究
の
概
要

　
本
研
究
は
、
弘
前
大
学
教
育
学
部
准
教
授・出
佳

奈
子（
西
洋
美
術
史
／
美
術
教
育
）、
成
蹊
大
学
理

工
学
部
准
教
授・竹
囲
年
延（
フィ
ー
ル
ド
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
／
触
力
覚
技
術
）、
A
C
A
C
に
よ
る
共
同
研
究
で

あ
る
。
研
究
の
出
発
点
に
は
、
美
術
作
品
の
受
容
に

慶
野
結
香

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、国
際
芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森 

主
任
学
芸
員（
2
0
2
5
年
12
月
ま
で
）

に
お
い
と
記
憶
か
ら
、こ
こ
に
息
づ
く
生
を
考
え
る̶

̶

井
上
尚
子
の
実
践
か
ら

Essay
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同
一
性
や
価
値
判
断
の
基
盤
を
前
提
と
す
る
美
術
館

制
度
と
相
容
れ
ず
、
周
縁
化
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。エルモ・フェアメイズ《Residual Landscape》2019年 Photo: 山本糾

　
し
か
し
20
世
紀
以
降
、イ
ン
ス
タ
レ
ー
ション
や
パフォ
ー

マ
ン
ス
な
ど
、
概
念
や
行
為
、
時
空
間
を
含
む
表
現

が
広
が
る
こ
と
で
、
受
容
は
単
に「
見
る
こ
と
」か
ら

「
そ
の
場
に
身
を
置
く
体
験
」へ
と
開
か
れ
て
い
っ
た
。

A
C
A
C
で
も
、
滞
在
制
作
を
通
じ
た
リ
サ
ー
チ
と

新
作
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、「
場
／
サ
イ
ト
」
を

意
識
化
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
い
。
近
年
の
実
践
を

振
り
返
っ
て
も
、「
香
り
」
自
体
を
主
題
と
せ
ず
と
も
、

作
品
体
験
に
お
い
て
嗅
覚
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す

事
例
は
少
な
く
な
い
。

　
例
え
ば
、
ヒ
バ
の
お
が
く
ず
を
展
示
室
全
体
に

展
開
し
た
エ
ル
モ・フ
ェ
ア
メ
イ
ズ
の
《R

e
sid

u
a

l 

L
a

n
d

sca
p

e

》（
2
0
1
9
年
）は
、日
本
に
お
け
る
自

然
崇
拝
の
精
神
性
と
木
材
生
産
の
工
業
的
プ
ロ
セ
ス

を
め
ぐ
る
考
察
を
主
題
と
し
つ
つ
、
鑑
賞
者
が
歩
行
を

通
じ
て
触
覚
と
嗅
覚
を
含
む
身
体
的
経
験
を
得
る
こ

と
で
、
森
と
人
間
の
関
係
を
再
考
さ
せ
た
。
ま
た
、
南

イ
タ
リ
ア
で
の
滞
在
制
作
を
も
と
に
し
た
三
原
聡
一
郎

の《
本
日
の
空
気
》（
2
0
2
2
年
）は
、
土
地
の
植
物

や
収
穫
物
を
挽
き
、
香
炉
で
焚
い
て
生
ま
れ
た
香
り

を
伴
う
空
気
を
共
有
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
の
経
験
を
背
景
に
、
不
可
視
の
空
気
や
有
機

物
と
の
関
係
を
身
体
的
に
探
ろ
う
と
す
る
試
み
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
再
現
で
き
な
い
一
回
性
の
経
験
が
価
値
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
現
代
ア
ー
ト
に
お
い
て
、
美
術
は
次
第
に
身

体
・
環
境
・
生
の
条
件
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
環
境

問
題
、ケ
ア
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
地
域
性
と
い
っ
た
主
題
に

は
、
視
覚
的
表
象
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
現
実
が

含
ま
れ
る
。
そ
れ
ら
は
作
品
化
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
空

気
、
温
度
、
湿
度
、
匂
い
と
い
っ
た
環
境
と
し
て
身
体

に
作
用
し
、日
常
や
感
情
、
記
憶
と
深
く
関
わ
っ
て
い

る
。
嗅
覚
は
、こ
う
し
た
現
実
を
「
見
せ
る
」
の
で
は

な
く
「
感
じ
さ
せ
る
」
感
覚
で
あ
り
、
不
可
視
の
も
の

を
可
視
化
で
は
な
く
「
可
感
化
」し
う
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
井
上
尚
子
を
招
へい

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

井
上
尚
子：匂
い
と
記
憶
と
ア
ー
ト

　「
匂
い
と
記
憶
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
し
て
活
動
す

る
井
上
尚
子
は
、
匂
い
を
用
い
た
空
間
演
出
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
形
式
を
取
り
な
が
ら
も
、
そ
の
核
心

を
「
匂
い
を
共
有
す
る
こ
と
」
自
体
に
置
か
な
い
。
む

し
ろ
、
共
有
で
き
な
い
と
さ
れ
て
き
た
嗅
覚
体
験
を
、

言
語
化
と
対
話
を
通
じ
て
関
係
性
の
な
か
に
ひ
ら
く

こ
と
に
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
2
0
0
7
年
頃

か
ら
井
上
は
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
深
く
関
わ
り
、
匂
い
に

よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
記
憶
や
感
情
を
時
間
を
か
け
て

語
り
合
う
場
を
設
計
し
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
作
品

は
あ
ら
か
じ
め
完
成
さ
れ
た
形
を
持
た
ず
、
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
的
な
記
憶
や
感
情
が
丁
寧
に
掘
り

起
こ
さ
れ
る
と
同
時
に
、そ
れ
ら
が
交
差
し
響
き
合
う

プ
ロ
セ
ス
全
体
が
、
共
有
さ
れ
う
る「
集
合
的
な
記
憶
」

と
し
て
立
ち
上
が
っ
て
い
く
。

　
な
か
で
も「
く
ん
く
ん
ウ
ォ
ー
ク

®
」は
、
美
術
館
や

公
園
、
都
市
空
間
、
小
学
校
、
大
学
、
企
業
な
ど
国

内
外
の
多
様
な
環
境
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。
匂
い
は

特
別
な
素
材
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
日

常
環
境
の
な
か
に
す
で
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
扱
わ

れ
、
参
加
者
は
歩
き
な
が
ら
匂
い
を
探
し
、
感
じ
、
言

葉
に
し
、
他
者
と
分
か
ち
合
う
。
同
じ
場
所
に
い
て
も
、

感
じ
取
ら
れ
る
匂
い
と
そ
こ
か
ら
想
起
さ
れ
る
記
憶
が
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の
匂
い
を
想
像
）を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
し
、
共
有
し

た
。
語
ら
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
人
生
の
転
機
や
葛

藤
、
家
族
や
恋
愛
の
記
憶
、
当
時
の
通
信
手
段
や
世

相
な
ど
が
折
り
重
な
り
、
私
的
な
経
験
が
歴
史
や
社

会
と
接
続
さ
れ
る
瞬
間
が
生
ま
れ
て
い
た
。
参
加
者

が
自
ら
の
経
験
を
引
き
合
い
に
、
他
者
の
経
験
を
受

け
取
る
と
い
う
相
互
の
信
頼
に
支
え
ら
れ
、
場
が
成
立

し
て
い
た
点
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
一
方
「
森
の
く
ん
く
ん
ウ
ォ
ー
ク
」で
は
、
参
加
者
は

二
班
に
分
か
れ
て
A
C
A
C
周
囲
の
森
を
散
策
し
、

木
や
地
面
、
野
外
彫
刻
、
建
築
な
ど
多
様
な
対
象
に

鼻
を
近
づ
け
て
匂
い
を
嗅
い
だ
。
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
蓋
に
小
さ
な
穴
を
開
け
、
内
部
の
香
気
が
出
る
用

に
細
工
し
、
葉
や
水
な
ど
匂
い
の
源
と
な
る
も
の
を

入
れ
て
「
く
ん
く
ん
ボ
ト
ル
」
を
制
作
し
、
完
成
後
は

互
い
に
交
換
し
な
が
ら
匂
い
の
正
体
を
推
測
し
、
対
話

を
楽
し
ん
だ
。

成
果
展
覧
会

　
展
覧
会
で
は
、
①
井
上
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
冒
頭
で

紹
介
し
た
青
森・弘
前
の
「
衣
食
住
」に
関
わ
る
香
り

（
藍
の
パ
ウ
ダ
ー
、
津
軽
味
噌
、
青
森
ヒ
バ
油
）を
小
瓶

に
入
れ
、
実
際
に
嗅
げ
る
よ
う
に
提
示
し
、
②
「L

ife
 

is sm
e

ll

〜
素
数
の
森
〜
」
参
加
者
が
持
参
し
た
匂
い

に
関
連
す
る
物
品
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に「
匂
い
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
」
と
し
て
配
置
し
た
。
さ
ら
に
③
参
加
者

が
素
数
年
齢
の
匂
い
の
記
憶
を
記
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
閲
覧
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
、
④
集
ま
っ
た
記
憶
の
数

に
応
じ
て
素
数
か
ら
形
作
ら
れ
た
多
角
錐
形
の
紙
オ

ブ
ジ
ェ（
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
円
錐
形
に
近
づ
く
）が

天
井
か
ら
モ
ビ
ー
ル
の
よ
う
に
吊
る
さ
れ
て
構
成
さ 

青
森
で
の
リ
サ
ー
チ
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
青
森
に
お
い
て
井
上
は
、
地
域
文
化
、と
り
わ
け「
衣

食
住
」に
着
目
し
て
調
査
を
行
っ
た
。「
衣
」で
は
津

軽
こ
ぎ
ん
刺
し
や
、あ
お
も
り
藍
の
染
色
過
程
、「
食
」

で
は
り
ん
ご
や
津
軽
味
噌
、「
住
」で
は
青
森
ヒ
バ
な

ど
に
焦
点
を
当
て
た
。
取
材
を
通
し
て
浮
か
び
上
が
っ

た
の
は
、こ
ぎ
ん
刺
し
に
見
ら
れ
る
布
目
の
数
の
3
、
5
、

7
、に
、味
噌
の
熟
成
3
年
、大
豆
と
麹
の
3
：
7
、ヒ

バが
成
木
に
な
る
ま
で
5
年
の
歳
月
の「
素
数
の
感
覚
」

が
、
生
活
文
化
の
内
部
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う

事
実
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
手
が
か
り
に
、
弘
前・青
森
で
2
種
類（
計

3
回
）の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
ひ
と
つ
は

「L
ife

 is sm
e

ll

〜
素
数
の
森
〜
」
で
あ
り
、
匂
い
の

経
験
か
ら
人
生
を
振
り
返
り
、
語
り
合
う
こ
と
を
通

じ
て
、
地
域
の
特
性
、
文
化
や
歴
史
と
匂
い
の
経
験

を
重
ね
合
わ
せ
、
地
域
の
匂
い
を
未
来
へつ
な
ぐ
回
路

を
考
え
る
試
み
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
A
C
A
C

の
森
で
開
催
し
た「
森
の
く
ん
く
ん
ウ
ォ
ー
ク
」で
あ
る
。

　「L
ife

 is sm
e

ll
〜
素
数
の
森
〜
」で
は
、
年
齢
や

性
別
、
出
身
地
、
弘
前・青
森
に
い
る
理
由
も
さ
ま
ざ

ま
な
参
加
者
が
、「
自
分
が
今
ま
で
生
き
て
き
た
中
で
、

気
に
な
る
に
お
い
、
好
き
な
に
お
い
、
苦
手
な
に
お
い
な

ど
、ど
ん
な
に
お
い
の
も
の
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、に

お
い
に
関
連
す
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
」
と
い
う

持
参
課
題
に
応
じ
、
思
い
出
の
本
、
香
水
、
ド
ラ
イ
フ

ラ
ワ
ー
、
布
製
品
な
ど
を
持
参
し
た
。
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
の
後
、
参
加
者
は
4
〜
5
人
の
グ
ル
ー
プ
で
互

い
の
匂
い
に
つ
い
て
語
り
、「
1
歳
、
3
歳
、
5
歳
…
」

と
い
っ
た
奇
数
か
ら
着
想
さ
れ
た
「
素
数
」の
年
齢
に

お
け
る
匂
い
の
記
憶（
未
到
達
年
齢
の
場
合
は
未
来

文
化
的
背
景
や
経
験
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
、
記
憶
は
他
者
と
の
交
差
の
な
か
で

揺
さ
ぶ
ら
れ
、
更
新
さ
れ
、
編
み
直
さ
れ
て
い
く
。

　
ま
た
2
0
1
2
年
以
降
、
井
上
は
環
境
研
究
者
、

生
物
学
者
、
嗅
覚
研
究
者
、
ろ
う
者
や
視
覚
障
が
い

者
な
ど
多
様
な
専
門
家・当
事
者
と
協
働
し
、
嗅
覚

を
介
し
た
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
拡
張
し
て 

い
る
。

三原聡一郎《本日の空気》2022 / 2023年 Photo: 後藤圭孝
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れ
た
。

　
来
場
者
は
、ガ
ラ
ス
瓶
を
開
け
る
と
い
う
能
動
的
な

動
作
を
伴
い
な
が
ら
匂
い
を
体
験
し
、
他
者
の
人
生

の
背
景
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
と
同
時
に
、
自
身
の
匂
い

の
記
憶
へ
と
意
識
を
向
け
る
。
こ
こ
で
は
、
単
一
の
物

語
が
提
示
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
、
断
片
的
で
多
様
な

記
憶
が
並
置
さ
れ
、
鑑
賞
者
が
時
間
を
か
け
て
空
間

に
身
を
置
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
体
験
が
成
立
し
て 

い
た
。

　
展
覧
会
の
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
奇
数
や
素

数
の
感
覚
は
、
素
数
の
性
質（
自
分
自
身
で
し
か
割

る
こ
と
の
で
き
な
い
数
）と
重
ね
合
わ
さ
れ
、
嗅
覚
が

も
つ
唯
一
無
二
の
個
人
性
と
響
き
合
っ
て
い
た
。
匂
い

は
誰
か
と
完
全
に
感
覚
で
共
有
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で

も
人
生
を
形
づ
く
る
要
素
と
し
て
確
か
に
存
在
す
る
。

来
場
者
は
、
記
憶
が
固
定
さ
れ
た
過
去
で
は
な
く
、

現
在
の
身
体
と
環
境
の
関
係
の
な
か
で
更
新
さ
れ
続

け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
体
感
と
し
て
受
け
取
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
井
上
尚
子
の
青
森
で
の
実

践
と
そ
の
成
果
と
し
て
の
本
展
は
、
地
域
文
化
を
固

定
的
に
表
象
す
る
の
で
は
な
く
、
青
森
に
生
き
る
一
人

ひ
と
り
の
記
憶
と
感
覚
が
交
わ
り
、
変
化
し
続
け
る

場
を
つ
く
る
こ
と
で
、「
こ
こ
に
息
づ
く
生
」を
現
在
進

行
形
の
も
の
と
し
て
立
ち
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
協
働
を
通
し
て
本
研
究
が
示
し

た
の
は
、
香
り
や
匂
い
が
現
代
ア
ー
ト
に
お
い
て
、
単

な
る
感
覚
的
効
果
や
素
材
に
と
ど
ま
ら
ず
、
身
体・記

憶・関
係
性
を
結
び
直
す
媒
介
と
な
り
う
る
と
い
う
可

能
性
で
あ
る
。
保
存
や
再
現
が
困
難
で
、
共
有
で
き

な
い
と
さ
れ
て
き
た
嗅
覚
は
、そ
の
不
確
か
さ
ゆ
え
に
、

い
ま・こ
こ
で
立
ち
上
が
る
経
験
の
価
値
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
。
匂
い
を
通
し
て
生
ま
れ
る
語
り
や
距
離
は
、

現
代
ア
ー
ト
が
引
き
受
け
て
き
た
一
回
性
や
身
体
性
、

そ
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
生
の
条
件
を
可
感
化
す
る
。

匂
い
と
記
憶
を
手
が
か
り
に
、
私
た
ち
は
世
界
と
の
関

係
を
改
め
て
問
い
直
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

※
本
研
究
は
J
S
P
S
科
研
費 JP

21K
18

328

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

＊1
　
科
研
費
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
：
研
究
課
題
「
美
術
作
品
と『
嗅
覚
』―
イ
メ
ー

ジ
受
容
に
お
け
る
香
り
の
作
用
を
め
ぐ
っ
て
」に
お
け
る「
研
究
開
始
時
の
研
究

の
概
要
」よ
り
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慶野結香 （キュレーター）
1989年東京都生まれ、東京大学大学院学際情報学
府修士課程修了。秋田公立美術大学、サモア国立博
物館（Museum of Samoa）を経て、2019年4月から
2025年12月までACAC学芸員、主任学芸員。キュレー
ションの方法論として、滞在制作およびAIR（アーティ
スト・イン・レジデンス）に関心を持つ。アジア・パシフィッ
ク地域における、布をはじめとした文化のリサーチを
行いながら、アーティストと協働し近現代史を再考す
る企画を多く手がける。
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「Life is smell～素数の森～」ができるまで

事前リサーチ（2023年8月21日–23日／青森・弘前）
2023年8月21日（月）から23日（水）にかけて、井上尚子は、青森および弘前地域に滞在し、
同年11月に実施するワークショップと、2024年2月に国際芸術センター青森（ACAC）で
開催する展覧会に向けた事前リサーチを行った。
本リサーチでは、嗅覚を起点として、衣食（住）を中心とした地域文化や生活の層をたどり、
青森・弘前に暮らす人々への聞き取りを通じて、日常に根差した匂いの記憶や体験を収
集した。土地の風土や暮らしと密接に結びついた嗅覚の経験は、その後のワークショップ
および作品制作の基盤となった。

ワークショップ
「森のくんくんウォーク」（2023年11月5日）

2023年11月5日（日）、ACAC周辺の森を舞台に、井上尚子によるワークショップ「森のくん
くんウォーク」が開催された。参加者はA・Bの2グループに分かれ、ACAC周囲の森を散
策しながら、気になった草花や土などを採取し、ペットボトルに集めてオリジナルの「くん
くんボトル」を制作した。素材を加えるたびに変化する匂いを体験しながら、完成したボト
ルを参加者同士で交換し、そこから喚起される記憶や感想を共有した。井上はこれらのボ
トルを「匂いのポートレート」と位置づけ、嗅覚を通じた他者理解の可能性を提示した。

 主なリサーチ先（訪問順）
 ・あおもり北のまほろば歴史館
 ・青函連絡船メモリアルシップ 

  八甲田丸
 ・青森県立美術館
 ・青森市森林博物館
 ・道の駅なみおか 

  あおもり藍工房
 ・佐藤陽子こぎん展示館
 ・弘前こぎん研究所
 ・弘前市りんご公園
 ・白神山地ビジターセンター
 ・加藤味噌醤油醸造元



0 1 8

ワークショップ
「Life is smell ～素数の森～」（2023年11月3日・4日）
参加者数 : （両日合わせて）20名

2023年11月3日（金・祝）に弘前れんが倉庫美術館 スタジオB、11月4日（土）にACACにて開催。井上は「素数」という概
念に着目し、参加者が人生の特定の年齢に結びついた匂いの記憶を語り合う場を設計した。素数のもつ唯一性を、青森
の人々の個性や人生の在り方と重ね合わせながら、嗅覚を通して自己や他者の人生を振り返る試みが行われた。

 ワークショップ参加者
 青山富士子、大久保彩音、勝川健三、加藤裕人、加藤諭絵、加藤なつめ、加藤晴馬、河原瑤子、
 塚本悦雄、三浦亜希、山舘珠子、小田切峰、工藤正義、白戸はるみ、出佳奈子、赤石晴美、
 引敷林さやか、若松広也、武田彩莉、木下雄二



0 1 9 井上尚子  「 L i f e  i s  s m e l l  ～素数の森～」

イントロダクション（藍のパウダー、津軽味噌、青森ヒバ油）

「匂いのハイライト」（部分）

展覧会
井上尚子展覧会「Life is smell ～素数の森～」（2024年2月10日–3月3日）
2024年2月10日から3月3日まで、ACACにて、井上尚子による個展「Life is smell ～素数の森～」が開催された。
2023年11月に実施されたワークショップに参加した20名の人生における「匂いのハイライト」が、ガラス瓶とエ
ピソードカードとして構成され、来場者が実際に匂いを体験しながら鑑賞できる形式で提示された。
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素数年齢でのにおいの記憶

Photo: 木下雄二（pp.019－020）

素数の紙のオブジェ（部分）

井上尚子（美術作家）
環境、文化、歴史を匂いの記憶から楽しむ「くんくんウォーク®」を教育機関、美術館、図書館、植物園、企業、公園、
空港など国内外で開催。2022年以降、広島市現代美術館、神奈川県立近代美術館葉山、渋谷公園通りギャラリー、
横須賀美術館、森美術館、千葉市美術館等で開催。2026年「氣味考古学」@鹿港（台湾）。2025年「記憶の標本室」
つくりかけラボ17＠千葉市美術館。2017年Museum Villa Stuck in Munich にて「The Library of Smell」(共同制作：
白須未香＋柴山拓郎 )展覧会+ワークショップ開催。WWFジャパンと全国の動物園にて「においでめぐる動物園」開発・
実施 (2019年グッドデザイン賞受賞 )。2018年、The Art and Olfaction Awards 2018 finalist in London、六本木アー
トナイト2018参加。2020年よりオンラインプログラム「においの話」実施。https://kunkunwalk.jimdoweb.com

展覧会
井上尚子展覧会「Life is smell ～素数の森～」（2024年2月10日–3月3日）



0 2 10 2 1 井上尚子  「 L i f e  i s  s m e l l  ～素数の森～」

01月31日（水）「あおもりのき」第16号 　イベントスケジュール  P43

02月01日（木） 「広報あおもり」No.452　ACACからのお知らせ  P16

井上尚子「Life is smell～素数の森～」

 井上尚子
 2023年8月ー2024年3月
 2024年2月10日（土）ー3月3日（日）
 青森公立大学 国際芸術センター青森［ACAC］ 展示棟 ギャラリーB

 弘前大学教育学部出佳奈子研究室、青森公立大学 国際芸術センター青森［ACAC］
 あおもり藍工房（道の駅なみおか内）、青森市森林博物館、加藤味噌醤油醸造元、あおもり北のまほろば歴史館、
 AIRS（アーティスト・イン・レジデンス・サポーターズ）、雨森浩子、東京藝術大学
 ※本企画はJSPS科研費21K18328の助成を受けています
 慶野結香
 348名

アーティスト
プログラム期間
展 覧 会 会 期
会 場
共 催
協 力

企 画
来 場 者 数

日 時 

会 場 

参 加 者 数 

関連イベント
■ 井上尚子 ワークショップ「Life is smell～素数の森」
 ｜2023年11月3日（金）・4日（土）13:00ー16:30

 ｜11月3日（金）　弘前れんが倉庫美術館 スタジオB

 ｜11月4日（土）　ACAC 創作棟 講義室
 ｜11月3日（金）12名、4日（土）8名

■ 井上尚子 ワークショップ「森のくんくんウォーク」
日時｜11月5日（日）10:30ー12:00

会場｜ACAC屋外

メディア掲載
■ 新聞記事

■ 雑誌・広告

■Web媒体
TOKYO ART BEAT

https://www.tokyoartbeat.com/events/-/Hisako-Inoue-Life-is-Smell-The-Forest-of-Prime-Numbers/ABF44D5B/2024-02-10

■TV・ラジオ
2月11日（日） RAB青森放送「らじ丸にっち！」（出演：井上尚子）

02月26日（月）  東奥日報　ACACで井上尚子さん展覧会開催  5面



上：光岡幸一《ああ

あ あ あああ あああ

あ あ あああ あ》2024年（部分）
右前：工藤省治《呉須魚文象嵌壺》ほか3点、平成時代 同　原画16点、梅山窯《菊文徳利》、《菊文猪口》
左前：中嶋幸治《パルス》2023-24年（部分）
後：青野文昭《戦う英雄たち- SACRIFICE 2024》2024年

展覧会「currents / undercurrents―いま、めくるめく流れは出会って」
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画
『
ベ
ル
リ
ン・天
使
の
詩
』で
、
天
使
は
時

間
の
中
に
い
る
人
間
を
羨
ま
し
が
る
。「
い

ま
」は
、あ
る
瞬
間
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
、

動
き
や
流
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
感
じ
る
こ
と
の
よ
う
だ
。

展
示
を
作
る
自
分
の
仕
事
が
、
絵
や
人
の
足
と
い
っ
た

物
事
を
止
め
よ
う
と
す
る
こ
と
な
の
か
、
動
か
そ
う
と

す
る
こ
と
な
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ

る
。「cu

rre
n

ts / u
n

d
e

rcu
rre

n
ts

―
い
ま
、め
く
る

め
く
流
れ
は
出
会
っ
て
」は
色
々
な
物
事
が
降
り
積
も

る
青
森
な
ら
で
は
の
複
雑
な
展
示
だ
が
、
そ
の
よ
う

な
自
分
の
問
題
意
識
と
重
な
っ
て
、
自
然
と
鑑
賞
に

入
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
本
展
は
前
後
期
に
分
か
れ
て
お
り
、
筆
者
は
前
期

だ
け
を
見
て
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
こ
と

に
加
え
、
仕
事
柄
、
展
示
を
見
て
も
作
品
よ
り
作
品

同
士
の
間
ば
か
り
見
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
も
、
自
分
が

展
評
を
書
く
に
相
応
し
く
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
し

か
し
本
展
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ら
が
問
題
な
い
よ
う
に

感
じ
て
、こ
の
展
評
を
快
く
引
き
受
け
た
。
本
展
は

単
な
る
グ
ル
ー
プ
展
と
い
う
よ
り
も
、
国
際
芸
術
セ
ン

タ
ー
青
森（
A
C
A
C
）と
い
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト・イ
ン・

レ
ジ
デ
ン
ス（
A
I
R
）施
設
が
い
ま
、
ど
の
よ
う
な
問

題
意
識
を
示
せ
る
か
と
い
う
、
別
の
場
所
に
巡
回
で
き

な
い
一つ
の
表
現
に
私
に
は
感
じ
ら
れ
た
の
だ
。

　
展
示
は
参
加
作
家
の
滞
在
制
作
を
経
て
前
期
展

開
始
か
ら
3
ヶ
月
後
に
展
示
替
え
が
行
わ
れ
、
後
期
展

は
お
そ
ら
く
よ
り
落
ち
着
い
た
様
子
に
な
っ
た
こ
と
が

想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
私
が
見
た
前
期
展
の
い
く
ら
か

ま
と
ま
り
を
欠
い
た
状
況
が
、
む
し
ろ
こ
の
展
示
の
、

ひ
い
て
は
A
I
R
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
試
み
を
よ
く

表
し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
た
。 

　
A
C
A
C
の
展
示
室
は
20
〜
30
m
R
で
ゆ
っ
た
り

と
、
し
か
し
は
っ
き
り
と
カ
ー
ブ
す
る
、
8.8
m
幅
の
ス

ペ
ー
ス
。
展
示
室
に
入
っ
た
瞬
間
に
は
一
番
奥
の
壁
は

見
え
ず
、
奥
に
手
繰
り
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
な
、
緩
や
か

な
全
体
性
を
持
っ
た
展
示
室
だ
。
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ

然
と
し
た
安
定
し
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
な
が
ら

も
、
A
I
R
な
ら
で
は
の
動
き
や
流
れ
を
引
き
出
す

展
示
室
。
天
井
高
も
あ
り
、
柱
の
な
い
ワ
ン
ル
ー
ム
と

し
て
は
巨
大
な
空
間
だ
。
作
家
と
す
れ
ば
、
大
作
を

作
っ
て
み
た
く
も
な
る
と
推
測
す
る
が
、キ
ュレ
ー
シ
ョ

ン
と
会
場
構
成
に
よ
っ
て
細
か
な
動
き
が
表
現
さ
れ
た

本
展
を
見
て
、こ
の
展
示
室
は
こ
ん
な
展
示
を
待
っ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。

　
会
場
構
成
者
の
山
川
陸
は
ツ
ア
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
を
行
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
が
、
同
時
に
多
く

の
会
場
構
成
を
手
掛
け
る
建
築
士
で
も
あ
る
。
油
画

を
学
ん
で
か
ら
設
計
の
仕
事
に
進
ん
だ
自
分
と
は
ち
ょ

う
ど
反
対
の
よ
う
な
位
置
に
お
り
、
確
か
な
設
計
能

力
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
的
な
思
考
の
柔
ら
か
さ
を
兼
ね
備

え
た
彼
を
、
設
計
者
と
し
て
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て

Review佐藤熊弥
建築家／キュレーター

歩くごと　風が吹きつけるごとに
 “今だ”と “今だ　今だ” と言いたくなる—

映

〈上〉澤田教一　三沢基地・小川原湖ワイドラックス・パノラマ写真 5 点、1950年代 / 三沢沿岸写真 2 点、1950年代
〈下〉右前 : ロビン・ホワイト《SAINIMELE GOES FISHING》1995年（一部）、左後 : ジュマナ・エミル・アブード《‘Ein al-Joz Bride {the walnut bride}》2016年ほか、
ドローイング12点
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も
注
目
し
て
い
る
。

　
本
展
で
の
彼
は
キ
ュレ
ー
タ
ー
の
壁
打
ち
相
手
の

よ
う
な
存
在
だ
っ
た
と
聞
い
た
。
確
か
に
私
が
見
た

前
期
の
展
示
で
は
、
多
く
の
作
家
が
参
加
し
て
い
る

割
に
い
わ
ゆ
る
会
場
構
成
的
な
大
き
な
操
作
は
行

わ
れ
て
お
ら
ず
、
背
の
低
い
三
角
平
面
の
仮
設
壁

（
2,
2
5
0

mm

H
）で
所
々
区
切
ら
れ
つ
つ
も
全
体
が
緩

や
か
に
繋
げ
ら
れ
て
い
た
。
仮
設
壁
は
展
示
室
に
対
し

て
背
が
低
く
、「
カ
ベ
」
と
い
う
に
は
頼
り
な
い
。
し
か

し
三
角
平
面
の
仮
設
壁
が
散
り
ば
め
ら
れ
る
こ
と
で
、

そ
れ
が
作
品
で
は
な
く
会
場
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
直

感
的
に
わ
か
る
。「
。（
マ
ル
）」
と
い
う
ほ
ど
明
確
で
は

な
い
が
、「
、（
テ
ン
）」
の
よ
う
な
存
在
感
で
空
間
の

句
読
点
と
な
っ
て
い
た
。
三
角
の
壁
は
視
線
を
受
け
止

め
る
、
視
線
を
受
け
流
す
、
視
線
を
二
つ
に
ス
プ
リ
ッ

ト
す
る
、
な
ど
複
数
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
展
示
に

リ
ズ
ム
を
作
る
。
改
め
て
考
え
て
み
る
と
真
っ
直
ぐ
の

壁
で
は
カ
ー
ブ
し
て
い
る
展
示
室
の
中
で
句
読
点
と
し

て
強
す
ぎ
る
の
だ
。

　
会
場
構
成
の
仕
事
は
、
開
幕
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
プ
ラ

ン
を
練
り
た
い
作
家
に
対
し
て
水
を
差
し
て
打
ち
合

わ
せ
を
設
け
、
展
示
全
体
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
上
げ
る
仕

事
で
も
あ
る
。
山
川
は
当
然
そ
の
よ
う
な
能
力
を
持
っ

て
い
る
と
推
察
す
る
が
、
止
ま
ろ
う
と
し
て
い
な
い
展

示
に
無
理
に
水
を
差
さ
な
い
柔
軟
さ
が
あ
っ
て
、
も
う

一
人
の
作
家
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

そ
の
姿
勢
が
小
さ
く
て
三
角
形
の
壁
に
表
象
さ
れ
て

い
た
よ
う
に
思
う
。

　
展
示
室
入
り
口
に
投
影
さ
れ
た
岩
根
愛
の
海
の
映

像
は
、
ド
ロ
ー
ン
で
撮
ら
れ
た
と
す
ぐ
に
わ
か
る
鳥
瞰

の
映
像
で
、
美
し
い
映
像
と
は
裏
腹
に
、
私
に
は
そ
の

鈴木正治《太平洋》2002 年（額装）、2024年（リプリント）

ロビン・ホワイト《NIRA TE IE》1986年頃

鈴木正治《太平洋》2002年
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無
人
航
空
機
が
使
わ
れ
て
い
る
遠
く
の
地
の
紛
争
が

思
い
起
こ
さ
れ
た
。
岩
根
は
奥
に
展
示
さ
れ
た《Isla

n
d

 

in
 M

y
 M

in
d

, L
a

h
a

in
a

》で
冠
婚
葬
祭
の
た
め
に
転

用
さ
れ
た
元
軍
用
の
カ
メ
ラ
を
作
品
の
き
っ
か
け
に
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
の
ド
ロ
ー
ン
の
利
用
も
、そ
の
よ

う
な
事
情
を
踏
ま
え
た
上
で
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　
岩
根
の
作
品
を
通
し
て
葛
藤
の
中
に
飛
び
込
ん
だ

ま
ま
、パレ
ス
チ
ナ
出
身
の
ジ
ュマ
ナ・エ
ミ
ル・ア
ブ
ー
ド

の
作
品
に
出
会
う
と
、
彼
女
の
自
由
な
制
作
の
あ
り

方
に
驚
く
。
咄
嗟
の
反
応
で
彼
女
の
作
品
に
政
治
的

な
主
張
を
探
し
て
し
ま
っ
た
が
、
抑
圧
を
受
け
て
い
る

国
々
の
作
家
に
政
治
的
な
姿
勢
を
押
し
付
け
て
し
ま

う
こ
と
ほ
ど
恐
ろ
し
い
こ
と
も
な
い
。
後
期
展
の
写

真
を
見
て
も
ア
ブ
ー
ド
は
滞
在
先
か
ら
発
想
を
得
て
、

新
し
い
モ
チ
ー
フ
や
素
材
に
出
会
い
、
豊
か
な
制
作
に

励
ん
で
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
改
め
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

い
う
職
業
の
す
る
べ
き
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
て
み
る
と
、

入
り
口
の
鈴
木
正
治
や
ロ
ビ
ン・ホ
ワ
イ
ト
、ま
た
ア
ブ
ー

ド
の
横
に
展
示
さ
れ
て
い
る
工
藤
省
治
と
い
っ
た
絵
を

描
く
作
家
た
ち
が
、
様
々
な
言
語
や
文
化
に
触
れ
る

中
で
抽
象
を
獲
得
し
、
作
品
同
士
が
時
代
や
地
域
を

越
え
て
互
い
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
ト
し
て
い
る
よ
う
に
も
感

じ
ら
れ
て
き
た
。

　
ア
ブ
ー
ド
の
絵
を
見
て
振
り
返
る
と
、二
つ
の
三
角

壁
の
隙
間
に
中
嶋
幸
治
の
作
品
が
見
え
て
い
る
。
作

品
の
照
明
隠
し
の
た
め
に
付
け
ら
れ
た
屋
根
が
二
つ
の

三
角
壁
と
合
わ
さ
っ
て
、
小
さ
な
作
品
群
に
自
然
と
視

線
が
導
か
れ
る
。

　
カ
ー
ブ
す
る
小
さ
な
三
角
屋
根
の
下
に
、
札
幌
か
ら

青
森
に
向
か
う
ま
で
花
を
握
り
締
め
た
手
を
撮
っ
て

並
べ
て
い
る
中
嶋
の《
パル
ス
》。
介
護
・
介
助
の
家
事

右前：ジュマナ・エミル・アブード《‘Ein al-Joz Bride {the walnut bride}》2016年ほか、ドローイング12点
左前：ジュマナ・エミル・アブード《I feel everything》2020-22 年
中：ロビン・ホワイト《THE FISHERMAN LOSES HIS WAY.》1995 年
右後：岩根愛《Island in My Mind, Lahaina》2024 年（部分）
左後：中嶋幸治《パルス》2023-24年（部分）

岩根愛《My Cherry》2024年 岩根愛《Island in My Mind, Lahaina》
2024年（部分）

岩根愛《Island in My Mind, Lahaina》
2024年（部分）
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労
働
に
追
わ
れ
る
中
で
、
彼
の
制
作
に
は「
で
き
る
時

に
で
き
る
こ
と
を
し
て
お
く
」
計
画
性
が
必
要
だ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
他
の
作
家
よ
り
先
に
イ
ン
ス

ト
ー
ル
を
し
た
結
果
、ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
展
示
が
導

入
部
に
置
か
れ
る
こ
と
で
、
全
体
の
少
し
浮
き
足
立
っ

た
空
気
に
楔
を
打
っ
て
い
た
。

　
中
嶋
の
作
品
は
展
示
全
体
の
試
み
と
共
鳴
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
、
心
に
残
っ
た
。
中
嶋
の
別
の
展
示
作

品《
通
過
せ
よ
》、《
パ
チ
ン
》は
、い
ず
れ
も
天
候
や
他

の
人
の
都
合
に
よ
っ
て
形
を
得
る
作
品
だ
。
思
い
通
り

に
動
け
な
い
状
況
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
移
ろ
う
も
の
へ

の
感
動
が
深
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
後
期
展
で
横
一
列

中嶋幸治《パルス》2023-24年（部分）

中嶋幸治《パチン》2024年
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か
ら
グ
リ
ッ
ド
配
置
に
並
び
替
え
ら
れ
た《
パル
ス
》は
、

花
を
握
り
し
め
た
手
が
ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
グ
ー
、あ
る
い
は

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
の
集
合
に
も
見
え
出
し
、
あ
る
瞬
間
を

ホ
ー
ル
ド
し
よ
う
と
す
る
作
家
の
力
強
い
意
志
を
受

け
取
っ
た
。

　
中
嶋
の
作
品
列
を
抜
け
る
と
、
小
さ
な
作
品
群
の

た
め
に
三
角
壁
が
点
在
し
た
エ
リ
ア
に
入
り
、
最
後
に

青
野
文
昭
の
大
作
が
充
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
持
っ
て
設
置

さ
れ
て
い
る
。
会
場
構
成
者
に
よ
る
、お
手
本
の
よ
う

な
ア
ー
テ
ィ
キ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
で
、
見
事
に
難
し
い
展
示

室
が
使
い
こ
な
さ
れ
て
い
た
。

　
自
分
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
絵
を
動
か
す
度
、「
い
ま
」

と
い
う
も
の
が
立
ち
現
れ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
考
え
て

み
れ
ば
不
思
議
だ
が
、「
い
ま
」
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と

と
、「
動
く
こ
と
」は
矛
盾
す
る
ど
こ
ろ
か
、
切
り
離
せ

な
い
背
中
合
わ
せ
の
こ
と
だ
と
い
つ
も
思
う
。
自
分
が

止
ま
っ
て
い
る
時
に
何
か
が
動
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る

こ
と
。
あ
る
い
は
自
分
が
動
い
て
い
る
と
き
に
何
か
が

止
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
。
そ
の
感
覚
を「
い

ま
」
と
呼
ぶ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
「
い
ま
」

と
は
流
れ
の
こ
と
で
も
瞬
間
の
こ
と
で
も
な
く
、
流
れ

と
瞬
間
と
の
関
係
の
こ
と
な
の
だ
。
中
嶋
の
作
品
は

そ
の
こ
と
を
鋭
く
示
唆
し
て
い
た
と
思
う
。
そ
の
よ
う

に
考
え
て
み
る
と
、
自
分
の
仕
事
に
対
し
て
感
じ
て
い

た
矛
盾
に
も
合
点
が
行
く
。
大
袈
裟
に
言
っ
て
し
ま
え

ば
自
分
に
と
っ
て
展
示
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
何
か
を

止
め
、
同
時
に
何
か
を
動
か
す
こ
と
で
、「
い
ま
」
を
表

そ
う
と
す
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
葉
が
落
ち
る

冬
は
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
に
と
っ
て
最
高
の
季
節
だ
。

A
C
A
C
の
豊
か
な
森
を
歩
き
な
が
ら
、「
い
ま
」に

つ
い
て
思
い
を
巡
ら
せ
た
。

佐藤熊弥 （建築家／キュレーター）
1991年東京生まれ。東京藝術大学油画専攻修士課
程修了。西澤徹夫建築事務所を経て独立、現在は設
計事務所 tandem共同主催。主な仕事に「ある家族
の会話」（集合住宅改修計画／2024年）「フランク・ロ
イド・ライト 世界を結ぶ建築／パナソニック汐留美術館」
（展示デザイン／2024年）など。設計業務の傍ら展示
の企画や絵のお店TANNERAUMの運営を行っている。

左：是恒さくら《双子鯨の夢を見たら》のうち、《頭「正夢と逆夢」》2024年
右：光岡幸一《ああ

あ あ ああ あ あああ

あ あ ああ あ あ》（ししおどし）2024年（部分）

光岡幸一《ああ

あ あ あああ あああ
あ あ あああ あ》2024年（部分）前 : 光岡幸一《ああ

あ あ あああ あああ

あ あ あああ あ》（雨漏り）2024年（部分）
後 : 岩根愛《The Opening》2024年（部分）
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憶
に
突
き
刺
さ
っ
た
の
は
国
際
芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森 

（
A
C
A
C
）の
「cu

rre
n

ts / u
n

d
e

rcu
rre

n
ts

」
展

（
副
題
略
）で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
A
C
A
C
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
青
森
で
の
調
査

活
動
や
集
中
的
な
制
作
活
動
を
活
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
展
示
を
行
っ
て
き
た
。
今
期
の
展
示
で
特
徴
的
だ
っ

た
の
は
、
展
示
替
え
を
含
む
前
期・後
期
の
展
示
期
間

を
設
け
た
こ
と
で
作
家
の
滞
在
期
間
が
延
長・分
散
さ

れ
、
半
年
間
に
及
ぶ
滞
在
型
調
査
や
多
様
な
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
私
は

幸
運
に
も
、
前
期・後
期
両
方
の
展
示
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
が
、ど
の
作
品
に
も
調
査
の
深
度
、
創
発
の
鋭

さ
、
技
術
の
豊
か
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
前
期
展
示
で
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
A
の
入
り
口
で
、
鈴

木
正
治
の《
太
平
洋
》シ
リ
ー
ズ
と
キ
リ
バ
ス
で
制
作

さ
れ
た
ロ
ビ
ン・ホ
ワ
イ
ト
に
よ
る
版
画
が
対
話
し
、さ

ら
に
澤
田
教
一
の
青
森
で
撮
影
さ
れ
た
三
沢
基
地
や

小
川
原
湖
の
写
真
が
導
入
部
の
流
れ
を
形
作
っ
て
い

た
。
一
見
非
歴
史
的
な
曼
荼
羅
の
よ
う
に
見
え
る
鈴

木
の《
太
平
洋
》は
、
環
太
平
洋
の
奴
隷
交
易
を
含
む

し
い
創
造
の
た
め
に
は
同
時
代
の
出
来
事

に
対
す
る
鋭
敏
な
感
性
と
、
過
去
の
創
造

や
遺
産
に
対
す
る
絶
え
間
な
い
探
究
が
求

め
ら
れ
る
。
ヨ
ハン・ゼ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン・バッ
ハ
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
民
謡
を
翻
案
し
つ
つ
画
期
的
な
多
声
音
楽
を
作
っ

た
よ
う
に
、
現
代
の
音
楽
家
ボ
ブ・デ
ィ
ラ
ン
は
、ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
や
ア
メ
リ
カ
の
民
謡
に
彼
自
身
の
詩
を
つ
け

て
歌
っ
た
。
1
9
6
4
年
に
作
曲
さ
れ
た
「
時
代
は
変

わ
る
」は
ま
さ
に
こ
の
時
代
の
表
層
的
な
変
化
と
、
底

流
と
し
て
う
ご
め
く
感
覚
や
思
想
の
位
相
変
化
を
表

現
し
た
見
事
な
音
楽
的
成
果
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

2
0
2
4
年
の
日
本
列
島
で
は
、
能
登
半
島
の
地

震
や
羽
田
空
港
で
の
飛
行
機
衝
突
事
故
に
は
じ
ま
り
、

次
々
に
新
し
い
ニュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
大
統
領
選
挙
や
長
期
化
す
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
や
パレ
ス
チ
ナ
で
の
戦
争
や
侵
略
に
つ
い
て
、
人
び

と
が
記
憶
し
続
け
る
こ
と
が
難
し
い
ほ
ど
情
報
は
オ
ー

バ
ー
ロ
ー
ド
さ
れ
続
け
た
。
水
面
に
発
生
し
た
小
さ
な

泡
は
、
底
流
の
大
き
な
変
化
に
起
因
す
る
も
の
か
も

し
れ
な
い
。
青
森
の
ロ
ー
カ
ル
ニュ
ー
ス
で
も
、
新
入
幕

力
士
の
優
勝
か
ら
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
県
内
撤
退
、

老
舗
デ
パ
ー
ト
の
閉
店
な
ど
悲
喜
交
々
の
話
題
が
報

道
さ
れ
た
と
い
う
。
私
た
ち
は
そ
う
し
た
新
し
い
ニュ
ー

ス
に
驚
き
つ
つ
、
古
く
か
ら
続
く
習
慣
を
生
き
る
。
そ

し
て
あ
る
日
、
習
慣
自
体
が
更
新
さ
れ
、
新
し
い
小
さ

な
渦
を
生
み
出
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
ま
た
、
そ
の
よ

う
な
日
々
の
小
さ
な
渦
を
生
き
て
い
る
。

　
2
0
2
4
年
に
開
催
さ
れ
た「A

O
M

O
R

I G
O

K
A

N
 

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
2
0
2
4
」
は
、同
一
自
治
体
に
お
け

る
同
時
多
発
的
な
芸
術
祭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

と
て
も
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
私
の
記

Review石倉敏明
人類学者／秋田公立美術大学アーツ&ルーツ専攻 准教授

複数の時間、多元化する生命
 「currents / undercurrents — いま、めくるめく流れは出会って」をめぐって

新

〈上〉光岡幸一《おらふぁせ》2024年
〈下〉中嶋幸治《パルス》2023-24年（後期）
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人
間
の
移
動
と
交
信
の
歴
史
を
考
察
す
る
も
の
で
、

さ
ら
に
旧
石
器
時
代
の
現
生
人
類
の
移
動
や
人
間

以
前
の
地
球
の
歴
史・大
陸
移
動
に
も
通
じ
て
い
る
。

ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
キ
リ
バス
を
往
還
す
る
ホ
ワ
イ
ト

の
作
品
は
、
鈴
木
の
世
界
と
呼
応
す
る
よ
う
に
歴
史

か
ら
取
り
こ
ぼ
さ
れ
た
女
性
た
ち
の
労
働
や
記
録
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
生
の
流
れ
を
描
き
出
す
。
戦
争・紛

争
の
写
真
家
と
し
て
知
ら
れ
る
澤
田
は
、
青
森
と
い

う
土
地
か
ら
海
を
眼
差
し
、さ
ら
に
そ
こ
に
設
置
さ
れ

た
自
衛
隊
基
地
や
在
日
ア
メ
リ
カ
軍
の
基
地
管
理
と

い
う
問
題
に
も
迫
っ
て
い
る
。

　
会
場
を
進
む
に
つ
れ
、
観
衆
は
ハ
ワ
イ
の
ラ
ハ
イ
ナ

で
発
生
し
た
山
火
事
の
跡
を
撮
影
し
た
岩
根
愛
の
写

真
、
ジ
ュマ
ナ・エ
ミ
ル・ア
ブ
ー
ド
に
よ
る
神
話
の
断
片

を
思
わ
せ
る
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
と
ビ
デ
オ
作
品
、
同
時
代

の
生
と
対
峙
し
つ
つ
身
体
の
律
動
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
中
嶋
幸
治
の
写
真
シ
リ
ー
ズ
、
青
森
市
に
生
ま

れ
東
西
の
古
代
文
化
を
探
究
し
た
工
藤
省
治
に
よ
る

陶
磁
器
と
そ
の
デ
ザ
イ
ン
原
画
へ
と
導
か
れ
る
。
現
存

作
家
と
物
故
作
家
、
グ
ロ
ー
バル
世
界
と
ロ
ー
カ
ル
世

界
の
作
品
群
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
交
錯
す
る
こ
の「
徒
歩

旅
行
」は
、さ
ら
に
、
そ
の
深
部
に
お
い
て
青
野
文
昭

の
壮
絶
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
開
か
れ
て
い
っ
た
。 

青
野
は
川
倉
賽
の
河
原
地
蔵
尊
を
は
じ
め
と
す
る
東

北
の
死
者
供
養
の
信
仰
に
触
れ
、モ
ノ
の
奥
に
潜
む

霊
的
な
時
間
を
否
応
な
く
召
喚
す
る
。
さ
ら
に
そ
の

時
間
は
、
過
去
か
ら
現
在
ま
で
、
世
界
の
戦
争
と
暴

力
の
被
害
者
と
な
っ
た
膨
大
な
死
者
の
霊
を
供
養
す

る
、
荘
厳
な
魂
の
仕
事
と
し
て
立
ち
現
れ
る
。
そ
の
手

つ
き
は
苛
烈
な
現
実
や
矛
盾
に
引
き
裂
か
れ
な
が
ら

も
、
無
差
別
の
慈
悲
に
よ
っ
て
そ
の
悲
惨
さ
と
残
酷
さ

澤田教一　カラー写真 7点のうち、4点

ロビン・ホワイト《ああ木よ/O Tree》 2024年
（越善佳、サワダ ハンナ・ジョイとのコラボレー
ション）

中嶋幸治《通過せよ》2024年（部分）（後期）

右上：青野文昭《戦争と平和（あるいは、戦没者とその子孫）》2024年
左上：青野文昭《会津の姫・雍仁親王妃勢津子像オマージュ（青森で収拾した古箪笥に入っていた戦前 

 の写真集より）》2024年
右下：青野文昭《1945年7月10日 仙台市柳町の防空壕で焼け死んだ女性（あるいは2022年３月ウクラ 

 イナ・ブチャで虐殺された女性）》2024年
中下：青野文昭《切腹する仙台藩士・玉虫左太夫（あるいは16世紀以降のアステカの人々）》2024年
左下：青野文昭《命乞いする蝦夷たち（あるいは第三次ポエニ戦争時のカルタゴ市民）》2024年



を
克
服
し
て
い
る
。
会
場
の
中
盤
で
福
島
か
ら
ハ
ワ
イ

に
移
住
し
た
人
々
の
死
者
供
養
で
あ
る
盆
の
記
憶
に

触
れ
た
岩
根
は
、
青
野
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
先
に

あ
る
最
奥
の
空
間
で
、
亡
く
な
っ
た
妹
を
追
慕
す
る
桜

の
写
真
を
展
示
し
、
青
野
の
作
品
に
深
く
応
答
す
る
。

　
さ
ら
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
B
で
は
、
青
森
県
内
の
布
文
化

を
大
胆
に
リ
ミ
ッ
ク
ス
し
た
是
恒
さ
く
ら
の
作
品
が
、

巨
大
な
鯨
の
精
霊
の
よ
う
に
宙
を
泳
い
で
い
た
。
こ
れ

は
青
森
県
内
か
ら
集
め
ら
れ
た
着
物
の
ハ
ギ
レ
を
「
解

き
、
裂
き
、
重
ね
、
繕
い
、
藍
で
染
め
直
す
」と
い
う
日

常
の
手
仕
事
の
工
程
を
取
り
入
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

是
恒
は
自
身
と
他
者
が
織
り
な
す
手
仕
事
の
自
己

組
織
性
を
活
か
し
て
、
複
数
種
の
共
棲
関
係
に
も
似

た
有
機
的
な
空
間
を
構
築
し
た
。
そ
の
繊
細
な
手
仕

事
に
よ
っ
て
、
行
為
の
う
ち
に
秘
め
ら
れ
た
言
葉
が
詩

的
な
フ
レ
ー
ズ
を
編
み
出
し
て
ゆ
く
。
太
平
洋・日
本

海・津
軽
海
峡
と
い
う
三
つ
の
海
を
取
材
し
た
是
恒
の

フィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、こ
こ
で
も
鯨
へ
の
畏
怖
と
感
謝

の
記
憶
を
浮
き
彫
り
に
し
つ
つ
、
学
術
的
な
記
録
と

は
異
な
る
道
筋
で
ロ
ー
カ
ル
な
現
実
を
生
き
ら
れ
た
歴

史
に
結
び
つ
け
る
。

　
是
恒
の《
双
子
鯨
の
夢
を
見
た
ら
》と
い
う
作
品
は
、

鯨
取
り
漁
師
た
ち
に
伝
わ
る「
子
連
れ
の
鯨
は
夢
に

も
見
る
な
」と
い
う
伝
承
と
と
も
に
、そ
れ
を
反
転
し

た
形
で
「
鯨
自
身
の
夢
」
を
造
形
化
し
た
よ
う
に
も

感
じ
ら
れ
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、こ
の
会
場
の
外
に

あ
る
光
岡
幸
一
に
よ
る
作
品
群《
あああ
あ

あ

あ

あ

あ

あああ

あ

あ

あ

あ

あ》の
一つ
で
あ
る「
し
し
お
ど
し
」は
、

是
恒
の
鯨
が
深
い
海
流
か
ら
時
折
水
面
に
姿
を
現
し
、

潮
を
吹
い
た
り
呼
吸
し
た
り
す
る
よ
う
な
音
響
効
果

を
発
生
さ
せ
て
い
た
。
光
岡
に
よ
れ
ば
、こ
れ
は
カ
ッ

工藤省治《白磁暗花アイヌ文 細口 花生》 平成時
代、《動物文図》原画 平成時代（一部）

工藤省治　仮面4点

青野文昭《戦う英雄たち- SACRIFICE 2024》2024年

是恒さくら《双子鯨の夢を見たら》 年
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プ
麺
の「
湯
切
り
」か
ら
着
想
し
た
動
力
装
置
だ
と
い

う
。
二
人
の
作
家
の
間
に
は
、
自
然
界
で
は
頻
繁
に
見

ら
れ
る
異
種
の
協
働
に
も
似
た
見
事
な
連
携
と
創
造

性
の
連
鎖
が
生
じ
て
い
た
。
さ
ら
に
光
岡
が
館
内
の
天

井
か
ら
の
雨
漏
り
の
音
を
増
幅
す
る
こ
と
で
生
み
出

す
音
響
装
置
、
野
外
の
建
築
物
等
に
テ
ー
プ
で
描
き

出
さ
れ
る
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
は
、
室
内
で
行
わ
れ
る
作
品

制
作
を
外
部
に
裏
返
し
、
ま
た
野
外
で
行
わ
れ
る
土

木
的・遊
戯
的
な
活
動
を
そ
の
ま
ま
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
に

反
転
す
る
会
場
設
計
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
側
面
を
呈
示
す

る
も
の
だ
っ
た
。

　
後
期
の
展
示
で
は
、
前
期
に
は
是
恒
に
よ
る
巨
大

な
鯨
の
精
霊
が
泳
い
て
い
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
B
の
空
間
に
、

持
し
つ
つ
、
身
体
か
ら
遊
離
し
た
意
識
の
流
れ
を
眺
め

続
け
る
よ
う
な
不
思
議
な
臨
場
感
を
与
え
て
く
れ
た
。

そ
の
「
不
思
議
さ
」は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
A
の
奥
に
展
示

さ
れ
て
い
る
岩
根
の
旅
の
写
真
に
継
承
さ
れ
る
。
東
京・

福
島・カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア・ハ
ワ
イ・青
森
を
た
ど
る
環
太

平
洋
の
旅
路
を
通
し
て
、
岩
根
は
逝
去
し
た
人
び
と

を
追
慕
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
複
数
の
現
実
を
移
行

す
る「
体
外
離
脱
」の
視
点
を
鮮
や
か
に
技
法
化
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
を
用
い
た
映
像
の
実

験
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
古
く
か
ら『
チ
ベ
ッ
ト
の
死

者
の
書
』な
ど
の
経
典
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
生
と
死

の
間
に
あ
る
と
い
う
「
バル
ド（
中
有
）」の
プ
ロ
セ
ス
を

辿
る
意
識
の
旅
の
よ
う
だ
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
A
で
は
、
前
期
の
展
示
を
反
復
し
な
が

ら
も
こ
れ
を
深
め
る
よ
う
な
工
夫
が
随
所
に
潜
ん
で
い

た
。
例
え
ば
パレ
ス
チ
ナ
出
身
の
ア
ブ
ー
ド
は
、
ド
ロ
ー

イ
ン
グ
や
グ
ラ
ス
ウ
ェ
ア
、
映
像
を
通
じ
て
、か
つ
て
緑

豊
か
な
土
地
で
あ
っ
た
ヨ
ル
ダ
ン
川
渓
谷
を
思
わ
せ
る
、

青
森
の
水
に
関
わ
る
様
々
な
伝
承
を
拾
い
集
め
て
い
た
。

こ
の
試
み
は
、あ
る
土
地
が
歴
史
の
中
で
変
化
し
う
る

こ
と
、す
な
わ
ち
現
在
入
植
者
の
開
発
に
よ
っ
て
荒
廃

す
る
故
郷
へ
の
返
歌
で
あ
り
、パレ
ス
チ
ナ
も
ま
た
、
未

来
に
お
い
て
豊
か
な
水
と
緑
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
希
望
で
も
あ
る
。
こ
の
問
い
に
呼
応
す
る
よ

う
に
、
後
期
に
は
下
北
半
島・函
館・樺
太
な
ど
、日
本

列
島
の
境
界
や
国
境
を
超
え
て
収
集
さ
れ
た
ア
イ
ヌ

の
衣
服
が
展
示
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
入
植
者
植
民

地
と
し
て
北
海
道
地
域
に
囲
い
込
ま
れ
た
ア
イ
ヌ
の
人

び
と
の
生
活
文
化
を
思
い
出
さ
せ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
展
示
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
の
衣
装
は
、か
つ
て
津

軽
半
島
や
夏
泊
半
島
に「
犾え
ぞ
む
ら村
」
と
呼
ば
れ
る
ア
イ
ヌ

岩
根
に
よ
る
壮
大
な
水
流
の
映
像
が
映
し
出
さ
れ
た
。

こ
れ
は
岩
根
が
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
北
部
を
流
れ
る
マ
ト
ー
ル
川
の
汽
水
域
を
撮
影
し

た
も
の
だ
と
い
う
。
八
戸
と
ほ
ぼ
同
緯
度
に
あ
る
マ
ト
ー

ル
川
で
は
、一
年
に
一
度
川
が
海
に
決
壊
し
て
、
複
雑
な

水
流
が
交
わ
り
幾
つ
も
の
渦
を
成
す
光
景
が
展
開
さ

れ
る
と
い
う
。
こ
れ
を
内
側
か
ら
追
体
験
で
き
る
よ
う

に
、
岩
根
の
映
像
は
鑑
賞
者
の
主
観
的
な
視
界
を
維

是恒さくら《双子鯨の夢を見たら》2024年

岩根愛《離脱の試み / Attempt at Disembodiment》2023-24年（部分）
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集
落
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
の
豊
か
な
衣

服
の
デ
ザ
イ
ン
は
、ア
イ
ヌ
民
族
を
同
化
し
、
和
人
の

政
治
と
文
化
に
組
み
込
も
う
と
し
て
き
た
と
い
う
抑

圧
の
歴
史
を
超
え
て
、
実
は
東
北
に
お
け
る
工
芸
デ
ザ

イ
ン
の
源
流
が
ア
イ
ヌ
文
化
の
ル
ー
ツ
と
重
な
る
も
の

で
あ
る
と
い
う
歴
史
的
現
実
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。

　
前
後
期
を
通
じ
て
、
本
展
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
の

持
つ
表
現
回
路
と
心
的
現
実
の
多
層
性
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
振
り
返
っ

て
み
る
と
、こ
う
し
た
実
験
的
な
試
み
は
、か
つ
て
の

芸
術
祭
ブ
ー
ム
に
お
い
て
氾
濫
し
た
表
層
的
な
リ
サ
ー

チ
に
根
ざ
し
た
「
作
品
化
」や「
展
示
活
動
」
を
乗
り

越
え
る
成
果
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
も
っ

と
重
要
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、お
そ
ら
く
長
期
間

の
リ
サ
ー
チ
の
間
に
激
し
く
揺
れ
動
く
現
代
の
歴
史

か
ら
離
脱
し
、
自
身
の
意
識
と
身
体
の
関
係
、
生
者

と
死
者
の
関
係
、
人
間
と
非
人
間
の
関
係
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
性
に
つ
い
て
捉
え
直
し
、
再
帰
的
に

自
身
の
制
作
に
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
創
作
環
境
の

可
能
性
で
あ
る
。
本
展
は
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
部
に

前：アイヌの衣服（青森市教育委員会所蔵）

〈上〉ジュマナ・エミル・アブード《Frog-tortoise carried by the great water god between Komainu hands》2024年、ほか
〈下〉ジュマナ・エミル・アブード《Water stories in translation》2024年、ほか
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石倉敏明（人類学者／秋田公立美術大学アーツ&ルーツ専攻 准教授）
1974年東京生まれ。アジアや日本各地でフィールド調査を行い、アーティ
ストとの共同制作を実施。複数種をめぐる神話学や芸術人類学研究を
続ける。2019年、第58回ヴェネチア・ビエンナーレ国際芸術祭日本館
展示「Cosmo-Eggs | 宇宙の卵」に参加。共著書・共編著書に『野生
めぐり列島神話の源流に触れる12の旅』、『Lexicon 現代人類学』『モ
ア・ザン・ヒューマン　マルチスピーシーズ人類学と環境人文学』、『〈動
物をえがく〉人類学 　人はなぜ動物にひかれるのか』など。

ロビン・ホワイト《あおもり探索 /Finding My Way in Aomori》2024年（部分）

前 : アイヌの衣服（青森市教育委員会所蔵）（一部）
後 : 鈴木正治《マルイ虹ミタ 飛行機の影ミタ（虹と飛行機）》 

 1998-2003年、3点

岩根愛《The Opening》2024年

位
置
す
る
A
C
A
C
の
公
益
性
を
活
か
し
つ
つ
、こ
の

よ
う
な
環
境
特
性
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
共
有
し
、

複
数
の
時
間
か
ら
同
時
代
の
芸
術
表
現
を
汲
み
出
す

と
い
う
重
要
な
成
果
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
は
単
に
複

数
の
異
な
る
時
間
の
流
れ
を
生
き
る
だ
け
で
は
な
く
、

加
速
化
す
る
時
間
に
抵
抗
し
つ
つ
死
者
と
い
う
非
時

間
的
な
存
在
を
想
起
し
、
そ
の
視
点
を
自
身
の
生
の

流
れ
に
組
み
込
む
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
生

物
進
化
の
時
間
や
地
殻
変
動
、
火
山
活
動
、
海
流
の

変
化
と
い
っ
た
長
期
持
続
す
る「
人
間
な
ら
ざ
る
も
の

の
時
間
」
を
想
起
し
、
人
間
の
時
間
を
相
対
化
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

半
年
の
期
間
を
か
け
て
二
つ
の
展
示
を
接
続
す
る

と
い
う
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
忙
し
な
く
自
身
を
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
捧
げ
、
死
者
の
視
点
を
忘
れ
て
生
き
よ
う
と

す
る
現
代
の
生
者（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
、

鑑
賞
者
、
業
界
人
）の
在
り
方
を
、
根
底
か
ら
批
評
す

る
鋭
さ
に
貫
か
れ
て
い
る
。
そ
の
鋭
さ
を
包
み
込
む
の

は
、
人
間
と
人
間
な
ら
ざ
る
も
の
の
膨
大
な
死
を
見

つ
め
、
そ
の
死
を
想
い
、
現
存
し
な
い
死
者
や
精
霊
と

と
も
に
生
き
よ
う
と
す
る
も
う
一つ
の
時
間
の
あ
り
方

か
も
し
れ
な
い
。
死
を
想
う
時
、
私
た
ち
は
自
ら
が
生

き
る
同
時
代
の
時
間
の
滞
留
に
直
面
し
、
見
知
ら
ぬ

他
者
や
亡
者
た
ち
の
生
の
時
間
と
出
会
う
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
物
理
的
な
死
の
可
能
性
を
超
え
て
到
来
す
る

想
像
力
に
よ
る
再
生
の
儀
式
で
あ
り
、
浮
か
ん
で
は
弾

け
る
時
間
や
複
数
種
の
身
体
を
超
え
て「
多
元
化
す

る
生
命
」に
出
会
う
奇
跡
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
と
て

つ
も
な
く
古
い
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
た
盆
踊
り
が

移
民
の
社
会
に
甦
り
を
果
た
す
よ
う
に
、
私
た
ち
は

何
度
で
も
、
新
た
な
形
式
に
よ
っ
て
再
生
す
る
多
元
的

生
命
と
出
会
い
直
す
の
だ
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
土

地
に
潜
む
固
有
の
時
間
と
空
間
を
超
え
た
他
者
の
時

間
を
接
続
し
、
目
の
前
に
広
が
る
荒
漠
と
し
た
死
の

力
に
抵
抗
す
る
私
た
ち
自
身
の
生
の
時
間
を
目
覚
め

さ
せ
る
。
私
た
ち
は
死
者
と
と
も
に
生
き
、こ
の
複
数

の
流
れ
の
中
で
再
生
を
果
た
す
の
だ
。

Photo: 百頭たけし（pp.022－035）
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メディア掲載

04月15日（月） 新美術新聞　展覧会カレンダー 07面
04月23日（火） 陸奥新報　社説 アートフェス 05面
05月08日（水） デーリー東北　文化―つらなりのはらっぱ③ ACACメイン企画の特色 09面
05月26日（日） 東奥日報　澤田教一、岩根愛さん「故郷を撮る」決意とこだわり 12，13面
06月04日（火） 東奥日報　ACACで企画展 「変化する現在」多様に表現 09面
06月14日（金） 東奥日報　鷲田めるろのアート探訪34 表の流れ裏の流れ 11面
06月19日（水） デーリー東北　文化―つらなりのはらっぱ⑧鑑賞ツール配布 11面
07月14日（日） 東奥日報　ロビンさん竹林さん版画合作 07面
07月18日（木） 東奥日報　GOKANフェス15万人達成 23面
07月24日（水） デーリー東北　文化―つらなりのはらっぱ⑬ 展示替えを経て 09面
08月09日（金） 東奥日報　鷲田めるろのアート探訪㊱ 二つの領域が出会うとき 11面
08月11日（日） デーリー東北　写真家岩根愛さん 八戸でイベント 09面
09月12日（木） 河北新報　風土と交わる気鋭の表現 17面
09月19日（木） 東奥日報　Miniガイド 18面
09月22日（日） 東奥日報　sawada1964 12，13面
09月18日（水） 陸奥新報　社説 初のアートフェス 05面
09月19日（木） 東奥日報　Miniガイド 是恒さくら「くじらびらき」 18面
10月09日（水） 東奥日報　県内アート点から面へ 22面

05月01日（水）「広報あおもり」No.457　くらしの情報 P024

05月01日（水）「Kappo 仙台闊歩」5月号 P018

05月10日（金）「あおもりのき」第17号　イベントスケジュール P043

05月10日（金）「クロワッサン」No.1116 P041

05月27日（月）「スカイワード」6月号　アートに浸る青森 P038

05月29日（水）「CLippER」Vol.264　イベント情報 P013

06月01日（土）「広報あおもり」No.458　ACACからのお知らせ P004

06月23日（日）「SPUR」8月号　アートな感性で旅する青森 P159

06月27日（木）「スカイワード」7月号　A plaza anyone can visit, anytime P105

06月28日（金）「25ans」8月号　アートで感性を刺激する旅 P242

07月01日（月）「広報あおもり」No.459　ACACからのお知らせ P021

08月01日（木）「広報あおもり」No.460　ACACからのお知らせ P025

09月01日（日）「広報あおもり」No.461　ACACからのお知らせ P021

■ Web媒体
Tokyo Art Beat

https://www.tokyoartbeat.com/events/-/Currents-Undercurrents-Bringing-Together-the-Endless-Flow/ABF44D5B/2024-04-13

Web美術手帖
https://bijutsutecho.com/exhibitions/13373

ArtSticker

https://artsticker.app/events/25346

artscape

https://artscape.jp/exhibitions/4739/

Kappo 仙台闊歩
https://kappo.machico.mu/articles/9780

国立新美術館
https://www.nact.jp/english/artcommons/user/detail/75354

アートアジェンダ
https://www.artagenda.jp/exhibition/detail/9549

■ 新聞記事

■ 雑誌・広告
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展覧会「currents / undercurrentsーいま、めくるめく流れは出会って」

 ジュマナ・エミル・アブード、青野文昭、岩根愛、是恒さくら、工藤省治、光岡幸一、中嶋幸治、澤田教一、鈴木正治、ロビン・ホワイト
 山川陸
 2023年3月ー2024年9月
 2024年4月13日（土）ー6月30日（日）（前期）、7月13日（土）ー9月29日（日）（後期）
 青森公立大学 国際芸術センター青森［ACAC］展示棟 ギャラリーA・B

 青森公立大学 国際芸術センター青森［ACAC］
 アジアン・カルチュラル・カウンシル、株式会社ブルージエイ 山ノ手写真、Cyg art gallery、日本カメラ博物館、McLeavey Gallery、
 青森市教育委員会、AIRS（アーティスト・イン・レジデンス・サポーターズ）、青森公立大学芸術サークル
 芸術文化振興基金
 株式会社吉田産業、有限会社大平建設、青森ひばショップ イアモク
 ニュージーランド大使館、青森テレビ、RAB青森放送、青森朝日放送、青森ケーブルテレビ、
 エフエム青森、ABHラジオ、東奥日報社、陸奥新報社、デーリー東北新聞社
 慶野結香
 10,451名（展覧会来場者10,015名、関連プログラム参加者436名）

アーティスト 

会 場 構 成 

プログラム期間
展 覧 会 会 期
会 場
主 催
協 力

助 成
協 賛
後 援

企 画
来 場 者 数

■ 伊藤俊治 トーク「めくるめくパターンとイメージ」（出演：伊藤俊治、岩根愛、
中嶋幸治）
日時｜7月14日（日）14:30ー16:00

会場｜展示棟 ラウンジ
参加者数｜26名

■ 是恒さくら×昆政明 対談「大きな鯨を囲んでー流れ寄るモノとイメージ
を語る」
日時｜7月20日（土）14:30ー16:00

会場｜展示棟 ラウンジ、オンライン配信
参加者数｜24名

■ 山川陸×慶野結香 ツアー「あちらの流れをたどる」）
日時｜7月21日（日）10:00ー13:00

会場｜青森駅周辺
参加者数｜7名

■ 岩根愛×町口覚 トーク「唯一無二の写真と、写真集のために」
日時｜7月28日（日）14:30ー16:00

会場｜展示棟 ラウンジ
参加者数｜25名

■ パレスチナを考える①Subversive Film / Tokyo Reels プロジェクト「土
地の日」上映会
日時｜8月4日（日）14:30ー16:00

会場｜展示棟 AVルーム
参加者数｜18名

■ パレスチナを考える② Station House Opera「At Home in Gaza and 

London」上映会＋トーク
日時｜8月6日（火）14:30ー16:30

会場｜展示棟 AVルーム
参加者数｜13名

■ 岩根愛 夏休みイベント「水に流さない」
日時｜8月17日（土）9:30ー12:30

会場｜堤川中流―下流
参加者数｜9名

■ 是恒さくら クロージングイベント「くじらびらき」
日時｜9月29日（日）12:00ーなくなり次第終了
会場｜展示棟 野外ステージ
参加者数｜30名

関連イベント
■ 是恒さくら 共同制作「うつろいのあいだを縫う～石になる鯨、貝になる
イルカ」
日時｜2024年3月13日（水）・16日（土）・20日（水）・23日（土）・27日（水）・ 

 30日（土）13:00ー16:00

会場｜創作棟 ワークショップスタジオ
参加者数｜１６名

■ 青野文昭 トーク「表現の『道・の・奥』を言葉にする」
日時｜4月13日（土）14:30ー16:00

会場｜展示棟 ラウンジ
参加者数｜２１名

■ 是恒さくら 共同制作／刺繡カフェ「大きな鯨の小さなかけら」
日時｜4月20日（土）、5月11日（土）・25日（土）、6月8日（土）・22日（土） 
  13:00ー16:00（会場：展示棟 ラウンジ）
  4月29日（月）、5月30日（木）13:00ー16:00（会場：あおもり北のまほ 

 ろば歴史館 休憩スペース）
参加者数｜23名

■ キュレーターツアー
日時｜5月4日（土）、8月3日（土）10:30ー11:30

会場｜展示棟 ギャラリーA・B

参加者数｜19名

■ 中嶋幸治 ワークショップ「リンゴの花と過ごす」
日時｜5月5日（日）14:30ー終了時間自由
会場｜ACAC屋外
参加者数｜18名

■ Maher Shalal Hash Baz ライブ「山の上の連絡船」
日時｜6月15日（土）13:00ー15:00

会場｜展示棟 野外ステージ

■ 光岡幸一 ワークショップ「徒然面構E倩（ﾂﾚﾂﾞﾚﾂﾗｶﾞﾏｴﾂﾗﾂﾗ）」
日時｜6月30日（日）14:30ー16:00

会場｜展示棟 野外ステージ、創作棟周辺
参加者数｜32名

■ 海外アーティストによるトーク（ロビン・ホワイト、ジュマナ・エミル・アブード）
※終了後アブードによる「folklore meditations」パフォーマンス
日時｜7月13日（土）14:30ー16:30

会場｜展示棟 ラウンジ、野外ステージ
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浅野友理子《ひそやかな交易》2024年

アーティスト・イン・レジデンス プログラム2024

「SPINNING SCAPES」
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0
2
4
年
の
日
本
は
、
石
川
県
能
登
半
島

で
の
大
地
震
で
幕
を
開
け
た
。
国
外
で
は
、

依
然
と
し
て
紛
争
が
続
く
地
域
が
あ
り
、

国
際
情
勢
は
変
化
し
続
け
て
い
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

タ
イ
ト
ル
で
あ
る「S

P
IN

N
IN

G
 S

C
A

P
E

S

」は
、こ

の
よ
う
な
目
ま
ぐ
る
し
い
世
界
で
、
表
現
に
よ
る
可
能

性
を
探
る
4
名
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
試
み
を
提
示

し
て
い
る
。「S

P
IN

N
IN

G

」
と
い
う
の
は
、
非
常
に

動
的
な
言
葉
で
あ
り
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
作
品
か

ら
も
絶
え
ま
な
い
動
き
と
そ
れ
に
対
す
る
呼
応
を
見

て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
マ
ギ
ー・チ
ュ
ウ
の《
私
が
作
っ
た
巣
の
中
に
あ
な
た

は
家
を
作
り
ま
す
か
？
》は
、
旅
に
よ
る
移
動
の
痕
跡

を「
素
材
」と
し
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
チ
ュ

ウ
は
、
渡
り
鳥
が
各
地
で
あ
り
あ
わ
せ
の
も
の
を
使
い

「
巣
＝
ホ
ー
ム
」
を
つ
く
る
こ
と
に
着
目
し
、
チ
ュ
ウ
が

国
際
芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森（
A
C
A
C
）に
至
る
旅
路

や
滞
在
中
に
集
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
布
を
用
い
て
作

品
を
制
作
し
た
。
ジェ
イ
ム
ズ・ク
リ
フォ
ー
ド
は
、「
旅
」

に
つ
い
て
、「
た
ん
な
る
場
所
の
移
動
や
拡
張
で
は
な
く
、

む
し
ろ
多
様
な
文
化
的
意
味
を
構
成
す
る
も
の
と
し

て
考
え
ら
れ
る
」
   ＊1

と
と
ら
え
、
経
路（ro

u
te

s

）が
根

源（ro
o

ts)

を
創
造
す
る
も
の
と
な
り
得
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
中
国
語
と
日
本
語
が
混
じ
り
あ
っ
た
オ

ブ
ジ
ェ
は
、
行
く
先
々
の
文
化
と
混
じ
り
合
い
な
が
ら
、

チ
ュ
ウ
が
築
い
た
新
た
な
故
郷（h

o
m

e
/ro

o
ts

）な
の

で
あ
る
。

　

ベ
ア
ト
リ
ス・デ
ィ
デ
ィ
エ
の《A

M
O

R
 A

O
M

O
R

I
》

で
は
、４
人
の
参
加
者
と
と
も
に
歩
ん
だ
経
路
が
、

木
の
葉
の
く
ず
な
ど
で
展
示
室
の
床
面
に
描
か
れ

た
。
さ
ら
に
、
歩
行
中
の
参
加
者
と
デ
ィ
デ
ィ
エ
の
気

Review高橋麻衣
八戸市美術館 学芸員

目まぐるしき世界に根を張る

2

〈上〉ベアトリス・ディディエ《AMOR AOMORI》2024年 痕跡3：映像《青森を歩く》
〈下〉ベアトリス・ディディエ《AMOR AOMORI》2024年 痕跡4：タイプライターOlivetti Lettera 22

〈右〉マギー・チュウ《私が作った巣の中にあなたは家を作りますか？》2024年
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持
ち
を
言
葉
で
綴
り
、
互
い
に
交
換
し
た
落
ち
葉
も

展
示
さ
れ
、
両
者
の
身
体
的
な
形
跡
と
と
も
に
、
感

情
の
痕
跡
も
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
デ
ィ
デ
ィ
エ
が

描
い
た
線
は
、
草
原
を
自
ら
歩
い
て
作
り
出
し
た
線

を
記
録
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド・ロ
ン
グ
の《
歩
行
に
よ
る
線
》

（
1
9
6
7
年
）を
彷
彿
と
さ
せ
な
が
ら
も
、
ど
こ
ま

で
も
他
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
葉
の
く
ず

で
描
か
れ
た
線
は
、
来
館
者
が
近
く
を
歩
く
だ
け
で

脆
く
崩
れ
て
い
き
、
自
ら
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
状

況
を
表
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
な
か
で
も
、
他
者
を
受
け
入
れ
て
協
働
す
る
こ

と
で
生
ま
れ
る
新
た
な
道
の
可
能
性
を
、
デ
ィ
デ
ィ
エ

は
示
し
て
い
る
。

　

八
幡
亜
樹
は
自
ら
の
ル
ー
ツ
を
出
発
点
と
し
、
出

身
地
の
北
海
道
木
古
内
町
と
、
対
岸
の
青
森
県
大
間

町
で
の
リ
サ
ー
チ
を
も
と
に
、イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョン《
記

憶
の
海
流
》を
制
作
し
た
。
八
幡
の
母
が
語
る
北
海

道
の
暮
ら
し
を
綴
っ
た
テ
キ
ス
ト
に
は
、
津
軽
海
峡
で

沈
没
し
た
青
函
連
絡
船
の
話
が
登
場
す
る
が
、
そ
れ

ら
は
少
し
ず
つ
事
実
と
異
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
展

示
さ
れ
た
写
真
に
写
る
祖
父
の
家
が
、
今
は
取
り
壊

さ
れ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
、
記
憶
や
思

い
出
が
移
り
変
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
突
き
つ
け
る
。

し
か
し
、
祖
父
が
家
に
増
設
し
た
窓
か
ら
見
え
る
津

軽
海
峡
は
、
事
故
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
ま
ま
あ
り
続
け
、

八
幡
は
海
が
内
包
す
る
遠
い
記
憶
を
振
り
返
る
よ
う

に
海
中
や
海
岸
に
横
た
わ
り
、
背
で
過
去
を
見
る
。
そ

の
姿
と
２
つ
の
町
の
対
岸
風
景
が
写
る
映
像
の
間
に

は
テ
キ
ス
ト
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
が
、
椅
子
に
座
る

観
客
の
背
中
で
ピ
ン
ト
が
合
う
た
め
、
自
分
だ
け
で
は

そ
れ
ら
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
過
去
が

八幡亜樹《記憶の海流》2024年（スライド写真） 八幡亜樹《記憶の海流》2024年（歌詞）

〈左上〉浅野友理子《ひそやかな交易》2024年（部分）
〈左下〉浅野がリサーチ中に拾った朴の実
〈右〉八幡亜樹《記憶の海流》2024年（映像：観客の背中にピントを合わせて投影）
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一
人
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
幾
人
も
の
思
い
出
が
絡

み
合
っ
て
出
来
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ

て
く
れ
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
制
作
し
た
、
住
民
が
海

に
ま
つ
わ
る
思
い
を
歌
詞
に
し
て
歌
っ
た
歌
は
、
海
で

命
を
落
と
し
た
人
々
の
存
在
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
に

ど
こ
か
物
悲
し
い
。
し
か
し
、
穏
や
か
な
が
ら
も
明
る

い
曲
調
と
、「
明
日
を
み
る
あ
な
た
の
背
に
」
と
い
う

歌
詞
に
は
、ど
の
よ
う
な
過
去
が
あ
ろ
う
と
も
、そ
れ

ら
を
乗
り
越
え
て
前
へ
と
進
ん
で
き
た
人
々
の
営
み
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
述
べ
た
3
名
の
作
品
が
、
自
ら
の
軌
跡

を
地
続
き
で
た
ど
る
よ
う
だ
っ
た
の
に
対
し
、
浅
野
友

理
子
の《
ひ
そ
や
か
な
交
易
》は
時
間
的
、
空
間
的
な

飛
躍
を
み
せ
る
。
浅
野
は
、
鳥
の
ペ
リ
ッ
ト（
吐
き
出

し
た
消
化
不
良
物
の
塊
）や
糞
の
な
か
に
あ
る「
種
」

か
ら
芽
吹
い
た
様
々
な
植
物
を
、
高
さ
6
m
も
あ
る

A
C
A
C
の
天
井
か
ら
床
ま
で
広
が
る
和
紙
に
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
描
い
た
。
こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
育
ん
だ

「
養
分
」
と
な
っ
た
の
は
、
野
鳥
や
渡
り
鳥
の
観
測
を

行
う
人
々
と
の
交
流
や
、
豊
か
な
自
然
の
な
か
で
見
た

鳥
や
植
物
で
あ
る
。
浅
野
は
こ
う
し
た
出
会
い
の
痕

跡
を
デ
ッ
サ
ン
と
し
て
描
い
た
。
本
作
が
、
そ
の
よ
う

な
過
去
の
蓄
積
を
経
て
生
ま
れ
た
一
方
、
創
作
の
根

源
と
な
っ
た
種
が
ど
の
よ
う
に
運
ば
れ
て
き
た
の
か
、

そ
の
経
路
を
た
ど
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ル
ー
ツ
を
見

失
い
な
が
ら
も
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
場
所
で
根
付
い
て
い

く
植
物
の
姿
に
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
生
き
る
強

さ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
4
名
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た

ち
は
、
激
し
く
変
わ
る
世
界
に
抗
う
の
で
は
な
く
、
環

境
や
他
者
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現

に
よ
っ
て
新
た
な
景
色
を
創
造
し
た
。
そ
の
振
る
舞
い

は
、
目
ま
ぐ
る
し
い
世
界
で
し
な
や
か
に
根
を
張
り
、

道
を
切
り
拓
く
た
め
の
術
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

高橋麻衣 （八戸市美術館 学芸員）
東京藝術大学音楽学部音楽環境創造科卒業、東京藝
術大学大学院芸術環境創造領域修了。専門はアート
マネジメント。2014年から八戸市まちづくり文化推進
室にて「南郷アートプロジェクト」の企画運営を行なう。
2020年より現職となり、開館記念展「ギフト、ギフト、」
（2021-2022）や「風のなかを飛ぶ種子　青森の教
育版画」（2023）を担当。

ベアトリス・ディディエ《AMOR AOMORI》2024年
痕跡1：歩いた道のりを写したドローイング

Photo: 高野ユリカ（pp.038－043）

＊1　

ジ
ェ
イ
ム
ズ・ク
リ
フ
ォ
ー
ド『
ル
ー
ツ̶

20
世
紀
後
期
の
旅
と
翻
訳
』 

毛
利

嘉
孝・柴
山
麻
妃・福
住
廉・有
元
健・島
村
奈
生
子・遠
藤
水
城
訳
、
月
曜
社
、

2
0
0
2
年
、
12
頁
。
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アーティスト・イン・レジデンス プログラム2024「SPINNING SCAPES」

 八幡亜樹、浅野友理子、マギー・チュウ、ベアトリス・ディディエ
 近藤亮介
 2024年10月2日（水）ー12月24日（火）
 2024年11月30日（土）ー12月22日（日）（一部11月14日（木）から）
 青森公立大学 国際芸術センター青森［ACAC］展示棟 ギャラリーA・B

 青森公立大学 国際芸術センター青森［ACAC］
 AIRS（アーティスト・イン・レジデンス・サポーターズ）
 令和6年度 文化庁 アーティスト・イン・レジデンス型地域協働支援事業
 駐日ベルギー大使館、青森テレビ、RAB青森放送、青森朝日放送、青森ケーブルテレビ、エフエム青森、
 ABHラジオ、コミュニティラジオ局BeFM、東奥日報社、陸奥新報社、デーリー東北新聞社
 原田桃望、瀬藤朋、慶野結香
 812名（展覧会来場者591名、関連プログラム参加者221名）

アーティスト 

ゲスト審査員 

プログラム期間
展 覧 会 会 期
会 場
主 催
協 力
助 成
後 援

企 画
来 場 者 数

関連イベント
■ 浅野友理子＋マギー・チュウ オープンスタジオ
日時：2024年10月26日（土）13:00ー16:00

会場：創作棟 ワークショップスタジオ
参加者数：21名

■ マギー・チュウ 青森市立新城中学校連携ワークショップ
日時：11月6日（水）10:00ー11:00

会場：展示棟 ラウンジ、ギャラリーB

参加者数：136名

■ 八幡亜樹 楽曲制作・歌唱ワークショップ
日時：11月18日（月）・19日（火）16:00ー19:00

会場：大間町健康福祉センター「スマイリー」
参加者数：17名

メディア掲載
■ 新聞記事

■ 雑誌・広告

■ Web媒体
アートアジェンダ
 https://www.artagenda.jp/exhibition/detail/9550

ArtSticker 

https://artsticker.app/events/49475

Web美術手帖 

https://bijutsutecho.com/exhibitions/14974

TOKYO ART BEAT

https://www.tokyoartbeat.com/events/-/Artist-in-Residence-Program-2024-Spinning-Scapes/ABF-44-D5-B/2024-11-30

■ ベアトリス・ディディエ 青森県立青森中央高等学校連携授業
日時：12月3日（火）9:55ー11:45

会場：青森県立青森中央高等学校
参加者数：17名

■ 近藤亮介×参加アーティストトーク
※終了後ベアトリス・ディディエによるパフォーマンス
日時：12月7日（土）14:30ー17:00

会場：展示棟 ギャラリー、ラウンジ
参加者数：26名

■ ベアトリス・ディディエ ワークショップ「いま、ここにいるということ」
日時：12月8日（日）13:00ー17:00

会場：ACAC屋外、創作棟 講義室
参加者数：4名

11月21日（木）陸奥新報　アートの現場からACAC通信 09面
12月05日（木）河北新報　ACACで滞在制作美術展 23面
12月16日（月） 東奥日報　循環する生命など表現 ACAC（青森）でレジデンス展 05面
12月19日（木）陸奥新報　アートの現場からACAC通信 09面
01月25日（土）河北新報　人口減時代の美術館 「拠点化進め安定経営へ」 25面

10月01日（火）「広報あおもり」No.462　ACACからのお知らせ P21

11月01日（金）「CLippER」Vol.269　展覧会のお知らせ P12

11月01日（金）「青年委員会だより」271号 P01

11月15日（金）「あおもりのき」第20号　ギャラリーイベントスケジュール P43

12月0１日（日）「広報あおもり」No.464　ACACからのお知らせ P21

12月0１日（日）「青年委員会だより」272号 P01



0 4 5 0

表現のコモンズ / 《ACACの写真部》 / 見えない建築ツアー / 教育普及
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表現のコモンズ vol.8 tatazumi 映画上映会「play back」

《ACACの写真部》

日時：2024年6月29日（土）17:30ー19:00

企画：瀬藤朋、慶野結香

様々なジャンルの表現を紹介する「表現のコモンズ」。2024年度は作家、美術家、作
曲家、編集者、俳優という異なる専門性をもつ5名からなる制作団体 tatazumiが制
作した映画「play back」の上映を行った。本作品は、2023年9月に国際芸術センター
青森（ACAC）での自主滞在を通じて制作されたものである。アフタートークには、監
督の三矢フミと撮影を担当した志賀耕太が登壇し、作品制作の際に参照したジャン＝
リュック・ゴダールやマルグリット・デュラスの映画作品との関係性、またACACでの
自主滞在の経験について共有した。当日は高校生から大人まで幅広い年代の来場が
あり、「普段、独立系映画を観る機会がないので、面白かった」等の感想があった。映
画という第三者による視点を通してACACという場所を見つめ直し、新たな側面を
再発見するきっかけとなった。また、自主滞在を通じて制作された作品は、どのような
作品になったのか、どこで展示されたのか等の追跡が難しい場合が多い。そのため、
ACACがアーティストの作品制作にどのような影響をもたらしているのかを知る、とい
う意味でも貴重な機会だったように思う。

《ACACの写真部》は、2022年にACACで開催した松本美枝子個展「具にみる」をきっ
かけに組織された部活動である＊。2024年度は写真で表現を行うアーティストが
ACACの展覧会に参加し、写真映像を専門とする学芸員が着任した年でもあった。そ
うした環境を土台とし、《ACACの写真部》の活動を再開した。メンバーと学芸員が
共同でイベントを企画し、月1回写真を軸にした場を作ることを試みた。
写真表現に興味がある人、カメラや撮影することが好きな人、これから学んでいきた
い人、とりあえず参加してみたいと思った人など、新たなメンバーも加わり活動を続
けていった。ACACの中だけでなく、青森県立美術館で開催されていた写真展のツアー
をしていただいたり、秋の雲谷で写真撮影を行ったりと外にも活動の場は広がっていっ
た。また、メンバーが主導し写真を用いた対話型鑑賞も行った。
年度末には合同のポートフォリオを作ることになり、編集や表紙デザインはそれぞれ
得意なメンバーが担い、2024年度の《ACACの写真部》を象徴する一冊が出来上がった。

＊《写真部》は2010年より松本が、各地で行ってきたワークショップ・プロジェクトである。
現在は《メゾン・ケンポクの写真部》と《ACACの写真部》が、地域のひとたちとの協働
で続いている。

開催実績

Photo：tatazumi「Play back」より

 「小島一郎展」キュレーターツアー 
@青森県立美術館

秋の雲谷狩り

《ACACの写真部》2024-2025　ポートフォリオ

2024年 ①05/25 岩根愛 ギャラリーツアー＆トーク
②06/22 さまざまな写真集にふれる
③07/27「小島一郎展」キュレーターツアー＆中嶋幸治さんと話す会
④08/10 カラープリントワークショップ
⑤09/21 小林美香『写真を〈読む〉視点』を読む
⑥10/26 秋の雲谷狩り
⑦11/25 対話型鑑賞
⑧12/15 アメリカの写真集を読む

2025年 ⑨02/16 ポートフォリオZINEを作る
⑩03/22 ポートフォリオZINE披露会＆モノクロプリントワークショップに向けて
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見えない建築ツアー

ACACの建築に焦点を当てたガイドツアーを、4月から11月にかけて月1回実施した。
現在は2名のガイドが活動しており、設立当初からAIRS（アーティスト・イン・レジデンス・
サポーターズ）としてACACの活動に関わっている方や、青森県内の他の文化施設で
もガイドを務めている方がおり、それぞれに多様なバックグラウンドを持つ。アーティ
ストの制作活動に焦点を当てた内容や、建築的な側面を詳しく解説する内容など、来
場者はガイドごとに異なる視点からツアーを楽しむことができる。八戸市美術館の建
築ガイド（アートファーマー）との交流会では、始めにACACのガイドによるツアーを実
施した後、ラウンジでどのようなことに気を付けてガイドを行っているか、どのような
準備をしているのか等の意見交換が行われた。また、6月18日から7月31日まで新た
なガイドの募集を行ったが、残念ながら応募はなかった。今後も引き続き募集を継続し、
新たにユニークなツアーを実施してくれるガイドを募っていきたい。また、他館のガイ
ドとの交流やノウハウの共有なども積極的に行い、プログラムの充実を図りたい。

開催実績
4月から11月まで、毎月第4日曜日10:30ー11:30に開催した。

①04/28  

②05/26  

③06/23  

④07/28  

⑤08/25  

⑥09/22  

⑦10/27  

⑧ 11/24  

12/8 八戸市美術館 建築ガイド（アートファーマー）との交流会

Photo: 八戸市美術館
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学校 学年 参加者数 訪問日 内容 : 午前 内容 : 午後
三内小学校 2年生 41 8/27 魚の学校 野外彫刻鑑賞
浪館小学校 2年生 53 8/28 魚の学校 野外彫刻鑑賞
小湊小学校 2年生 43 8/30 紙の上に森を作ろう 野外彫刻鑑賞
造道小学校 2年生 72 9/2 小鳥の学校 野外彫刻鑑賞
原別小学校 2年生 47 9/3 小鳥の学校 野外彫刻鑑賞
堤小学校 2年生 53 9/4 紙の上に森を作ろう 野外彫刻鑑賞
千刈小学校 2年生 87 9/6 魚の学校 野外彫刻鑑賞
戸山西小学校 2年生 38 9/9 魚の学校 野外彫刻鑑賞
筒井小学校 2年生 76 9/13 魚の学校 野外彫刻鑑賞
蓬田小学校 2年生 15 9/17 紙の上に森を作ろう –

篠田小学校 2年生 58 9/18 小鳥の学校 野外彫刻鑑賞
古川小学校 1-2年生 38 9/20 魚の学校 野外彫刻鑑賞
三内西小学校 2年生 66 9/27 紙の上に森を作ろう 野外彫刻鑑賞

創作体験
青森市内を中心とした小学校の課外活動の受け入れ先として、小学校低学年を対象に
ワークショップを実施した。13校を受け入れ、ほとんどが2年生だったが、1、2年生合
同で参加する学校もあった。午前中は、手を動かして作品を制作するプログラムを行っ
た。ACACの森で拾った葉を素材に、フロッタージュの技法を用いて魚や小鳥を制作し、 
協力して一つの大きな作品に仕上げる「魚の学校」「小鳥の学校」を実施する学校が多
かった。模様の写し取り方や紙の切り方を工夫し、それぞれがこだわりの魚・鳥を制作
する姿が見られた。また、スプレーと葉を使って大きな紙の上に森の風景を描く「紙の
上に森を作ろう」では、「どんな森があったら面白いか」という視点で色について話し合
う様子が印象的だった。午後は、ACACの野外彫刻をめぐるスタンプラリーを実施した。
時間内にスタンプラリーを完成させる学校が多かったため、2025年度以降は、野外彫
刻やACACの環境をより時間をかけて巡ることができる新しいワークを実施できると良
いのではないかと思った。幸い雨天の日はなく、すべての日程で屋外活動を行うことが
できた。豊かな緑に囲まれ、普段とは異なる空間で溌溂と活動する子どもたちの様子が
印象的だった。

2024年度 学校・教育団体来館・連携一覧

教育普及
青森市内の学校との連携授業やアーティストの学校訪問など、2024年度も様々な教育プログラムを実施することができました。
改めて実施をご検討、ご協力いただいた先生方へ感謝を申し上げます。
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マギー・チュウ 青森市立新城中学校連携ワークショップ
日時 : 11月6日（水）10:00ー11:00

国際交流を目的として青森市立新城中学校の1年生136名がACACに来館した。野
外ステージでマギー・チュウから英語で制作中の作品やアーティストのバックグラウン
ドについて話し、その後チュウの作品の一部を構成する折り紙モジュールの制作ワー
クショップを行った。
チュウの作品のテーマでもある巣や家に関連する紙を事前に中学校内で用意しても
らい、当日は代表生徒に折る方法をチュウから伝授した。残りの生徒は2グループに
分かれ、ACACスタッフによる施設案内とギャラリーBにある設営中のチュウの作品
を見て回った。最後に生徒からチュウに対して英語で感謝の言葉が伝えられた。
折り紙モジュールは折り方がかなり複雑なため、ワークショップでは完成まで説明す
ることが難く、新たに折り方の説明動画をチュウとACACスタッフが制作し担当の先
生にお送りすることになった。後日、生徒たちによって制作された折り紙モジュールと
お礼状がACACに届き、チュウの手によって展覧会会期中にインスタレーションの中
に組み込まれた。

マギー・チュウ むつ市立田名部中学校職場体験
日時 : 10月18日（金）

むつ市立田名部中学校の2年生がアーティストという職業を学ぶため、職場体験とし
てマギー・チュウの作品制作に参加した。知っている英単語を使いながらも、手を動
かしながら行う制作を通して2人はコミュニケーションを行った。複雑な折り方にも
関わらず、一対一でチュウが手本を見せながら一片の折り紙モジュールが完成した。

アーティストによる学校連携授業

ベアトリス・ディディエ 青森県立青森中央高等学校連携授業
日時 : 12月3日（火）9:55ー11:45

ベアトリス・ディディエが、美術系列2年生を対象にワークショップを実施した。ディディ
エの主な制作活動のひとつであるパフォーマンスアートにおける「身体の在り方」を
考える入り口として、いくつかのワークに取り組んだ。
最初に、全員で手をつないで輪になり、隣の人に手を握られたら反対隣の人の手を
握っていく、伝言ゲームのようなワークを行った。続いてペアになり、一方が目隠しをし、
もう一方がサポート役となって、視覚以外の感覚を使いながら空間を探索するワーク
を実施した。生徒からは「日常の風景に再発見があった」という感想があった。その
後、木の棒を介して他者とつながるペアワークを行った。お互いの身体で木の棒を支
えながらアイコンタクトをとり、徐々に歩いたりしゃがんだりと動きを加えていく内容で、
言葉を使わずに信頼関係を築くことを意識して取り組んだ。最後に、グラスに満杯ま
で注がれた水をこぼさないように歩くワークを行った。「これを人生で一番大事なも
のだと思って」というディディエの言葉通り、生徒たちはゆっくりと集中して歩いていた。
馴染みのない内容ではあったが、ときおり笑顔を見せながら、楽しんで取り組む様子
が印象的だった。
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ベアトリス・ディディエによる連携授業の様子
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。
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を
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に
加
え
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
北
海
岸
に
位
置
す
る
オ
ー
ク
ニ
ー
諸
島
、メ
イ
ン
ラ

ン
ド
島
の
中
心
地
の
一
つ
で
あ
る
ス
ト
ロ
ム
ネ
ス
に
拠

点
を
持
つ
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
美
術
館
で
あ
る
ピ
ア・

ア
ー
ツ・セ
ン
タ
ー
の
推
薦
に
よ
る
1
名
を
合
わ
せ
た

計
5
名
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
へい
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
タ
イ
ト
ル
と
し
た
「
C
A
M
P
」は
、

一
時
的
な
居
住
の
場
や
技
術
の
訓
練
な
ど
を
行
う
こ

と
、
特
定
の
感
性
や
信
念
を
共
有
す
る
集
団
、さ
ら

に
は
歴
史
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ

間
で
共
有
さ
れ
て
き
た
反
体
制
的
な
美
学
を
も
内
包

す
る
言
葉
で
あ
る
。
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
か
ら
こ
の
タ
イ
ト
ル
を
解
釈
し
、
滞
在
制

作
を
軸
に
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
ト
ー
ク
、
成
果
発
表
な

ど
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

　

滞
在
制
作
・
宿
泊
場
所
と
し
て
は
、
例
年
同
様
、

A
C
A
C
の
創
作
棟
と
宿
泊
棟
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
一
方
で
、
成
果
発
表
の
会
場
と
し
て
用
い
て

き
た
展
示
棟
は
改
修
工
事
期
間
中
で
あ
っ
た
た
め
使

用
で
き
ず
、
今
年
度
は
J
R
青
森
駅
東
口
ビ
ル
内
の
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え
直
す
場
と
し
て
、
外
部
有
識
者
と
対
話
を
重
ね
る

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
今
後
の
運
営
を
支
え
る
基

盤
と
し
て
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

修
復
と
ケ
ア
の
1

年
を
経
て

　

施
設
の
改
修
工
事
と
い
う
物
理
的
な
ケ
ア
か
ら
始

ま
っ
た
本
年
度
は
、一
時
的
な
滞
在
者
を
受
け
入
れ
る

施
設
と
し
て
の
運
営
基
盤
や
地
域
へ
の
開
き
方
を
問

い
直
し
、
休
館
期
間
と
い
う
時
間
を
か
け
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
制
度
そ
の
も
の
を
点
検
す
る
一
年
と
な
っ
た
。
そ

し
て
、
数
々
の
実
践
を
通
し
て
見
え
て
き
た
新
た
な

可
能
性
は
、
私
た
ち
単
独
で
導
き
出
し
た
の
で
は
な

く
、
様
々
な
形
で
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
と
の
対

話
や
協
力
を
経
て
立
ち
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も

特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

今
年
度
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の

A
C
A
C
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
展
開
し
て
い
く
べ

き
か
。
A
I
R
を
中
心
事
業
と
す
る
施
設
と
し
て
の

変
わ
ら
な
い
軸
と
、
柔
軟
に
開
か
れ
た
実
践
―
―
「
修

復
と
ケ
ア
」
の
１
年
で
得
た
視
座
を
両
輪
と
し
て
携

え
な
が
ら
、
リ
ニュ
ー
ア
ル

後
の
施
設
運
営
を
見
据

え
て
い
き
た
い
。

大
黒
優
香

（
国
際
芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森

ア
ー
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
会
議

　

20
年
以
上
に
わ
た
る
活
動
の
中
で
、
社
会
状
況
や

A
C
A
C
を
取
り
巻
く
自
然
環
境
は
絶
え
ず
変
化

し
、
運
営
を
担
う
ス
タ
ッ
フ
も
ま
た
移
り
変
わ
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
内
外
の
変
化
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
今
後
も
持
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
運

営
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
見
つ
め
直
す
機
会
が
必
要

で
あ
る
。
そ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
外
部
の
視
点
を

交
え
な
が
ら
、こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
A
C
A
C
に

つ
い
て
率
直
な
意
見
交
換
を
行
う
「
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

会
議
」を
実
施
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
外
で
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
に
携
わ

る
実
務
者
を
は
じ
め
、
美
術
家
、
青
森
県
内
の
教
育

関
係
者
、デ
ザ
イ
ナ
ー
、メ
デ
ィ
ア
関
係
者
な
ど
多
様

な
背
景
を
持
つ
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

議
論
の
な
か
で
は
、
公
募
型
A
I
R
で
滞
在
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
過
密
で
、
市
民
と
交

流
す
る
機
会
を
十
分
に
設
け
に
く
い
と
い
う
課
題
も

提
示
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
本
滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

は
別
に
、
青
森
の
文
化
や
風
土
を
知
る
た
め
の
バス
ツ

ア
ー
を
企
画
し
て
は
ど
う
か
と
い
っ
た
具
体
的
な
提
案

も
挙
が
る
な
ど
、
A
C
A
C
が
こ
れ
ま
で
担
っ
て
き
た

役
割
や
、
今
後
期
待
さ
れ
る
機
能
に
つ
い
て
フ
ラ
ッ
ト

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

評
価
軸
が
一
様
で
は
な
い
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
動

に
お
い
て
は
、
そ
の
存
在
意
義
や
運
営
方
針
を
内
部

の
み
で
検
討
す
る
こ
と
に
限
界
も
あ
る
。
本
会
議
を

通
じ
て
、
外
部
か
ら
の
評
価
や
提
案
を
受
け
取
り
な

が
ら
、
外
か
ら
見
た
A
C
A
C
の
現
在
地
を
確
認
す

る
機
会
と
な
っ
た
。

　

開
か
れ
た
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
あ
り
方
を
捉

＊1　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、

そ
の
危
険
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
避
難
場
所
と
し
て
市
町
村
長
が
指
定
す
る

施
設
や
場
所
。
現
象
の
種
類
ご
と
に
安
全
性
等
の
一
定
の
基
準
を
満
た
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
踏
ま
え
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
青
森
公
立
大
学

は「
大
規
模
な
火
事
」お
よ
び
「
火
山
現
象
」に
つ
い
て
は
、
指
定
緊
急
避

難
場
所
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
。

＊2　
災
害
の
危
険
が
生
じ
た
際
に
避
難
し
た
住
民
等
を
、そ
の
危
険
性
が

な
く
な
る
ま
で
の
間
滞
在
さ
せ
る
、
ま
た
は
災
害
に
よ
り
自
宅
へ
戻
れ
な

く
な
っ
た
住
民
等
を
一
時
的
に
受
け
入
れ
る
た
め
の
施
設
と
し
て
、
市
町

村
長
が
指
定
す
る
場
所
。

＊3　

2
0
0
0
年
か
ら
2
0
1
0
年
ま
で
イ
メ
ー
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム・フ
ェ
ス

テ
ィ
バル
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
現
在
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
キ
ュレ
ー
タ
ー
。
あ

い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
1
3
、
青
森
県
立
美
術
館
、
長
野
県
立
美

術
館
な
ど
と
協
働
キ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
多
数
。「
都
市
防
災
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」

（
鉄
工
島
F
E
S
、
2
0
1
7-

2
0
1
8
）、「
め
ぐ
り
あ
い
J
A
X
A
」

（
2
0
1
7-

）、「
た
ま
き　

-e
a

ste
rn

 film
 p

ro
m

ise
s-

」（
京
都
市
京

セ
ラ
美
術
館
、
2
0
2
3
）、「ｽｩﾊﾟｧﾄﾞｩﾙｫｫｫｫオ

」（
羽
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
シ
ティ
、
2
0
2
4
）、「
生
活
者
と
し
て
の
被
爆
」（
イ
メ
ー
ジ
フォ
ー
ラ
ム
、

2
0
2
5
）な
ど
企
画/

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。

＊4　
建
築
家・編
集
者・映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー・コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
建
築
設

計
事
務
所
を
軸
に
雑
誌・書
籍・新
聞
の
編
集
、
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
地
域

の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
災
害
支
援・中
間
支
援
な
ど
、チ
ー
ム
で
取
組
む

も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
。
N
P
O
法
人
み
ち
の
く
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
を
立
ち

上
げ
現
在
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
。sile

n
t v

o
ice

、
R
Q
災
害
教
育
セ

ン
タ
ー
、
自
然
公
園
財
団
、マ
ザ
ー・ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ア
等
の
理
事
を
兼
務
。

＊5　
フィ
ル
ム
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
。『
月
刊
イ
メ
ー
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』編
集
長
な

ど
を
経
て
、
2
0
0
3
年
よ
り
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー

（
現・国
立
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ﹇
N
F
A
J
﹈）研
究
員
と
し
て
、
映
画
の
収

集・保
存・復
元・ア
ク
セ
ス
対
応
に
従
事
。
退
職
後
は
、
N
F
A
J
の
配
信

サ
イ
ト
「
関
東
大
震
災
映
像
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」や「
フィ
ル
ム
は
記
録

す
る
」の
制
作
に
関
わ
る
と
と
も
に
、（
一
社
）日
本
映
像
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
協

会
の
会
長
を
務
め
て
い
る
。

＊6　
レ
ベッ
カ・ソ
ル
ニ
ッ
ト
著
、
高
月
園
子
訳『
災
害
ユ
ー
ト
ピ
ア
―
―
な
ぜ

そ
の
と
き
特
別
な
共
同
体
が
立
ち
上
が
る
の
か
』（
亜
紀
書
房
、
2
0
1
0
年
）

＊7　

青
森
港
新
中
央
埠
頭
か
ら
柳
町
通
り
、
青
森
市
役
所
本
庁
舎
に
至

る
最
大
約
1.4
㎞
の
公
共
空
間
を
舞
台
に
、
2
0
2
5
年
10
月
に
始
動
し
た

マ
ル
シ
ェ
。
青
森
の
豊
か
な
農
林
水
産
物
を
は
じ
め
、
飲
食
、
工
芸
、ク
ラ

フ
ト
、ア
ー
ト
、
映
画
、
演
劇
、
音
楽
な
ど
多
彩
な
分
野
が
集
結
し
、
青
森

港
新
中
央
埠
頭
、
柳
町
通
り
、
本
町
公
園
、
青
森
市
役
所
本
庁
舎
の
各
エ

リ
ア
で
展
開
さ
れ
た
。

青森港暮らしのマルシェ「出張創作体験！森の学
校を作ろう」にて完成した動物たち
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0
2
5
年
度
、
国
際
芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森

（
A
C
A
C
）は
施
設
の
大
規
模
改
修
に

伴
い
、
展
覧
会
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
展
示

棟
を
含
め
て
休
館
に
入
っ
た
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
の

A
I
R
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
J
R
青
森
駅
東
口
ビ
ル
内
の

協
同
組
合
タ
ッ
ケ
ン
美
術
展
示
館
を
成
果
発
表
の
場

と
し
、
A
I
R
の
成
果
展
と
し
て
は
開
館
以
来
初
め

て
、い
わ
ば
”ア
ウ
ェ
ー
“の
会
場
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
展
覧
会
タ
イ
ト
ル
が
示
す
と
お
り
、
今
期
の

参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
5
名
に
よ
る
展
示
は
、
青
森
駅
前

に
一
つ
の
巨
大
な
「
C
A
M
P
」が
出
現
し
た
か
の
よ

う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

　

こ
の
成
果
展
に
先
立
ち
、
9
月
下
旬
に
は
A
C
A
C

に
て
一
泊
二
日
を
過
ご
す「
A
C
A
C
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」

と
、
青
森
市
中
心
部
に
新
設
さ
れ
た
防
災
拠
点・カ
ク

ヒ
ロ
グ
ル
ー
プ
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ（
青
森
市
総
合
体
育

館
）で
行
わ
れ
た
「
テ
ン
ト
映
画
祭
」
を
組
み
合
わ
せ

た
複
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「（
災
害
ユ
ー
ト
ピ
ア
）」が
開
催

さ
れ
、
筆
者
も
一
参
加
者
と
し
て
こ
れ
に
参
加
し
た
。

改
修
工
事
に
よ
る
休
館
中
だ
か
ら
こ
そ
可
能
と
な
っ
た

A
C
A
C
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で
は
、「
も
し
A
C
A
C

で
被
災
し
た
ら
」と
い
う
仮
定
の
も
と
、ス
タ
ッ
フ
や
ゲ

ス
ト
、
青
森
公
立
大
学
の
学
生
を
含
む
参
加
者
全
員

が
、
A
C
A
C
館
内
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、
避
難
訓
練

を
体
験
す
る
と
い
う
趣
旨
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

去
る
2
0
2
4
年
に
は
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、

来
た
る
2
0
2
6
年
に
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年

を
迎
え
る
。
二
つ
の
大
き
な
震
災
の
体
験
と
記
憶
の

境
に
立
つ
か
の
よ
う
な
年
の
瀬
、
12
月
8
日
に
は
青
森

県
東
方
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
筆
者
が

居
住
す
る
八
戸
市
で
は
最
大
震
度
6
強
を
観
測
し
た
。

Review戴
たいしゅうき

周杰
八戸工業大学感性デザイン学部 助教

境を越えてから、そして島になる

2

•＊
ACACベースキャンプテント映画祭

•
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中
国
大
陸
出
身
で
、こ
れ
ま
で
大
き
な
地
震
を
経
験

し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
筆
者
に
と
っ
て
、
至
近
距
離
で

地
震
に
直
面
し
た
こ
の
体
験
は
、
強
烈
な
恐
怖
と
不

安
を
伴
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
本

稿
を
執
筆
す
る
こ
と
自
体
が
、
あ
る
特
別
な
意
味
を

帯
び
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

A
C
A
C
の
広
い
展
示
室
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や

寝
袋
を
並
べ
、
参
加
者
と
と
も
に
一
夜
を
過
ご
す
経
験

は
、お
そ
ら
く
最
初
で
最
後
に
な
る
だ
ろ
う
。
ク
マ
の

出
没
が
懸
念
さ
れ
、
単
独
で
屋
外
の
ト
イ
レ
に
行
く
こ

と
す
ら
制
限
さ
れ
る
と
い
う
、
限
界
に
近
い
生
活
環
境

の
な
か
で
、
年
齢
も
国
籍
も
職
業
も
異
な
る
参
加
者

た
ち
は
、
不
思
議
な
親
密
さ
を
伴
っ
た
一
つ
の
コ
ミ
ュニ

ティ
を
形
成
し
て
いっ
た
。
そ
の
瞬
間
、レ
ベッ
カ・ソ
ルニッ

ト
の
著
書
か
ら
生
ま
れ
た
「
災
害
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
と
い

う
概
念
   ＊1

に
、
身
体
的
な
実
感
を
も
っ
て
共
感
で
き
た

よ
う
な
気
が
し
た
。

　
「
A
C
A
C
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」の
参
加
者
の
一
人
が
、

今
期
の
公
募
型
A
I
R
に
採
択
さ
れ
た
ア
ー
ティ
ス
ト
、

前
谷
開
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
プ
の
翌
日
、
参
加
者
全
員
で

A
C
A
C
を
出
発
し
、
街
中
の
カ
ク
ヒ
ロ
グ
ル
ー
プ
ス
ー

パ
ー
ア
リ
ー
ナ（
青
森
市
総
合
体
育
館
）ま
で
歩
い
た

の
だ
が
、
前
谷
は
キ
ャ
ン
プ
用
品
一
式
に
加
え
、
写
真
制

作
の
た
め
の
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
や
三
脚
な
ど
、
途
方
も
な

い
量
の
荷
物
を
詰
め
込
ん
だ
巨
大
な
リ
ュッ
ク
を
背
負

い
、
ま
る
で
修
行
者
の
よ
う
に
最
後
ま
で
歩
き
続
け
て

い
た
。

　

本
A
I
R
の
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
5
名
に
は
、あ
る

共
通
点
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、「
島
」

と
の
深
い
関
わ
り
で
あ
る
。
前
谷
は
、
島
国・日
本
の

主
要
4
島
の
な
か
で
も
最
も
小
さ
い
四
国
島
の
愛
媛

県
出
身
で
、
穏
や
か
な
瀬
戸
内
海
は
、
常
に
見
慣
れ
た

原
風
景
だ
と
い
う
。
丹
治
り
え
は
福
島
県
出
身
だ
が
、

大
学
院
進
学
を
機
に
沖
縄
県
へ
拠
点
を
移
し
、
以
降

も
本
土
外
の
地
で
あ
る
沖
縄
に
暮
ら
し
、
独
自
の「
シ

マ
」
   ＊2

社
会
に
身
を
置
い
て
い
る
。
ア
デ
ィ・ス
ン
ド
ロ
は
、

東
南
ア
ジ
ア
の
島
国・イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
で
、
同
じ

島
国
で
あ
る
日
本
に
滞
在
す
る
な
か
で
、
両
国
の
文
化

的・社
会
的
差
異
へ
の
好
奇
心
を
糧
に
、
身
近
な
素
材

を
用
い
た
制
作
を
行
っ
て
い
る
。
ア
テ
ィ
ッ
タ
ヤ
ポ
ー
ン・

セ
ン
ポ
ー
は
、タ
イ
東
北
部
イ
サ
ー
ン
地
方
の
出
身
で
、

中
央
文
化
圏
か
ら
周
縁
化
さ
れ
、
言
語
や
民
族
の
点

で
ラ
オ
ス
に
近
い
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
ど
ち
ら
に
も
還

元
さ
れ
な
い
独
自
の
文
化
を
育
ん
で
き
た
、い
わ
ば「
陸

の
孤
島
」と
も
言
え
る
地
域
を
拠
点
と
し
て
い
る
。
サ

マ
ン
サ・ク
ラ
ー
ク
は
、イ
ギ
リ
ス
北
部
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
オ
ー
ク
ニ
ー
諸
島
を
拠
点
に
、
島
々
を
取
り
巻
く
風

や
水
と
い
っ
た
自
然
要
素
に
呼
応
す
る
作
品
を
制
作
し

て
い
る
。

　

大
陸
国
家
に
お
い
て
海
は
し
ば
し
ば
天
然
の
障
壁
と

捉
え
ら
れ
る
が
、
島
国
に
お
い
て
は
、む
し
ろ
海
こ
そ
が

道
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る「
島
」か
ら
、
本
州
島

最
北
端
の
地
で
あ
る
青
森
に
集
っ
た
こ
の
5
人
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
出
会
い
は
、
偶
然
と
い
う
よ
り
も
、あ
る
必

然
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
一
方
、
戦
後
80
年
を
迎
え
る
2
0
2
5
年
は
、
遠
く

は
パレ
ス
チ
ナ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
禍
か
ら
、
近
く
は
台

湾
問
題
を
め
ぐ
る
日
本
と
中
国
の
緊
張
関
係
に
至
る

ま
で
、
戦
争
と
い
う
人
的
災
害
が
常
に
世
界
の
各
地
で

進
行
し
て
い
る
年
で
も
あ
る
。
分
断
が
深
ま
る
世
界
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
孤
立
し
た
島
の
よ
う
に
も
見
え
、そ
の
な

か
で
故
郷（
国
／
家
）を
失
っ
た
難
民
た
ち
は
、や
む
を

得
ず
キ
ャ
ン
プ
に
身
を
置
き
、
国
境
を
越
え
て
安
全
な

場
所
を
求
め
続
け
て
い
る
。
そ
う
し
た
光
景
を
重
ね
合

わ
せ
る
と
、
地
球
そ
の
も
の
が
一つ
の
巨
大
な
キ
ャ
ン
プ

と
な
り
つ
つ
あ
る
か
の
よ
う
に
も
思
え
て
く
る
。
こ
の

よ
う
な
時
代
背
景
が
幾
重
に
も
折
り
重
な
る
な
か
で
、

「
C
A
M
P
」
を
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
た
今
期
の
公
募
型

A
I
R
の
成
果
展
は
、さ
ま
ざ
ま
な
意
味
に
お
い
て
特

別
な
展
覧
会
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

前
谷
の
作
品
は
、「（
災
害
ユ
ー
ト
ピ
ア
）」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
終
了
後
の
9
月
下
旬
、
12
日
間
を
か
け
て
津
軽

半
島
を
徒
歩
で
巡
っ
た
経
験
を
も
と
に
制
作
さ
れ
て
い

る
。
道
中
で
目
に
し
た
風
景
や
出
会
っ
た
人
々
、さ
ら

に
は
そ
の
風
景
の
な
か
に
立
つ
自
ら
の
姿
を
写
し
た

写
真
群
が
、
陸
奥
湾
沿
岸
部
に
点
在
す
る
朽
ち
た
小

屋
を
想
起
さ
せ
る
落
枝
を
用
い
た
構
造
体
に
、
時
間

の
流
れ
に
沿
う
か
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
た
巨
大
な
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
展
示
の
一
角
に
は
、
徒
歩

の
途
中
で
テ
ン
ト
を
張
る
様
子
を
記
録
し
た
映
像
作

品
も
あ
り
、そ
こ
で
は
指
に
は
め
ら
れ
た
結
婚
指
輪
の

存
在
が
印
象
的
に
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
意

図
的
な
演
出
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
前
谷
は
、

A
C
A
C
の
公
募
採
択
を
機
に
会
社
員
と
し
て
の
仕

事
を
辞
め
、
単
身
で
青
森
へ
向
か
っ
た
が
、
そ
の
決
断

の
背
後
に
は
妻
の
後
押
し
が
あ
っ
た
と
い
う
。
巨
大
な

リ
ュッ
ク
を
背
負
う
前
谷
の
姿
は
、「
家
」と
い
う
重
要

な
も
の
を
も
同
時
に
背
負
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
作
品
に
秘
め
ら
れ
た
温
度
と
し
て
、
確
か

に
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

展
覧
会
最
終
日
に
は
、
前
谷
に
よ
る
パフ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
も
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
タ

イ
ト
ル《
歩
く
、
眠
る
》は
、「
移
動
／
越
境
」
と
「
国
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ぞ
れ
の
地
で
人
々
が
問
い
続
け
て
き
た「
他
者
」と「
自

己
」の
境
界
に
、
静
か
に
迫
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

　

ス
ン
ド
ロ
は
、
東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
島
国
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
島
国
で
あ
る
日
本
へ
と
移
動

し
な
が
ら
、
両
国
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
や
、

個
人
情
報
と
公
共
空
間
の
境
界
を
探
っ
て
い
る
。
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
購
入
で
き
る
揚
げ
物
の
包
装
紙

と
い
う
、
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
存
在
に
着
目
し
、
そ

れ
を
専
門
領
域
で
あ
る
版
画
へ
と
展
開
す
る
。
反
復

的
で
一
見
シ
ン
プ
ル
な
構
成
の
な
か
に
、
大
量
生
産
と

消
費
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
膨
大
な
情
報
の
氾
濫
、

そ
し
て
そ
れ
に
翻
弄
さ
れ
る
現
代
社
会
に
お
け
る「
私

的
」と「
公
的
」の
境
界
が
、
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
る
。

個
人
情
報
の
保
護
を
重
視
す
る
日
本
と
、
そ
れ
と
は

対
照
的
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
状
況
を
ス
ン
ド
ロ
は
語
る
。

ら
は
、一
見
す
る
と
ど
こ
に
で
も
あ
り
そ
う
な
都
市
の

居
住
空
間
の
よ
う
に
展
示
さ
れ
な
が
ら
も
、
実
在
の

場
所
や
人
々
と
切
り
離
さ
れ
た
形
で
可
視
化
さ
れ
て

い
る
。
丹
治
の
拠
点
で
あ
る
沖
縄
県
と
同
様
、
米
軍

基
地
の
存
在
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
三
沢
市
は
、

基
地
と
の
共
存
に
よ
っ
て
成
立
し
て
き
た
街
と
も
言
わ

れ
る
。
一
方
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
を
多
数
抱
え

る
六
ヶ
所
村
は
、
国
家
主
導
の
巨
大
開
発
計
画
で
あ
る

「
む
つ
小
川
原
開
発
計
画
」
   ＊3

の
中
核
を
担
っ
て
き
た

地
域
で
あ
る
。
軍
隊
、
基
地
、
政
府
、
国
家
権
力
│
│

そ
う
し
た
複
雑
な
力
学
が
交
錯
す
る
土
地
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
、
丹
治
は
丹
念
な
調
査
に
よ
っ
て
掘
り

下
げ
て
い
く
。
誰
か
が
暮
ら
し
て
い
そ
う
で
あ
り
な
が

ら
、
誰
の
家
と
も
特
定
で
き
な
い
生
活
空
間
と
し
て

立
ち
現
れ
る
作
品
は
、
上
十
三
地
域
と
沖
縄
、
そ
れ

／
家
」と
い
う
二
重
の
概
念
を
内
包
し
て
い
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。
会
場
と
な
っ
た
旧
ユ
ー
ス
タ
イ
ル
は
、
ま

た
別
の
意
味
で
「
C
A
M
P
」
を
思
わ
せ
る
建
物
で

あ
り
、日
が
沈
む
に
つ
れ
て
、
前
谷
は
身
に
ま
と
っ
て
い

た
衣
服
を
す
べ
て
脱
ぎ
、
徒
歩
で
巡
っ
た
津
軽
半
島
の

写
真
群
を
自
ら
の
身
体
に
投
影
し
て
い
っ
た
。
身
体
は

キ
ャ
ン
バ
ス
で
あ
り
、ス
ク
リ
ー
ン
で
も
あ
っ
た
。
静
ま

り
返
り
、
闇
に
包
ま
れ
て
い
く
会
場
の
な
か
で
、
筆
者

の
脳
裏
に
は
、
初
め
て
前
谷
と
出
会
っ
た「
A
C
A
C

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」、
そ
し
て
地
震
に
よ
っ
て
停
電
し
た

部
屋
で
の
記
憶
が
重
な
っ
て
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。

　

丹
治
は
、
三
沢
市
や
六
ヶ
所
村
な
ど
青
森
県
上か

み

十と
う
さ
ん三
地
域
を
中
心
に
リ
サ
ー
チ
を
行
い
、そ
こ
で
出
会
っ

た
人
々
の
記
憶
や
、リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョッ
プ
で
収
集
し
た

日
用
品
な
ど
を
素
材
と
し
て
制
作
を
行
っ
た
。
そ
れ

＊
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監
視
社
会
へ
と
急
速
に
向
か
う
現
代
に
お
い
て
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
定
義
が
揺
ら
ぐ
な
か
、
彼
の
作
品
は
そ
の

検
証
の
た
め
の
一つ
の
サ
ン
プ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

揚
げ
物
を
歩
き
な
が
ら
食
べ
る
と
い
う
行
為
は
、日
本

と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
双
方
で
共
有
さ
れ
る
日
常
的
な
風

景
で
あ
り
、
加
速
す
る
社
会
に
お
け
る「
移
動
し
な
が

ら
生
き
る
」
生
活
様
式
と
し
て
、キ
ャ
ン
プ
的
な
身
体

感
覚
を
ふ
と
想
起
さ
せ
る
。

 　

セ
ン
ポ
ー
の
作
品
か
ら
は
、
故
郷
で
あ
る
タ
イ
東
北

部
イ
サ
ー
ン
地
方
へ
の
深
い
愛
着
が
感
じ
ら
れ
た
。
イ

サ
ー
ン
地
方
は
、タ
イ
中
部
と
ラ
オ
ス
、カ
ン
ボ
ジ
ア
に

挟
ま
れ
た
古
来
の
農
業
地
域
で
あ
り
、
全
国
人
口
の

約
3
分
の
1
を
占
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
も
最

も
貧
困
な
地
域
の
一つ
と
さ
れ
て
い
る
。
バン
コ
ク
を
中

心
と
す
る
中
央
文
化
圏
と
は
異
な
る
歴
史
を
歩
ん
で

き
た
た
め
、
長
年
に
わ
た
り
排
除
や
差
別
の
対
象
と

も
な
っ
て
き
た
。
こ
の
土
地
に
積
層
す
る
歴
史
の
変
遷

と
、そ
の
地
中
深
く
に
潜
む
イ
サ
ー
ン
固
有
の
ア
イ
デ

ン
ティ
ティ
の
一
端
を
、セ
ン
ポ
ー
の
作
品
は
雄
弁
に
語
っ

て
い
る
。
青
森
県
に
お
け
る
豊
年
祭
「
虫
送
り
」
   ＊4

と
い

う
津
軽
の
儀
式
と
の
共
通
性
を
見
出
し
た
と
き
、
両

国
の
「
東
北
地
方
」
を
結
ぶ
、
思
い
が
け
な
い
接
続
点

が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
ま
た
、日
本
に
出
稼
ぎ
に
来
た

タ
イ
人
労
働
者
の
記
憶
を
手
が
か
り
と
す
る
映
像
作

品
は
、
キ
ャ
ン
プ
と
移
民
と
い
う
テ
ー
マ
の
深
い
関
係

性
を
、
具
体
的
な
像
と
し
て
提
示
し
て
い
た
。

 　

ク
ラ
ー
ク
の
作
品
は
、
タ
イ
ト
ル《C

o
n

flu
e

n
ce

（
合
流
）》が
示
す
と
お
り
、一
貫
し
て「
水
」
と
い
う
モ

チ
ー
フ
へ
の
関
心
に
貫
か
れ
て
い
る
。
泡
の
よ
う
に
も

見
え
る
円
を
、
巨
大
な
絵
巻
物
を
思
わ
せ
る
紙
面
に

繰
り
返
し
描
く
こ
と
で
、や
が
て
そ
れ
ら
は
川
や
海
の

アティッタヤポーン・センポー《バッタが首を吊るのを見た》2025年
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＊1　

アメ
リ
カ
出
身
の
著
作
家
レ
ベッ
カ・ソ
ルニッ
ト
が
、
著
書『
災
害
ユ
ー
ト
ピ
ア
』

（
2
0
0
9
年
）に
お
い
て
提
唱
し
た
概
念
で
あ
る
。
災
害
発
生
後
、
被
災
者

同
士
の
利
他
的
な
行
動
を
通
じ
て
、一
時
的
な
共
同
体
が
形
成
さ
れ
る
現
象
を

指
す
。

＊2　

沖
縄
の
地
域
社
会
に
お
け
る「
シ
マ
」
と
は
、
単
に「
島
」
を
意
味
す
る
語

で
は
な
く
、
地
域
、
集
落
、
故
郷
、
共
同
体
と
い
っ
た
重
層
的
な
意
味
を
持
つ
概

念
で
あ
る
。
沖
縄
方
言（
し
ま
く
と
ぅ
ば
）で
は
、「
出
身
地
」や「
村
落
」
を
指

す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

＊3　

1
9
6
0
年
代
末
以
降
、
青
森
県
上
北
郡
六
ヶ
所
村
を
中
心
と
す
る
地
域

に
お
い
て
、
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
や
製
鉄
所
を
中
核
と
し
た
大
規
模
臨
海

工
業
地
帯
の
整
備
を
目
的
と
し
て
構
想
さ
れ
た
開
発
計
画
で
あ
る
。「
世
界
最

大
の
開
発
」
と
も
称
さ
れ
た
が
、コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
建
設
は
実
現
せ
ず
、
後
に
原
子

力
関
連
施
設
が
進
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

＊4　

津
軽
地
方
で
は
、田
植
え
が
終
わ
る
と「
サ
ナ
ブ
リ
」と
呼
ば
れ
る
農
休
み

の
時
期
に
、「
虫
送
り
」
と
呼
ば
れ
る
行
事
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
農
作
物
に

付
く
害
虫
の
駆
除
を
主
な
目
的
と
し
、
集
落
に
と
っ
て
の
災
厄
を
送
り
出
す
こ

と
で
、
豊
作
と
村
内
の
安
全
を
祈
願
す
る
伝
統
行
事
で
あ
る
。

＊5　

老
子
の
著
し
た『
道
徳
経
』に
由
来
す
る
言
葉
で
あ
り
、「
上
善
如
水（
じ
ょ

う
ぜ
ん
み
ず
の
ご
と
し
）」と
も
表
現
さ
れ
る
。
最
高
の
善
は
水
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
柔
軟
性
や
謙
虚
さ
、
そ
し
て
大
き
な
度
量
を
備

え
る
こ
と
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。

水
面
と
し
て
立
ち
現
れ
る
。
参
加
型
の
作
品
と
し
て
、

来
場
者
一
人
ひ
と
り
が
円
を
描
く
行
為
に
関
わ
る
こ

と
で
、さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
重
な
り
合
い
、
無
数
の
円

＝
泡
が
合
流
し
て
い
く
。
ク
ラ
ー
ク
の
作
品
に
触
れ
る

た
び
、
中
国
春
秋
時
代
の
思
想
家・老
子
に
よ
る「
上

善
若
水
」
   ＊5

と
い
う
言
葉
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
水
は

自
己
主
張
を
せ
ず
、
低
き
に
流
れ
、ど
の
よ
う
な
器
に

も
そ
の
形
を
合
わ
せ
る
。
一
方
で
、
円
を
描
き
続
け
る

と
い
う
瞑
想
的
な
行
為
は
、
小
さ
な
動
き
が
や
が
て
大

き
な
力
と
な
る
可
能
性
を
内
包
し
て
お
り
、「
石
の
上

に
も
三
年
」と
い
う
こ
と
わ
ざ
を
も
連
想
さ
せ
る
。　

　

成
果
展
が
閉
幕
し
た
翌
日
に
は
、
A
C
A
C
に
て

ク
ラ
ー
ク
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス「
水
を
返
す
」が
行

わ
れ
た
。
会
場
に
展
示
さ
れ
て
い
た
、
世
界
各
地
か
ら

集
め
ら
れ
た
水
を
す
べ
て
A
C
A
C
の
池
に
注
ぎ
、
新

た
な
循
環
を
生
み
出
す
パフ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
を
宿
し
た
水
が
池
に
注
が
れ
、
波
紋
が
広

が
り
、や
が
て
遠
く
へ
と
流
れ
て
い
く
様
子
を
、ス
タ
ッ

フ
や
参
加
者
と
と
も
に
見
守
り
な
が
ら
、
人
と
水
、そ

し
て
島
と
海
と
の
共
生
関
係
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
終
わ
る
頃
、
池
の
背
後
に
そ
び
え

る
展
示
棟
で
は
、
改
修
工
事
の
進
行
に
伴
い
、
足
場
が

徐
々
に
撤
去
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
新
生
A
C
A
C
の
姿

が
、つ
い
に
そ
の
輪
郭
を
現
し
始
め
て
い
た
。

戴周杰（八戸工業大学感性デザイン学部 助教）
1993年中国湖南省生まれ。2015年に北京電影学院
広告監督専攻卒業後に来日。東京藝術大学大学院映
像研究科に在学中、監督・編集を担当した作品が国内
外の映画祭にノミネート。東京都写真美術館映像部門
インターンおよび第12回恵比寿映像祭アシスタントを
経て、2020年より木下惠介記念館・浜松市鴨江アート
センターに勤務。上映プログラムや映画資料展覧会の
企画、映像系ワークショップを担当。仕事の傍ら社会
人院生として静岡文化芸術大学大学院文化政策研究
科でアートマネジメントと文化政策を学ぶ。2025年よ
り現職。専門は映画制作、アートマネジメント、映像アー
カイブ。
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ACACベースキャンプ
参加者レポート

施設の改修工事に伴い休館期間を迎えた国際芸術センター
青森（ACAC）では、この時間を施設の足元を改めて見つめ直
す機会と捉え、キュレーターの澤隆志氏を共同企画としてお
招きし、災害をテーマとした2つのイベントを実施しました。
その一つが、2025年9月20日—21日に開催した「ACACベー
スキャンプ」です。本企画は「もしもACACで被災したら」とい
う想定のもと、その場に居合わせた参加者とACACスタッフ、
ゲストがともにACACで一晩を過ごし、翌日には青森市の新
しい防災拠点でもあるカクヒログループスーパーアリーナ（青
森市総合体育館）まで、約10kmを歩行する1泊2日のプログラ
ムとして構成されました。
ゲストに相澤久美氏を迎えたトークをはじめ、夕食作りや寝
床作り、真夜中の読書会、そして長距離歩行へと展開した本
企画は、参加者にとってどのような体験となったのでしょうか。
ここでは、プログラムに参加された方々から寄せられたレポー
トから抜粋した一部を手がかりに、当日の様子を振り返ります。

相澤さんのお話の中で、みちのく潮風トレイルの参加者が被
災者の話を聞いて防災意識を高めたという話を聞きました。
自分は3.11以降、毎年その時期に特集報道を見て、防災を
意識したつもりになっていたことに気が付きました。実際に
は、ハザードマップを確認したり、家の浸水時に罹災証明書
を発行してもらうために通常時の家の外側を撮影しただけで、
ニュースで見るような水や食料などをまとめた防災バッグは
用意していませんでした。今回の体験を通して、情報を得る
だけではなく、実際に話を聞いたり身体で体験することの有
効性を実感しました。今回をきっかけに、防災グッズとして
使える寝袋を手に入れる事ができ、ありがたかったです。
印象深い瞬間は、施設見学中に雨が激しくなった時のこと
です。周りの状況に気が付かずにいたところ、相澤さんが 

｢傘に入れて貰っていいですか？｣とおっしゃったことで、助け
合いの姿勢に気づきました。その後のトークで、｢傘を差し
出して入れてくださった｣とお話されていた事から、スマート
で素敵な方だと感じ、見習いたいと思いました。更に、お話
の中で傾聴の事をおり混ぜてくださって、初対面の参加者と
して嬉しかったです。防災時の助け合いのありがたさに気付
きました。

 小田島徹
 あおもりいのちの電話　32期生
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【2026年1月追記】
ACACベースキャンプの後、12月8日に大きな地震がありま
した。年末に八戸市美術館でワークショップコーナーのお手
伝いをしていると、3週間前の地震のことを話している子ど
もたちが。東日本大震災を経験していないこの子たちにとっ
て、夜遅くに家が揺れつづけた体験は、強く記憶に残る出来
事だったかもしれません。体を動かすこと、描いたり話した
りすることで怖かったことや辛いことを吐き出し、元気を取
り戻してほしいですね。

震災を経て、防災には多少備える意識は出てきたものの、い
ろんな災害があることを考えると何が本当に備えとなるのか、
正直わかりませんでした。そんな中で、相澤久美さんの、み
ちのく潮風トレイルを身ひとつで歩くことで最低限自分が生
きていくために必要なものがわかるというお話しがとても興
味深かったです。まだ想像することしかできない災害に備えて、
ついついあれもこれもとものを揃えがちでしたが、人一人が
移動と共に持ち運べるものの量はたかが知れているなと気
付かされました。今居住している八戸市では、みちのく潮風
トレイルは観光資源として認知されているものの、震災や防
災について考える装置のような役割（歩くことで震災を記憶し、
災害から学び、そして傷ついた被災地の癒しにもなる）があ
ることは広く知られていません。八戸市職員として何らかの
情報発信の必要性を感じましたし、できることは形にしてい
きたいと思いました。

 伊多波麻衣子
 八戸ポータルミュージアム はっち　学芸員

カレーはひとりで作るのが面倒でいつもレトルト頼りですが、
工程を手分けするとあっという間にできてしまうことに驚き
ました。参加者はみんな「おとな」でしたが、幼児がいれば
カレーは甘口、お年寄りがいれば介護食を用意する必要が
あるかも。そういえば私の家の近くではインドネシアからの
技能実習生が集団生活をしていて、彼らは豚肉を食べない
かもしれない…。人によって「食」は変わる場合がありそう
です。
20年ほど前まで青森市に住んだことがあり、ACACや横内
地区、観光通り沿いの土地勘があるつもりでいましたが、幹
線道路から脇道に入ると昔からの集落や水田がまだまだ残っ
ていることを再発見しました。田んぼのあぜ道から見慣れ
たお店や問屋町、住宅街が見えるのは不思議な感じがしま
した。視点を変えてみるって大事ですね。

 西塚務
 八戸市　会社員
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読書会を通して参加者それぞれの経験や感覚を共有したと
き、 自身の体験した東日本大震災への記憶があまりにも断
片的かつ今の肉体から離れた場所にあることを感じた。同
じ青森でも、八戸での被災状況や、海外から見た震災の話
を私自身が受け取る中で、どこかで人が亡くなっても、それ
は偶々自分じゃなかっただけで、運がよかっただけで、 結果
は如何様にも受け取られ、その物語は変わっていく。その後
を生きている私たちが、 震災に対してどのように向き合って、
かわして、対策していくかが求められているのだと感じ、今
回のキャンプを今の時期に経験できたことがまず貴重だった。

 蟻塚唯衣

人生で初めてダンボールベットで一晩過ごしたことがとても
貴重な経験になった。ダンボールベッドにマットを敷き、寝
袋で寝たが、寝づらいということはなく、ぐっすりと眠ること
ができた。試しに床にも寝袋で少し横になってみると、床は
固く、ダンボールベッドの重要性がよく分かった。マットが安
眠のために重要な役割を果たしていると感じた。
今回のベースキャンプでは、年齢が異なり、様々なバックグラ
ウンドの人たちと一緒に参加することができてとても良かっ
たと感じる。普段は、同じ世代の人たちと話すことが多いが、
他の参加者の方たちとお話をして、交流することができて良
かった。

 永井寧
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相澤さんと澤さんの対話を聞いて、知らない分野のお話を、
対面で聞くことの新鮮さを感じました。現代社会では饒舌に
発信する人が多いが、向き合っている相手の話を、深く聞く
ことができることの重要性が、対照的に見過ごされていると
いう指摘が、私には改めて考えさせられた部分です。
2日目は素晴らしい朝食を用意していただき、感動しました。
朝食プレート・豚汁・おにぎり・デザート。横長のテーブルで、
皆で美味しい食事をする幸福、豊かさを感じられました。調
理を担当してくれたスタッフに、直接お礼を言えたことが、自
分には重要なことでした。

 鳥ちゃん
 学生

ACACは主催者ではあるが、防災の専門家ではない。だか
らこそ（無責任に映るかもしれないが）、「共に学び、共に考
える」という姿勢で、備えの不十分さをオープンにし、相澤さ
んのトークからヒントを得ながら、読書会や長距離歩行を通
して考えていくという構成は、「自分たちで牽引するのではなく、
市民や来館者など様々な方と共にこれからを歩んでいきたい」
という現在のACACのスタンスをよく表していたように思う。
今回の「歩く」という体験は、体力的な備え以上に、「自分
の足で10km歩けた」という成功体験、会話をしながら歩く
ことで時間があっという間に過ぎた感覚、見慣れた目印を
見つけた時の安心感など、心の備えにつながる感覚をもた
らしてくれた。この経験そのものが、有事の際に感じるどう
しようもない無力感に、わずかでも希望の光を灯してくれる
のかもしれない。

 大黒優香
 ACAC アートコーディネーター

避難訓練とは一種の上演であると、企画者の澤さんが話し
ていた。であれば、上演にあたっての取り決めが、もう少し
強く提示されてもよかったのではないかとも思う。困難に直
面して起こったかもしれない協働が、台本的な進行によって、
わりと手軽に乗り越えられてしまうような場面もあった。実
際ならもう少し疑って、他の選択肢についても考えなければ
ならない場面もあったと思う。しかし、詳しいことはよくわか
らないまま動かされてしまう状況もまた、それこそがリアル
な避難訓練だったのだと考えることもできる。それでも、寝
る場所や避難先についてなど、議論が起きる可能性はあっ
たし、ひとつの流れを変えてしまうような提案をしていたらど
うなっていただろうかと後になって思う。
ACACが避難先になる可能性についても想像した。被災し
た人々をアートセンターは受け入れられるだろうか。このよ
うなオルタナティブな避難訓練が、ACACで毎年行われる企
画になればいいのではないかと思う。

 前谷開
 アーティスト

Photo: 岩根愛（pp.076-080）
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災
害
を
テ
ー
マ
と
し
た
企
画「（
災
害
ユ
ー
ト
ピ
ア
）」

の
一
環
と
し
て
、
9
月
27
日（
土
）に
カ
ク
ヒ
ロ
グ
ル
ー
プ

ス
ー
パー
ア
リ
ー
ナ（
青
森
市
総
合
体
育
館
）に
て「
テ

ン
ト
映
画
祭
」を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
災
害
に
ま
つ
わ
る
映
像
の
上
映
に
加
え
、さ

ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
を
展
開
し
ま
し
た
。
A
C
A
C
を

離
れ
て
開
催
し
た
映
画
祭
は
、準
備
段
階
か
ら
当
日

の
運
営
に
至
る
ま
で
、多
く
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
協
力

を
得
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で「
テ
ン
ト
映
画
祭
」を

支
え
て
く
れ
た
学
生
の
皆
さ
ん
に
、参
加
の
き
っ
か
け

や
印
象
に
残
っ
た
出
来
事
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
新
井
奏
鳳
玖
さ
ん（
青
森
公
立
大
学
３
年
生
）

大
黒　
テ
ン
ト
映
画
祭
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
と
担
当
し
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

新
井　
は
じ
め
は
ゼ
ミ
の
先
生
に
紹
介
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
私
は
も
と
も
と
キ
ャ
ン
プ
が
好
き
で
、テ
ン

ト
も
好
き
で
す
し
、休
み
の
日
に
は
映
画
も
よ
く
観

て
い
ま
す
。
自
分
の
好
き
な
も
の
同
士
が
組
み
合
わ

さ
っ
た
ら
、絶
対
に
面
白
い
だ
ろ
う
と
思
い
、参
加
を

決
め
ま
し
た
。
映
画
祭
で
は「
も
し
も
交
換
所
   ＊1

」の

準
備
を
担
当
し
ま
し
た
。「
も
し
も
交
換
所
」は
、何

を
す
る
か
が
決
ま
っ
て
い
な
い
、本
当
に
ゼ
ロ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。
何
を
す
る
の
か
、ど
こ
か
ら
手
を
付

け
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
ず
、議
論
が
息
詰
ま
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、大
学
の
授
業

で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
や
意
見
交
換
の
方
法
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会
が
あ
り
、そ
れ
を
応
用
し
な
が
ら
、ま
ず

は
自
分
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、意
見
を
出
し
や

す
い
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。「
も

し
も
交
換
所 

P
A
R
T
1
」で
は
、有
事
に
自
分
が

で
き
る
こ
と
を
日
常
の
延
長
で
考
え
る
、と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
を
立
て
ま
し
た
が
、メ
モ
に
書
い
て
貼
り
出
し
、

考
え
を「
見
え
る
化
」す
る
方
法
を
提
案
で
き
た
の

は
良
かっ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
黒　
最
初
に
ア
イ
デ
ア
を
出
す
の
は
心
理
的
な
ハー

ド
ル
も
高
い
と
思
う
の
で
す
が
、そ
の
中
で
積
極
的
に

意
見
を
出
し
て
く
れ
た
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。
ま
た
、
9
月
上
旬
に
は「
青
森
み
ん
な
の

防
災
フェ
ア
2
0
2
5

   ＊2

」へ
の
出
展
に
向
け
て
、テ
ン

ト
映
画
祭
を
紹
介
す
る
学
生
に
よ
る
P
R
動
画
も

制
作
し
て
く
れ
ま
し
た
。

新
井　
動
画
サ
イ
ト
を
無
心
で
観
る
の
が
好
き
で
、

自
分
で
も
い
つ
か
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
、中
学
生
の

頃
か
ら
動
画
制
作
を
し
て
き
ま
し
た
。
あ
る
程
度
の

編
集
ス
キ
ル
は
あ
っ
た
の
で
、自
分
の
得
意
な
こ
と
を

活
か
せ
る
な
ら
と
思
い
、「
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」と

手
を
挙
げ
ま
し
た
。
人
手
が
足
り
て
い
な
さ
そ
う
だ

と
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
、自
分
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
や
ろ
う
、と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。

原
田　
8
月
末
に
学
生
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビュー
を
行
い
、

9
月
初
め
に
動
画
の
編
集
を
お
願
い
し
ま
し
た
よ
ね
。

そ
の
頃
は
業
務
も
立
て
込
ん
で
い
て
、「
こ
の
企
画
は

本
当
に
意
味
の
あ
る
も
の
に
な
る
ん
だ
ろ
う
か
」と

気
持
ち
が
落
ち
込
ん
で
い
た
時
期
で
し
た
。
で
す
が
、

完
成
し
た
動
画
を
見
て
、こ
ん
な
思
い
を
も
っ
て
協
力

し
て
く
れ
る
人
が
い
る
ん
だ
と
改
め
て
実
感
し
て
、「
こ

　

聞
き
手
：

 

原
田
桃
望（
A
C
A
C
学
芸
員
）

 

大
黒
優
香（
A
C
A
C
ア
ー
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

指名型AIR （災害ユートピア）
テント映画祭

学
生
ス
タ
ッ
フ
に
聞
い
て
み
た
！
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れ
は
頑
張
ら
ね
ば
」と
思
え
た
ん
で
す
。
本
当
に
救

わ
れ
ま
し
た
。

新
井　
自
分
が
編
集
し
た
動
画
で
人
の
心
を
動
か
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、よ
かっ
た
で
す
！

大
黒　
本
当
に
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
準
備
に
携

わ
る
中
で
、
今
後
に
活
か
せ
そ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。

新
井　
高
校
の
文
化
祭
な
ど
、こ
れ
ま
で
も
企
画
に

関
わ
る
機
会
は
あ
り
ま
し
た
が
、ど
れ
も
あ
る
程
度

の
型
が
決
ま
っ
て
い
る
も
の
で
し
た
。
今
回
の
テ
ン

ト
映
画
祭
は
、企
画
自
体
が
ま
っ
さ
ら
な
状
態
か
ら

始
ま
っ
た
の
で
、企
画
の
立
ち
上
げ
方
や
進
め
方
を

学
べ
た
こ
と
が
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
全
体
像
が
見
え
な
い
中
で
、ど
の
よ
う
に
ア
イ
デ

ア
を
出
し
、企
画
を
詰
め
て
い
く
の
か
、ど
れ
く
ら
い

の
期
間
が
必
要
な
の
か
。
そ
う
し
た
点
も
含
め
て
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

A
C
A
C
の
お
二
人
が
横
に
並
ん
で
歩
い
て
く
れ
て

い
た
か
ら
こ
そ
、安
心
し
て
一
歩
ず
つ
前
に
進
め
た
と

い
う
感
覚
が
あ
り
ま
す
。

　
永
井
寧
さ
ん（
青
森
公
立
大
学
３
年
生
）

大
黒　
テ
ン
ト
映
画
祭
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
と
担
当
し
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

永
井　
大
学
の
ゼ
ミ
の
先
生
か
ら
イ
ベン
ト
を
紹
介

し
て
も
ら
い
、も
と
も
と
防
災
に
関
心
が
あ
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、面
白
そ
う
だ
な
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。

テ
ン
ト
映
画
祭
で
は「
能
登
応
援
シ
ョッ
プ

   ＊3

」を
担

当
し
ま
し
た
。
9
月
上
旬
に
は
、野
坂
真
先
生
の
ゼ

ミ
生
と
一
緒
に
出
張
輪
島
朝
市

   ＊4

を
訪
れ
、出
店
者

の
方
か
ら
商
品
の
魅
力
や
お
す
す
め
の
食
べ
方
を
伺

い
な
が
ら
、商
品
の
仕
入
れ
か
ら
販
売
ま
で
を
お
手

伝
い
し
ま
し
た
。
被
災
後
、ま
だ
復
興
が
十
分
に
進

ん
で
い
な
い
状
況
の
な
か
で
、ショッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

一
角
に
出
張
輪
島
朝
市
と
し
て
出
店
さ
れ
て
い
る
様

子
を
見
て
、大
変
な
状
況
の
中
で
も
、前
を
向
い
て

商
品
を
販
売
す
る
姿
が
と
て
も
印
象
に
残
って
い
ま
す
。

大
黒　
現
地
の
様
子
を
見
て
お
話
を
聞
い
た
上
で
迎

え
た「
能
登
応
援
シ
ョッ
プ
」で
す
が
、
当
日
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
意
識
し
て
運
営
し
ま
し
た
か
？

永
井　
来
て
く
れ
た
方
に
輪
島
朝
市
の
商
品
の
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、そ
し
て
能
登
の
被
災
地
の

こ
と
に
少
し
で
も
関
心
を
向
け
続
け
て
も
ら
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
運
営
し
ま
し
た
。
せ
っ

か
く
現
地
を
訪
れ
、実
際
に
試
食
を
し
た
り
、お
い
し

い
食
べ
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
、そ

の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
例
え

ば
、輪
島
サ
イ
ダ
ー
は
2
種
類
の
味
を
用
意
し
て
い

た
の
で
す
が
、実
際
に
飲
ん
で
い
た
か
ら
こ
そ
、味
の

細
か
な
違
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
両
方

く
だ
さ
い
！
」と
言
っ
て
購
入
し
て
も
ら
え
た
と
き
は
、

と
て
も
嬉
し
かっ
た
で
す
。

大
黒　
私
も
当
日
、味
の
違
い
の
説
明
を
受
け
て
2

本
購
入
し
ま
し
た
。
と
て
も
お
い
し
かっ
た
で
す
！
永

井
さ
ん
は
、ほ
か
に
も「
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベッ
ド
組
み
立
て

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

   ＊5

」の
運
営
も
担
当
し
て
く
れ
ま
し

た
ね
。

永
井　
は
い
。
参
加
者
の
方
に
向
け
て
組
み
立
て
方

を
説
明
し
な
が
ら
進
め
た
の
で
す
が
、ベッ
ド
を
１
台

完
成
さ
せ
る
と
皆
さ
ん
す
ぐ
に
コ
ツ
を
つ
か
み
、
2
台

目
以
降
は
驚
く
ほ
ど
の
速
さ
で
完
成
し
て
い
っ
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。
い
ざ
災
害
が
起
き
た
と
し
て
も
、

こ
の
方
々
な
ら
大
丈
夫
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

原
田　
永
井
さ
ん
自
身
の
災
害
に
関
す
る
研
究
に
も

私
は
興
味
が
あ
り
ま
す
。
永
井
さ
ん
は
A
C
A
C

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
も
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
が
、

こ
れ
ら
2
つ
の
企
画
を
経
験
し
て
、何
か
研
究
に
活

か
せ
そ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

永
井　
私
は
、
配
慮
が
必
要
な
方
の
避
難
行
動
や

避
難
所
生
活
に
関
心
が
あ
り
、ゼ
ミ
で
の
研
究
テ
ー

マ
と
し
て
い
ま
す
。
2
つ
の
イ
ベン
ト
を
通
し
て
、ま
っ

た
く
知
ら
な
い
人
と
関
わ
れ
た
こ
と
は
、と
て
も
大

き
な
経
験
で
し
た
。
避
難
所
の
運
営
は
、自
分
一
人

や
限
ら
れ
た
人
だ
け
で
は
成
り
立
た
な
い
。
そ
の
場

で
居
合
わ
せ
た
人
と
協
力
し
て
、特
定
の
人
に
負
担

が
集
中
し
な
い
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
で
、赤
ち
ゃ
ん
を

連
れ
た
お
母
さ
ん
や
高
齢
者
、障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
よ
り
安
心
し
て
過
ご
せ
る
避
難
所

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
多
様
な
背

景
を
持
つ
人
た
ち
を
う
ま
く
巻
き
込
ん
で
い
け
る
と

い
い
な
、と
2
つ
の
イ
ベン
ト
に
参
加
し
て
改
め
て
思

い
ま
し
た
。

原
田　
今
後
の
研
究
に
少
し
で
も
活
か
せ
る
こ
と
が

あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
の
で
、そ
う
し
た
視
点
に
繋
がっ

た
と
聞
け
て
、と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　
山
田
結
子
さ
ん（
青
森
公
立
大
学
１
年
生
）

原
田　
テ
ン
ト
映
画
祭
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
田　
企
画
運
営
や
空
間
設
計
に
興
味
が
あ
っ
た
こ

•
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と
、そ
し
て
ア
ー
ト
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
大
学
の
中
に
ア
ー
ト
施
設
が

あ
る
の
は
と
て
も
貴
重
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
て
、い

つ
か
関
わ
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、こ
れ
は
チャ

ン
ス
だ
と
思
い
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

原
田
　
美
術
大
学
で
は
な
い
大
学
に
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
あ
る
の
は
、な
か
な
か
珍
し
い
で
す
よ
ね
。
テ
ン
ト

映
画
祭
で
は「
コ
モ
ン
ズ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

   ＊6

」を
担
当
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
当
日
は
本
の
レ
イ
ア
ウ
ト
も
お
願

い
し
ま
し
た
が
、工
夫
し
た
点
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。

山
田
　
お
客
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
、ど
ん
な
順
番
で

本
を
手
に
取
る
か
を
考
え
な
が
ら
、レ
イ
ア
ウ
ト
を
決

め
ま
し
た
。
本
を
置
く
テ
ー
ブ
ル
に
プ
チ
プ
チ
が
敷
か

れ
て
い
た
り
、本
の
紹
介
文
の
字
体
が
少
し
違
う
だ

け
で
印
象
が
大
き
く
変
わ
っ
た
り
す
る
な
ど
、そ
う
し

た
ア
イ
デ
ア
に
触
れ
ら
れ
た
の
は
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

原
田
　
テ
キ
ス
ト
の
フォ
ン
ト
サ
イ
ズ
な
ど
は
見
る
人

や
場
所
を
意
識
し
て
変
え
て
い
た
の
で
、そ
こ
に
注

目
し
て
も
ら
え
て
嬉
し
い
で
す
。
準
備
か
ら
当
日
ま

で
関
わ
っ
て
き
て
、特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

山
田
　
最
初
は
、お
お
よ
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
A
C
A
C
 

の
お
二
人
か
ら
共
有
し
て
も
ら
い
、そ
こ
か
ら
み
ん
な

で
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
形
に
し
て

い
く
。
企
画
が
形
に
な
る
ま
で
の
過
程
そ
の
も
の
が
、

と
て
も
大
き
な
学
び
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、一
人
で

計
画
を
立
て
て
完
成
さ
せ
る
方
が
簡
単
で
早
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、チ
ー
ム
で
進
め
る
こ
と
で
、集
ま
っ
た

人
数
分
だ
け
面
白
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
り
、自

分
に
は
な
い
視
点
を
得
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
チ
ー
ム
で
進
め
る
こ
と
の
良
さ
を
実
感

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、複
数
人
で
何
か
を

進
め
る
場
面
で
は
、他
の
人
に
ど
う
頼
れ
ば
い
い
の
か
、

ど
う
指
示
を
出
せ
ば
い
い
の
か
悩
む
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。
で
す
が
今
回
、
A

C

A

C

の
お
二
人
の

指
示
の
出
し
方
や
お
願
い
の
仕
方
を
間
近
で
見
て
、

自
然
と「
や
っ
て
み
た
い
」と
思
わ
せ
て
く
れ
る
雰
囲

気
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、そ
の
こ
と
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

原
田
　
学
生
さ
ん
は
学
業
が
あ
る
中
で
、ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
も
ら
う
の
が
良
い
か
大
黒
さ
ん
と
話
し
な

が
ら
進
め
て
い
た
の
で
、そ
ん
な
風
に
受
け
取
っ
て
も

ら
え
て
い
た
の
は
、と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

大
黒
　
山
田
さ
ん
は
話
し
合
い
の
中
で
も
、柔
軟
に

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
よ
ね
。
本
を
選
ぶ

と
い
う
行
為
自
体
に
ゲ
ー
ム
性
を
持
た
せ
よ
う
と
し

た
り
、何
事
も
面
白
が
り
な
が
ら
設
計
し
よ
う
と
し

て
く
れ
て
い
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

山
田
　
現
実
味
の
な
い
ア
イ
デ
ア
を
出
す
の
も
得
意

な
の
で
、い
ろ
い
ろ
提
案
し
ま
し
た（
笑
）そ
れ
が
最

終
的
な
選
択
に
繋
が
ら
な
かっ
た
と
し
て
も
、話
し
合

い
の
中
で
ち
ょっ
と
し
た
刺
激
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
た
の
で
、そ
う
言
っ
て
も
ら
え
て
嬉
し
い
で
す
。

原
田
　
青
森
公
立
大
学
の
大
学
祭
で
は
古
着
屋
を

ご
自
身
で
出
店
し
て
い
ま
し
た
よ
ね
。
今
回
の
経
験

の
中
で
、ご
自
身
の
活
動
に
活
か
せ
そ
う
な
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
か
？

山
田
　
チ
ー
ム
で
企
画
を
動
か
す
こ
と
を
、よ
り
意

識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
に
は
苦
手
な
こ

と
で
も
、他
の
メ
ン
バ
ー
が
得
意
な
ら
お
願
い
し
て
み

よ
う
、と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、チ
ー
ム
内

で
の
役
割
分
担
や
動
き
方
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
は
、大
学
祭
で
実
施
し
た
古
着

屋
を
発
展
さ
せ
て
、空
間
全
体
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
企

画
を
や
り
た
い
と
考
え
て
い
て
、今
年
中
に
実
現
で

き
そ
う
で
す
。

＊1

　
2

部
構
成
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
。
P
A
R
T
1
で
は
、

災
害
時
に
起
こ
り
得
る「
困
り
ご
と
」と
、そ
れ
に
対
し

て
役
立
つ
で
あ
ろ
う
自
分
の「
得
意
」を
書
き
出
し
、ボ
ー

ド
に
貼
り
付
け
て
シェ
ア
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
。

P
A
R
T
2
で
は
、
過
去
の
事
例
を
も
と
に
災
害
時
に

直
面
す
る「
正
解
の
な
い
問
い
」に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
考

え
る
、ゲ
ー
ム
形
式
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
実
施
し
た
。

＊2

　
県
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
指

し
、
2
0
2
5

年
9
月
13

－

14

日
に
カ
ク
ヒ
ロ
グ
ル
ー
プ 

ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ（
青
森
市
総
合
体
育
館
）に
て
開
催
さ

れ
た
防
災
イ
ベン
ト
。
主
催
は
青
森
み
ん
な
の
防
災
フェ

ア
実
行
委
員
会
。
A

C

A

C
は
防
災
に
関
す
る
書
籍
の

紹
介
と
学
生
に
よ
る
テ
ン
ト
映
画
祭
P
R

動
画
を
上
映

す
る
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。

＊3

　
令
和
6
年
の
能
登
半
島
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域
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方
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立
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に
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選
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た
。
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通
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模
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れ
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式
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市
内
の
シ
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ピ

ン
グ
セ
ン
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ー
で
あ
る
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プ
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ザ
輪
島
を
中
心
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全
国
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て
い
る
。
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学
生
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も
に
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加
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り
な
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ら
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ン
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を
組
み
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て
る
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シ
ョッ
プ
を
実
施
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合
計
で
6
台
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベッ
ド
を
組
み
立
て
、ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
後
は
そ
の
ま
ま
設
置
し
映
像
を
見
る
際
の
椅
子

と
し
て
使
用
し
た
。
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森
や
そ
の
他
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地
域
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め
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す

る
フ
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ー
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ー
や
小
冊
子
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ど
の
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布
と
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祭

ス
タ
ッ
フ
や
イ
ベン
ト
協
力
者
が
推
薦
す
る
書
籍
を
展
示
。

推
薦
者
一
人
ひ
と
り
の
テ
キ
ス
ト
も
掲
示
し
、さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
本
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
を
目
指 

し
た
。

Photo: 小山田邦哉（pp.081-083） ｜  ACACスタッフ（写真左下に •）
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アーティスト・イン・レジデンス プログラム2025「CAMP」
指名型AIR （災害ユートピア）
ACACベースキャンプ｜テント映画祭

 2025年3月ー9月
 青森公立大学 国際芸術センター青森［ACAC］
 澤隆志
 原田桃望（プロジェクト主担当）
 大黒優香（プロジェクト副担当）

メディア掲載
■ 新聞記事

■ 雑誌・広告

■ Web媒体
ART iT

https://www.art-it.asia/top/admin_ed_pics/274554/

あおもりアーツカウンシル
https://aomori-artscouncil.jp/2025/08/12/12902

■ TV・ラジオ
9月14日（日）RAB青森放送「らじ丸にっち！」（出演：原田桃望）

〈テント映画祭プログラム一覧〉
■ 映像上映プログラム｜「関東大震災映像デジタルアーカイブ」を一緒に
見るためのささやかな前置き
登壇：とちぎあきら
参加者数：28名

■ 映像上映プログラム｜青森の災害と新しい防災拠点
登壇：久保田麻奈
参加者数：17名

■ 映像上映プログラム｜『なみのこえ 新地町』上映
登壇：相澤久美
参加者数：22名

■ 能登応援ショップ
主催：青森公立大学 野坂真ゼミ
参加者数：20名

■ フード＆ドリンク販売
出店：あんてな青森、cotocoto

参加者数：36名

■ もしも交換所
協力：青森公立大学 野坂真准教授
参加者数：43名

■ コモンズライブラリー
参加者数：50名

■ フリーテント／テント設営ワークショップ
出店：GREEN HOUSE

参加者数：9名

■ ダンボールベッド組み立てワークショップ
参加者数：10名

ACACベースキャンプ
 2025年9月20日（土）ー9月21日（日）
 青森公立大学 国際芸術センター青森［ACAC］
 相澤久美
 10名（事前予約制、定員10名）

テント映画祭
 2025年9月27日（土）12:00―21:30

 カクヒログループスーパーアリーナ（青森市総合体育館）
 相澤久美、とちぎあきら
 RAB青森放送、青森公立大学 野坂真ゼミ、カクヒログループスーパーアリーナ（青森市総合体育館）、あんてな青森、GREEN HOUSE、cotocoto

 235名

日 時
会 場
プログラムゲスト
参 加 者 数

日 時　
会 場　
プログラムゲスト　
協 力
参 加 者 数

9月02日（火） 東奥日報　文化消息 9面
9月25日（木） 陸奥新報　文化「映画祭で防災を考える」 9面

8月1日（金） 「あおもりのき」第24号　テント映画祭 P35

9月1日（月） 「CLiPPER」Vol.279　テント映画祭 P13

9月1日（月） 「青年委員会だより」281号　テント映画祭 2面
9月1日（月） 「広報あおもり」No.473　暮らしの情報 P20

プ ロ グ ラ ム 期 間
主 催
共 同 企 画
企画・コーディネーション
もしも 交 換 所 監 修
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公募型＋海外連携AIR　写真で滞在を振り返る

アーティストが一定期間滞在しながら創作活動を行うアーティスト・イン・レジデンス（AIR）。
国際芸術センター青森（ACAC）では、アーティストやリサーチャーなど文化芸術活動に
携わる方々を対象に、公募制によるレジデンスプログラムを実施してきました。2025

年度は国内外から800件を超える応募があり、その中から採択された4名に加え、スコッ
トランド北海岸のオークニー諸島・メインランド島の中心地ストロムネスに拠点を持つ
アートギャラリー／美術館であるピア・アーツ・センターの推薦による1名を合わせた計
5名が滞在しました。滞在制作を通じて、ワークショップやイベント、成果展など多彩な
プログラムを展開しました。滞在期間は作家によって異なり、長い場合は約3か月に及
びます。滞在中、作家たちは制作のためのリサーチやワークショップの準備などに取り
組んでいますが、その過程を目にする機会は意外と少ないものです。今回は、5名の作
家がレジデンス期間中にどのように過ごしていたのかを、写真を通して振り返ります。
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展示だけでなくコーヒーを淹れるときや撤収中にも木の枝は大活躍。最後はACACで焚火を
しスタッフと共に火を囲みました。テント泊をしながら津軽半島を徒歩で巡ったこともあり、前
谷の滞在自体がキャンプのようでした。
「津軽半島の、特に陸奥湾沿岸には多くの小屋がたっています。朽ちそうになりながら立ち続け
る小屋からは、そこに暮らす（あるいはかつて暮らしていた）人々の生活が感じられました。キャ
ンプをしながら歩いて印象深く感じたことは、生活と作品制作が、自分の中で新たな回路とし
て結ばれていくことでした。小屋と自分が背負って歩いたテントから発想し、ACACの敷地に
無数に落ちている枝を使って、遊ぶように作品を作っていきました。」（前谷）

Photo: 前谷開 ｜  ACACスタッフ（写真左下に •）
テキスト: 原田桃望（ACAC）

前谷は成果発表前にACACのギャラリーAを夜間に暗室として使用し、写真のプリントを行っ
ていました。例年だと展覧会前はギャラリー内で設営がありますが、会場が街中だったからこ
そ行えた2025年ならではの取り組みかもしれません。引き伸ばし機を三脚に固定し壁に投影
することで、一般的な暗室では考えられない巨大なイメージがプリントできます。とはいえ、バッ
トや竹ピンは一般サイズ。四つ切の印画紙の裏にマスキングテープを輪にして付け、それらを
壁に貼りつけていき、露光したら一枚ずつ剥がして現像していきます。気が遠くなるような作業
に思えましたが、まだ濡れている印画紙に写るイメージはなによりも良く見えました。

夜の展示棟で暗室作業

キャンプな滞在

•

••••

•

•

•
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約3か月間滞在していた丹治は、その土地の歴史や文化、暮らしの特徴を探究すべく、
到着後すぐにレンタカーを借り、三沢市や六ヶ所村など上十三地域を中心にリサー
チを進めていました。文献や資料を読み解きながら、実際に訪れてみたい場所は
Google Map上にピンを立て、連日のように各地へ足を運んでいました。制作の材
料でもある日用品は、青森県内のさまざまなリサイクルショップを巡って集められた
ものです。首都圏で暮らす人々から提供してもらった日常風景の写真を手に、青森市、
黒石市、三沢市、おいらせ町内のリサイクルショップはほぼすべて回ったといいます。

丹
治
り
え

T
A

N
J

I R
IE

 

滞在制作を支えたリサーチの日々

•

＊

＊ ＊ ＊ ＊

• •
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5名のアーティストが同時期に滞在していたこともあり、ACACの創作棟ではそれぞ
れが仮設スタジオのように自身の制作スペースを確保し、制作を進めていました。
今年度はACAC展示棟ではなく、JR青森駅東口ビル内の協同組合タッケン美術展
示館を成果展の会場としていたため、設営期間中は全員で会場に通いながら、互
いに協力して設営作業を行いました。丹治も自身の作品設営の合間を縫って、サマ
ンサのテーブルに使用する木材を切り出したり、アディの作品設営や照明調整を手
伝ったりと、他作家と協力しながら設営に臨む姿が印象的でした。

丹治は、青森県内で集めた日用品などを用い、提供してもらった写真に写る日常風
景を仮構し、撮影を行いました。そのイメージを壁紙としてプリントし、合板に貼り
付けています。完成した壁紙は2枚の合板にそれぞれ貼られ、横に並べることで1

枚の写真の風景が立ち上がる構成となっています。壁紙の長辺は2メートル弱あり
ましたが、裏面に糊付けを施し、2枚の合板の中心が正確に揃うよう微調整を繰り
返しながら貼り合わせていく作業は、まさに職人技でした。運搬時には角が傷つか
ないよう丁寧に梱包され、展示会場まで大切に運び込まれました。

精度を極めた貼りこみ作業

互いに手を差し伸べながら進めた設営作業

Photo: 前谷開 ｜ 丹治りえ（写真左下に＊） ｜  ACACスタッフ（写真左下に•）
テキスト: 大黒優香（ACAC）

• •

••

•

•

•

•

••
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個人情報が残る印刷物がどのように処理されているのかをリサーチするため、株式会社伸和産業
を訪問。各所から持ち込まれたシュレッダーダストがキューブ状にプレスされる工程を見学しました。
シュレッダープレス品は作品にも使用されましたが、展示会場の床の耐荷重を考慮し、通常よりも
小さいサイズで特別に制作していただくなど、多くの協力を得て実現しています。担当の太田さん
からは「アディさんの作品に関わらせていただきとても光栄に思います。弊社にとって芸術分野は
初めての取り組みで、工場担当者も作製・運搬に知恵を絞りました。古紙の上の【情報】について
意識させられる作品になったと感じています。」とコメントをいただきました。

ア
ディ・ス
ン
ド
ロ

A
D

I S
U

N
D

O
R

O

シュレッダープレスが作品になるまで

• •

•

•



0 9 3 公募型＋海外連携 A I R

滞在中、アディは台所にある身近な材料を使う版画技法「キッチンリトグラフ」を用いたワークショップと、
制作の出発点となったインドネシアの揚げ物「ゴレガン」を実際に調理して味わうワークショップを企
画しました。どちらも過去に実施したことのある内容でしたが、日本で手に入る材料で試してみると、
思うようにいかない場面も多く、ACAC宿泊棟のキッチンで実験の日々が続きました。試行錯誤と失
敗を重ねて迎えたワークショップ本番は大成功。「これまでさまざまな場所で同様のワークショップを
行ってきたけれど、今回が1番うまくいった」と語ってくれました。

Photo: 前谷開 ｜ アディ・スンドロ（写真左下に＊）｜ ACACスタッフ（写真左下に •）
テキスト: 大黒優香（ACAC）

揚げ物をプロジェクトの出発点としているアディは、かつて実際の食用油を使って版画制作を試みた
ことがあるそうです。しかし、油は粘度が低く流動性が高いため、素材としては思うように扱うことが
できませんでした。そんな中、滞在中に出合ったのが、ねぶた制作で用いられる蝋でした。和紙に塗
られた蝋に光が透ける様子は、まさにアディが求めていた油染みの表現を連想させるもの。青森公
立大学ねぶた制作サークルの学生から教わった蝋の技法は、今後も彼のプロジェクトを象徴する表
現の一つとなっていくことでしょう。

プロジェクトの原点に触れる技法との出合い

簡単ではなかった、ワークショップ開催までの道のり

•••

•

• ••

• •

• •

＊

＊
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リサーチやインタビューのため、色々な場所に足を運びましたが、その中でも五所川原に
は何度も通いました。車での長距離移動中の定番ソングは、イサーンのポップソング、藤井風、
NewJeans。インタビューを無事終えてリラックスした帰り道は、音楽に合わせて歌ったり。
「アティッタヤポーンとタイ・ナイト☆彡」で流すために、プレイリストも作りました。滞在中、
音楽がいつもそばにあったセンポーが念願のカラオケに行けたのは、タイナイトが終わっ
た日の深夜。スミビマルフクのオーナーとスタッフ、前谷さん、アディさん、ACAC技術員の
木下さんも付き合ってくれました。眠気と疲労の先にある盛り上がりをご覧ください。

ア
テ
ィ
ッ
タ
ヤ
ポ
ー
ン・セ
ン
ポ
ーA

T
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T
A

Y
A

P
O

R
N

 
S

A
E

N
P

O

念願のカラオケ
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センポーは、女性のアーティストや学芸員のことを「マミー」と呼びます。これはタイ
語で、親しい女性の友達に呼びかける時に使われる言葉です。そして、男性にはあ
だ名を付けて呼ぶこともありました。例えば前谷さんのことは、自分のパフォーマ
ンスの写真撮影を手伝ってくれたことをきっかけに、写真の師匠としてのリスペクト
を込めて「ティーチャー」と呼んでいました。本名とは別にあだ名を持つことは、タ
イでは珍しいことではないようです。私たちもセンポーのことを、「アミー」というあ
だ名で呼んでいました。あだ名を介したコミュニケーションは、なぜだか陽気でリラッ
クスしたムードを生み出していたように思います。

センポーが制作した彫刻作品は、ペットボトルでできています。軽
くて折りたためるので、どこへでも持ち運べます。撮影やリサーチ
で、この彫刻とともに色々な場所に行きました。五所川原の田ん
ぼでパフォーマンス撮影をしようとしていた時、日が暮れてきても
う少しで辺りが真っ暗になりそうだったので、カメラと三脚、そし
てこの彫刻を抱えて駐車場から田んぼまで走ったこともあります。
ずっしりしていて、ひとつの場所にずっと留まっているという、伝統
的な彫刻のあり方とは大きく異なっているのですが、こうやって、色々
な場所に移動できるという身軽さも、この作品にとっては重要な
ことなのです。（詳しくは、公募型AIRのカタログをご覧ください♪）

持ち運べる彫刻

あだ名でのコミュニケーション

Photo: 前谷開 ｜ ACACスタッフ（写真左下に •）
テキスト: 瀬藤朋（ACAC）

• • •

•

•

•
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クラークが青森に到着してからの２週間は、ひとりでの静かな制作の
日々でした。参加型のドローイング作品を展覧会に出展しようと考え
ていたのですが、何も描かれていない紙だけが置かれているより、参
加者のためのガイドとして自分のドローイングがあった方が良いだろ
う、ということで、巨大なロール紙約6メートルにわたってドローイン
グを施しました。「ドローイングが好き！1日中できるよ。」とクラーク
が言う通り、何時間も黙 と々創作棟で制作を行っていました。

サ
マ
ン
サ・ク
ラ
ー
ク

静かな制作期間
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クラークは、展覧会の来場者から集めた水をACACの水盤に返す
パフォーマンスを行いました。その日はパフォーマンスを邪魔しな
い程度に、雨がしとしと降っていて、「水を返す」というタイトルに
ぴったりの天気でした。そして、クラークが帰る日には、それまで
暖かかった天気が一転して雪がたくさん降りました。積もってしまっ
たので、クラークのアイディアで、スーツケースをソリで駐車場まで
運びました。水をテーマに作品を制作してきたクラークの周りに
水が集まってくるのが、面白い偶然でした。

Photo: 前谷開 ｜ ACACスタッフ（写真左下に •）
テキスト: 瀬藤朋（ACAC）

他のアーティストより遅く青森に来たクラークは、作品制作のためにあちこち訪ねるこ
とはしませんでした。その代わり、展覧会が開けた後も彼女の制作期間は終わること
がなく、会場でドローイングを行っていました。そこでは、さらに大きな作品になるよう
に新しい円を書き足したり、様々な人が参加したことで少し乱れた流れを美しい姿に
修正したりしていました。おそらく、展覧会会場で一番長い時間を過ごしたのはクラー
クだったのではないでしょうか。その中で生まれた来場者の方々との温かな出会いも、
作品の一部のように感じられます。

展覧会での出会い

水に迎えられ、送り出される

•
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前谷開、丹治りえ、アディ・スンドロ、アティッタヤポーン・センポー、サマンサ・クラーク
池田佳穂
2025年9月15日（月）ー12月15日（月）
2025年11月14日（金）ー11月29日（土）（11月17日（月）のみ休館）
協同組合タッケン美術展示館（青森市柳川1-1-5 JR青森駅東口ビル4F）、旧ユースタイル（青森市新町2-6-21）
青森公立大学 国際芸術センター青森［ACAC］
AIRS（アーティスト・イン・レジデンス・サポーターズ）
令和7年度 文化庁 アーティスト・イン・レジデンス型地域協働支援事業
青森市、青森テレビ、RAB青森放送、青森朝日放送、青森ケーブルテレビ、エフエム青森、ABHラジオ、コミュニティラジオ局
BeFM、東奥日報社、陸奥新報社、デーリー東北新聞社
原田桃望、瀬藤朋、大黒優香
1,124名（展覧会来場者971名、関連プログラム参加者153名）

アーティスト
ゲスト審査員
プログラム期間
展 覧 会 会 期
会 場
主 催
協 力
助 成
後 援

企 画
来 場 者 数

 

■アティッタヤポーン・センポー パフォーマンス
日時：11月28日（金）19:00―20:00

会場：旧ユースタイル
参加者数：15名

■前谷開 パフォーマンス「歩く、眠る」
日時：11月29日（土）16:00―18:00

会場：旧ユースタイル
参加者数：25名

■サマンサ・クラーク パフォーマンス「水を返す」
日時：11月30日（日）9:00―10:00

会場：ACAC 展示棟ラウンジ、野外ステージ
参加者数：11名

メディア掲載
■新聞記事

■雑誌・広告

■Web媒体
アートアジェンダ
https://www.artagenda.jp/exhibition/detail/10762

あおもりアーツカウンシル「NEWS」　 
https://aomori-artscouncil.jp/2025/10/23/12941

ART iT　アートイット　 
https://www.art-it.asia/top/admin_ed_pics/278642/

Web美術手帖「地域レビュー（東北）：長尾衣里子評「コスモスの咲くとき」
「90年目の狂詩曲」（青森県立美術館）／アーティスト・イン・レジデンス プ
ログラム2025「CAMP」（国際芸術センター青森）」 
https://bijutsutecho.com/magazine/review/31929

■TV・ラジオ
09月 30日（火） ABHラジオ「DADIO-BOX」（出演：大黒優香）
11月 19日（水） 青森テレビ「わっち !!」（出演：前谷開、丹治りえ、アディ・ 
  スンドロ、アティッタヤポーン・センポー、サマンサ・クラーク、 
  瀬藤朋、大黒優香）

■ 前谷開 ワークショップ「写真になる」
日時：11月1日（土）・2日（日）10:00―17:00

会場：ACAC屋外、展示棟
参加者数：8名

■アディ・スンドロ オープンスタジオ＆作品制作ワークショップ
日時：11月3日（月）13:00―16:00

会場：ACAC創作棟 ワークショップスタジオ
参加者数：8名

■サマンサ・クラーク 青森県立青森中央高等学校連携授業
日時：11月13日（木）8:55―12:45

会場：青森県立青森中央高等学校
参加人数：16名

■池田佳穂×参加アーティスト トーク
日時：11月15日（土）13:00―16:00

会場：旧ユースタイル 1F（青森市新町2-6-21）
参加者数：14名

■丹治りえ オフサイトでの作品公開
日時：11月16日（日）・23日（日）13:00―16:00

会場：旧ユースタイル3F

参加者数：８名

■キュレーターツアー
日時：11月18日（火）ー21日（金）・25日（火）ー28日（金）13:00―13:45

会場：協同組合タッケン美術展示館
参加者数：7名

■アティッタヤポーンとタイナイト☆彡
日時：11月21日（金）17:00―22:00

会場：スミビマルフク（青森市幸畑1-21-20）
参加者数：30名

■丹治りえ ワークショップ「きおくのきろくをさがし、きろくのきおくをたどる」
日時：11月22日（土）10:00―16:00

会場：旧ユースタイル2F、青森駅周辺
参加者数：5名

■アディ・スンドロ ワークショップ「プリント＆フライーキッチンリトグラフと 
　ゴレガンワークショップ」
日時：11月24日（月）9:00―15:00

会場：旧ユースタイル2F

参加者数：６名

11月14日（金）―29日（土）陸奥新報　暮らしのイベント情報  

11月20日（木） 東奥日報　公募AIR開催 16面

10月01日（水） 「青年委員会だより」第282号 P02

11月01日（土） 「青年委員会だより」第283号 P02

10月28日（火） 「広報あおもり」No.475　暮らしの情報 P21

10月28日（火） 「ガイドブック」 東北文化の日2025 P02

アーティスト・イン・レジデンス プログラム2025 「CAMP」
公募型＋海外連携AIR

関連イベント
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創作体験「長いトンネルをつくろう」の様子

の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
だ
。

　
と
、
舞
台
芸
術
を
生
業
に
し
て
い
る
こ
と
も
手
伝
っ

て「
生
身
原
理
主
義
」に
芯
ま
で
浸
か
っ
て
い
る
私
は
、

ど
う
や
っ
た
ら
自
分
で
は
な
い
誰
か
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
進
行
す
る
役
割
を（
が
め
つ
く
言
え
ば
、
自
分
の 

よ
ろ
こ
び
を
減
じ
る
こ
と
な
し
に
）渡
す
こ
と
が
で 

き
る
の
だ
ろ
う
、と
い
う
の
は
実
の
と
こ
ろ
半
信
半
疑

だ
っ
た
。

 

　
し
か
し
さ
い
わ
い
に
も
そ
れ
は
杞
憂
に
終
わ
っ
た
。

丁
寧
に
準
備
し
、
代
々
教
え
継
が
れ
て
き
た
レ
シ
ピ
を

自
分
な
り
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
学
校
の
先
生
た
ち
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
い

体
験
を
贈
ろ
う
と
し
て
い
る
学
芸
員
の
み
な
さ
ん
の
リ

ア
ル
な
姿
を
見
ら
れ
た
の
が
、
私
に
と
っ
て
A

C

A

C

で
の
も
っ
と
も
重
要
な
収
穫
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い 

な
い
。

　
な
る
ほ
ど
、
合
点
が
い
っ
た
。
お
そ
ら
く
私
が
開
発

す
る
べ
き
な
の
は
、
実
際
の
現
場
で
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
な

る
A

C

A

C
の
学
芸
員
を
飽
き
さ
せ
ず
、ア
レ
ン
ジ
の

し
が
い
も
あ
り
、と
は
い
え
そ
こ
そ
こ
に
困
ら
せ
も
す
る
、

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
だ
。
そ
れ
は
、
演
劇
を
つ
く
っ

て
い
る
現
場
で
、
演
出
家
の
私
が
俳
優
に
対
し
て
仕
掛

け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
と
て
も
似
て
い
る
。

　
演
技
と
は
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
を
そ
の
定
め

と
し
な
が
ら
、
そ
の
す
べ
て
の
実
行
に
お
い
て
新
鮮
さ

が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
、
奇
妙
な
行
為
だ
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
た
と
え
ば
、
戯
曲
に
底
知
れ
な
さ
が
あ
る
、

あ
る
い
は
、
再
現
す
る
の
に
困
難
な
振
り
付
け
が
含
ま

れ
る
、つ
ま
り
、
予
定
さ
れ
て
い
る
演
技
が
イ
ー
ジ
ー
に

「
こ
な
す
」こ
と
を
拒
む
時
、
俳
優
は
困
り
な
が
ら
も

生
き
生
き
し
て
い
る
。

　
で
は
、
学
芸
員
の
生
き
生
き
と
充
実
し
た
パ
フ
ォ
ー

マン
ス
を
引
き
出
す
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
か
た
ち
を
し
て
い
る
の
か
。
私

が
じ
か
に
出
会
う
こ
と
の
な
い
未
来
の
A

C

A

C

の

学
芸
員
に
も
渡
す
こ
と
が
で
き
る
遊
び
に
つ
い
て
、
も

う
少
し
時
間
を
も
ら
っ
て
、
ぞ
ん
ぶ
ん
に
悩
ん
で
み
た

い
と
思
う
。

 

　
さ
て
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
に
つ
い
て
、ほ
と
ん
ど
言
及
せ
ず
に
こ
こ
ま
で
来
た
。

し
か
し
全
く
心
配
し
て
い
な
い
。
俳
優
が
お
も
し
ろ
さ

を
感
じ
な
が
ら
演
技
を
し
て
い
れ
ば
、
観
客
に
も
そ
の

お
も
し
ろ
さ
が
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
を
素
朴
に
信
じ
て

い
る
。
だ
か
ら
、
学
芸
員
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
れ
ば
、
そ
の
学
芸
員
の

楽
し
ん
で
い
る
身
体
が
子
ど
も
た
ち
を
触
発
す
る
に
違

い
な
い
。

和田ながら（演出家）
京都を拠点に活動。演技という行為に強い関心を持
ち、テキストやモチーフを接写するように読み解いてい
くことで作品ごとに固有の演技の文法の構築をめざ
している。美術、音楽、ダンスなど異なる領域のアーティ
ストとも共同作業を行う。2018年より多角的アートス
ペースUrBANGUILDのブッキングスタッフ。2019年よ
り地図にまつわるリサーチプロジェクト「わたしたち
のフリーハンドなアトラス」始動。2025年からKYOTO 

EXPERIMENTアシスタント・ディレクター。
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学
校
が
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
私
は
、
小
学
校
の

授
業
を
一つ
も
覚
え
て
い
な
い
。
な
に
ひ
と
つ
と
い
っ
て

い
い
く
ら
い
思
い
出
せ
な
い
。
と
い
う
か
思
い
出
し
た

く
な
い
。
何
は
と
も
あ
れ
6

年
間
は
通
っ
た
あ
の
学
校
。

あ
の
空
間
を
思
い
出
し
て
み
る
。
三
小
ラ
ン
ド
と
い
う

バ
カ
で
か
い
遊
具
、
事
故
が
多
す
ぎ
て
私
が
卒
業
し
て

か
ら
撤
去
さ
れ
た
み
た
い
。
体
育
館
横
の
秘
密
基
地
、

吹
奏
楽
で
チ
ュ
ー
バ
、
子
供
の
相
撲
の
大
会
で
頭
突
き

さ
れ
て
口
の
な
か
が
血
だ
ら
け
に
な
っ
た
こ
と
、
木
の
タ

イ
ル
が
交
互
に
な
っ
て
い
た
長
い
廊
下
、
緑
色
の
薄
暗

い
階
段
、そ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
中
学
校
だ
っ
た
か
も
。

そ
う
い
う
も
の
は
時
間
が
た
っ
て
も
手
に
取
る
よ
う
に

思
い
出
せ
る
。
今
、
吉
祥
寺
の
リ
ン
デ
と
い
う
ド
イ
ツ

パ
ン
屋
で
書
い
て
い
る
の
だ
が
、
吉
祥
寺
は
僕
の
生
ま

Essay石川朝日
俳優

あいていること

れ
育
っ
た
街
で
こ
こ
か
ら
10
分
歩
け
ば
そ
の
小
学
校
は

今
も
あ
っ
て
、ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
が
で
き
る
前
か
ら
こ
の

町
を
知
っ
て
い
る
。
す
ご
く
広
く
感
じ
て
い
た
五
日
市

街
道
も
、こ
ん
な
に
狭
い
道
路
だ
っ
た
の
か
と
お
も
う
。

学
校
帰
り
に
日
本
酒
の
一
升
瓶
の
蓋
を
も
ら
っ
て
い
た

酒
屋
は
ず
い
ぶ
ん
前
に
無
く
な
っ
た
、ガ
ラ
ス
が
割
れ
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
電
池
の
自
販
機
、こ
う
い
う
経
験
に

教
師
は
い
な
か
っ
た
、
僕
は
た
だ
体
験
し
て
い
た
、
繰

り
返
し
、
自
分
の
身
体
で
。
小
学
校
4

年
生
の
時
に

赴
任
し
て
き
た
先
生
が
、
字
に
と
て
も
こ
だ
わ
る
人
で
、

4

年
生
全
員
に
新
し
い
ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ
の
半
透
明
な
下

敷
き
と
4B

の
鉛
筆
が
支
給
さ
れ
た
。
筆
圧
を
あ
げ
て

字
を
書
く
、
そ
の
た
め
に
は
姿
勢
が
き
ち
ん
と
し
て
い

な
く
て
は
筆
圧
を
上
げ
て
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
、だ

ACACのツアーの最中に雪室を覗く様子
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か
ら
座
り
方
を
正
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
正
し
く
座

る
こ
と
、
足
の
裏
を
地
面
に
つ
き
椅
子
に
浅
く
座
り
左

手
を
添
え
る
。
た
く
さ
ん
書
く
し
、か
な
り
ぎ
ゅ
っ
と

押
し
付
け
て
書
く
の
で
右
手
の
側
面
は
鉛
筆
の
炭
で

黒
く
な
る
。
こ
ん
な
風
に
身
体
は
教
育
さ
れ
て
、
奪
わ

れ
た
り
、
新
た
に
獲
得
し
た
り
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

で
は
身
体
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
人
を
教
育
し
な
い
こ

と
は
可
能
か
？
演
劇
と
教
育
の
消
化
に
悪
そ
う
な
食

い
合
わ
せ
。
苦
い
味
が
す
る
。
自
由（
と
は
）な
身
体
を

持
っ
て
い
る
小
学
2

年
生
へ
の
身
体
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

は
、そ
の
自
由
を
奪
い
や
し
な
い
か
？
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

と
教
師
の
違
い
と
は
？
そ
の
先
生
は
僕
に
と
っ
て
恩
師

と
い
え
る
人
だ
っ
た
。
僕
に
教
師
に
な
っ
て
ほ
し
か
っ
た

そ
う
だ
。
一
時
期
、
教
師
に
な
ろ
う
か
と
も
考
え
た
が
、

や
っ
ぱ
り
僕
は
俳
優
に
な
り
た
か
っ
た
。
そ
の
先
生
は

10

年
ほ
ど
前
か
ら
筋
肉
が
衰
え
る
病
気
に
な
り
も
う

動
け
な
い
そ
う
だ
。
僕
は
高
校
で
非
常
勤
の
よ
う
な

形
で
週
に
一
度
高
校
生
に
演
劇
を
教
え
て
い
る
。
あ
の

身
体
は
ど
こ
へ
？

　
創
作
体
験
の
創
作
中
に
学
芸
員
の
一
人
に
A

C

A

C

の
ツ
ア
ー
を
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
こ
に
は
す
で
に
何
度

か
来
て
い
た
が
、こ
の
ツ
ア
ー
で
お
そ
ら
く
A

C

A

C

の
す
べ
て
の
部
屋
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
音
の
響
き
が

建
物
の
中
と
外
で
違
う
。
部
屋
に
よ
っ
て
も
ち
が
う
し

部
屋
の
ど
こ
に
い
る
か
に
よ
っ
て
も
違
う
。
円
形
上
に

沿
っ
た
部
屋
の
反
響
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
の
集
音
、マ
ス

タ
ー
キ
ー
は
実
際
に
存
在
す
る
。
雪
室
の
わ
け
わ
か
ら

な
い
部
屋
、こ
こ
は
半
地
下
の
よ
う
な
、
水
が
溜
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、い
か
ん
せ
ん
暗
い
の
で
、
そ

こ
に
水
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
底
が
抜
け
て
し
ま
っ

て
い
る
の
か
。
安
藤
忠
雄
、
窓
の
大
き
い
部
屋
、
熊
注

意
の
張
り
紙
が
あ
り
、い
つ
か
こ
の
部
屋
の
大
き
い
窓

の
前
を
通
り
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
感
、
気

配
、そ
の
時
ま
で
口
を
開
け
て
微
動
だ
に
し
な
い
鉄
製

の
檻
の
前
兆
、
そ
の
鉄
製
の
檻
は
、
野
外
彫
刻
が
あ

る
と
こ
ろ
の
ち
ょ
っ
と
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
あ

あ
そ
う
、
野
外
彫
刻
も
だ
い
ぶ
時
間
が
た
っ
て
い
て
、

さ
び
れ
た
り
、は
げ
た
り
、
劣
化
し
た
り
、
削
れ
た
り

し
て
、
元
の
原
形
を
と
ど
め
な
い
わ
け
だ
。
で
も
、
そ

う
い
う
も
の
。
木
。
夏
と
冬
で
は
全
く
景
色
が
違
う

こ
と
。
雪
で
建
物
は
埋
も
れ
、道
も
わ
か
ら
な
い
。
う
ん
、

「
入
口
」
が
必
要
な
の
か
。
入
口
は
強
制
し
な
い
、
開

い
て
い
る
だ
け
。
私
た
ち
は
、
他
人
が
経
験
す
る
も
の

を
基
本
的
に
は
選
べ
な
い
。
だ
け
ど
そ
の
入
口
に
は
な

れ
る
。
そ
の
入
口
が
あ
る
か
ら
私
も
経
験
で
き
た
。
入

口
は
な
に
よ
り
も
存
在
す
る
こ
と
が
大
事
だ
し
、
来
た

人
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
ら
出
口
に
も
な
り
え
る
の
は

希
望
。
じ
ゃ
そ
の
入
口
は
ど
ん
な
姿
、
形
を
し
て
い
た

ら
良
い
の
だ
ろ
う
か
？
2

年
目
の
創
作
は
そ
う
い
う
と

こ
ろ
に
も
触
れ
て
い
け
そ
う
な
。
熊
と
の
勝
ち
目
の
な

い
撤
退
戦
の
中
、い
よ
い
よ
野
外
で
の
活
動
も
難
し
く

な
っ
て
い
く
が
、
そ
れ
で
も
子
ど
も
だ
け
じ
ゃ
な
く
多

く
の
人
が
こ
の
場
所
を
繰
り
返
し
訪
れ
て
経
験
で
き

る
た
め
の
入
口
が
あ
る
と
い
い
だ
ろ
う
。

石川朝日（俳優）
1995年生まれ、穴の世代。Dr.Holiday Laboratory所属。
野田秀樹に会いたくて多摩美に入学、だが中退、そし
て渡仏。ジャックルコック国際演劇学校に入学。仏語、
授業、ギリギリ、3畳の元・女中部屋、素パスタ、鶏肉
に湧いた蛆、ああ！フランスの風。２年ここに生きた！
苦しかった。なぁんにもわからなかった。楽しかった。
言語が消えたサイレントブレインのため帰国し、浦島
太郎に。浮遊したまんま。ルコックと日本演劇の大き
なギャップ＆コロナ禍でまさに迷子。よし、歩こう。伊
勢神宮への道中、鹿の親子は、私が何時間も何千歩
もかけて歩いてきた道を、2歩でゆく。もう見えない。
『神秘的』。私は踏み出す。この一歩一歩で母から遠
ざかっていく。歩行者。

ギャラリーAにて音の反響を確かめる様子
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身
体
で
表
現
し
た
。
硬
い
、
重
い
、
動
か
し
に
く
い
と
いっ

た
粘
土
の
質
感
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、ペ
ア
に
な
っ
て

一
方
が「
粘
土
」、も
う
一
方
が「
触
る
側
」と
な
る
ワ
ー

ク
等
を
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
自
身
の
粘
土
作
品
を
身

体
で
表
現
し
た
。
最
後
に
、
粘
土
作
品
の
テ
ー
マ
と
な

る
感
情
が
芽
生
え
た
場
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
作
品
を

持
っ
て
い
き
、
作
品
と
と
も
に
時
間
を
過
ご
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
の
気
持
ち
と
い
う
正
解
の

な
い
も
の
を
扱
う
た
め
、
上
手
い・下
手
で
評
価
で
き

な
い
点
が
よ
か
っ
た
」「
身
体
を
使
う
W

S

は
図
工
部

会
で
は
あ
ま
り
経
験
が
な
く
不
安
も
あ
っ
た
が
、
自
然

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
」「
授
業
に
取
り
入
れ
て
み

た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
小
学
校
教
育

の
場
で
は
、
身
体
表
現
は
体
育
の
分
野
と
し
て
分
類

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
図
工
部
会
の
研
修
と
し
て

は
珍
し
い
内
容
だ
っ
た
が
、
前
向
き
な
感
想
が
多
く
あ
っ

た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
。

新
し
い
子
供
向
け
W

S

を
開
発
す
る
事
業
の
一
環
と

し
て
、
図
工
部
会
に
所
属
す
る
小
学
校
の
先
生
方
を

主
な
対
象
と
し
た
研
修
を
A

C

A

C
で
実
施
し
た
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
石
川
朝
日
さ
ん
を
招
き
、
粘
土

と
身
体
を
使
っ
た
W

S

を
行
っ
た
。

　
ま
ず
ラ
ウ
ン
ジ
に
集
ま
り
、ほ
か
の
人
が
言
っ
た
言

葉
か
ら
で
き
る
だ
け
離
れ
た
概
念
の
言
葉
を
挙
げ
て

い
く
逆
連
想
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
。
続
い
て
、
自
分
の
今

の
状
態
を
言
葉
で
書
き
出
し
、そ
れ
を
食
べ
物
に
た
と

え
て
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
A

C

A

C

の
空
間
か
ら

受
け
た
印
象
を
紙
に
書
き
、
屋
外
に
出
て
そ
れ
ぞ
れ
が

選
ん
だ
場
所
で
過
ご
し
な
が
ら
、
音
、
風
、
目
に
入
る

も
の
か
ら
生
じ
た
内
面
の
変
化
を
メ
モ
し
た
。
続
い
て

創
作
棟
へ
移
動
し
、メ
モ
を
し
た
感
情
を
粘
土
で
表
現

し
た
。
粘
土
作
品
が
完
成
し
た
ら
、
鑑
賞
し
合
い
、ほ

か
の
人
の
作
品
か
ら
受
け
た
印
象
を
言
葉
で
書
き
留

め
た
。
そ
し
て
講
義
室
に
移
動
し
、
粘
土
の
質
感
を

身
体
を
使
っ
た
子
ど
も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
開
発
に
向
け
て

｜
｜

図
工
部
会
で
の
実
践
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今
年
度
は
身
体
を
使
っ
た
子
ど
も
向
け
W

S

を
開
発

す
る
に
あ
た
り
、
青
森
市
内
の
教
育
に
携
わ
る
方
々
に

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
関
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
教
育
現
場
と
A

C

A

C
を
つ
な
ぐ
コ
ー
ディ

ネ
ー
タ
ー
や
、
図
工
部
会
で
実
施
し
た
W

S

に
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

斎
藤
誠
子
さ
ん（
一般
社
団
法
人 

青
森
市
国
際
交
流
協
会  

 

理
事・
A

I

R

S

メ
ン
バ
ー
）

|
|
新
し
い
W

S

を
開
発
す
る
に
あ
た
り
、
青
森
市

内
の
小
学
校
の
先
生
方
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
コ
ー
ディ

ネ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
私
は
A
C
A
C
が
設
立
さ
れ
た
頃
か
ら
、
A

I

R

S
   ＊1

の
一
員
と
し
て
、
海
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
通
訳
や
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
当
時
は

今
よ
り
も
現
代
ア
ー
ト
は
認
知
度
が
低
く
、
滞
在
し

て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
小
学
校
や
美
術
科
の
あ
る
高

校
へ
連
れ
て
行
く
機
会
も
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
回
教
育
普
及
に
関

す
る
相
談
を
持
ち
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
近
年
、
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
の
方
法
は
多
様
化
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
に
限
ら
ず
、

ア
ー
ト
に
は
人
の
心
を
ケ
ア
す
る
力
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
数
字
で
人
が
評
価
さ
れ
が
ち
な
時
代
を
生

き
る
な
か
で
、五
感
を
使
っ
て
経
験
す
る
こ
と
か
ら
得

ら
れ
る
感
覚
は
、
生
き
て
い
く
上
で
と
て
も
大
切
だ
と

感
じ
て
き
ま
し
た
。
ア
ー
ト
に
は
、そ
の
感
覚
を
補
完

す
る
力
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
以
前
、
海
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
小
学
校
へ
連
れ
て

い
っ
た
際
、
子
ど
も
た
ち
の
反
応
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。
そ
の
時
に
見
た
、い
き
い
き
と
し
た
表
情
が
今

も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
あ
の
時
の
よ
う
な
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
、
も
う
一
度
見
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
、
今

回
協
力
し
た
い
と
思
っ
た
理
由
の
一つ
で
す
。

　
私
は
学
校
の
先
生
と
は
違
い
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
い
う
立
場
で
教
育
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
先
生
方

も
学
校
の
外
で
の
体
験
の
機
会
を
求
め
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
現
場
は

と
て
も
忙
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
面
白
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
ろ
う
と
す
る
A

C

A

C

と
、
そ
う
し
た
機
会
を
必

要
と
し
て
い
る
教
育
現
場
と
を
、
私
が
繋
い
で
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
人
の
仕
事
の
関
係
で

ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
に
現

地
で
多
く
の
助
け
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
恩
返
し
の

気
持
ち
も
あ
り
、
現
在
は
国
際
交
流
の
支
援
に
も
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
A

C

A

C
に
は
海
外
だ
け
で
な
く
、

日
本
各
地
か
ら
も
様
々
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
訪
れ
ま

す
。
青
森
は
規
模
が
大
き
す
ぎ
な
い
か
ら
こ
そ
、
教
育

現
場
や
地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
と
の
距
離
が
近
く
、で
き

る
こ
と
も
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
を
訪
れ

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
、そ
う
し
た
経
験
を
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

A

C

A

C
に
は
、こ
れ
か
ら
さ
ら
に
教
育
に
関
わ
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
技
術
員
の
仕
事

も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
き
っ
と
面
白
い
は
ず
で
す
し
、

ダ
ン
ス
や
パフォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
今
年
度
に
限
ら
ず
様
々

な
表
現
に
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
て
も
い
い
。
何
か
を「
し

て
あ
げ
る
」
と
い
う
よ
り
も
、一
緒
に
作
り
上
げ
て
い

く
感
覚
で
関
わ
れ
る
こ
と
が
、
私
自
身
の
楽
し
み
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
聞
き
手
：

 

瀬
藤
　
朋 （
A
C
A
C
学
芸
員
）

 

大
黒
優
香 （
A
C
A
C
ア
ー
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

＊1

　
2
0
0
3

年
4

月
に
発
足
し
た
、
A

C

A

C
で
行
わ
れ
る

A

I

R

事
業
の
支
援
を
中
心
に
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
ティ
ア
組
織
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
聞
い
て
み
た
！
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開
米
史
先
生（
青
森
県
立
浪
岡
養
護
学
校 

教
諭
）

|
|
新
し
い
W

S

を
開
発
す
る
事
業
の
一
環
と
し
て

実
施
し
た
図
工
部
会
の
研
修
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
特
別
支
援
学
校
で
は
、一
人
ひ
と
り
の
お
子
さ
ん
の

将
来
の
姿
、
Q

O

L

を
思
い
描
き
な
が
ら
、
発
達
段

階
や
そ
の
お
子
さ
ん
の
「
今
で
き
る
こ
と
」
を
考
え
、

個
性
や
特
性
に
寄
り
添
い
な
が
ら
学
習
支
援
を
行
っ

部
会
以
外
の
先
生
方
も
参
加
す
る
研
修
と
な
り
、
と

て
も
新
鮮
な
体
験
で
し
た
し
、「
面
白
か
っ
た
」
と
い

う
感
想
も
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
図
工
部
会
の
先
生
方
は
、
新
し
い
こ
と
を
否
定
せ
ず

「
こ
れ
面
白
い
ね
」「
素
敵
だ
ね
」
と
素
直
に
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
る
方
が
多
い
の
で
す
が
、
今
回
の
研
修
で
も

そ
う
し
た
姿
勢
が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
私
た
ち
の
仕
事
は
ど
う
し
て
も
学
校
の
中
に
収

ま
り
が
ち
な
の
で
、
外
か
ら
ど
ん
な
面
白
い
視
点
を
持

ち
込
め
る
か
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
研
修
を
通
し
て
、

学
校
の
中
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
何
か
を
提
供
で
き

れ
ば
、そ
れ
が
ま
た
別
の
か
た
ち
で
子
ど
も
た
ち
に
還

元
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な

が
ら
、「
で
き
な
い
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い
こ
う
」
と

い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
面
白
い
研
修
を
作
れ
る
よ
う
常
に

ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
ま
す
。

　
A

C

A

C
が
で
き
た
当
初
、
林
道
を
ず
っ
と
歩
い
て

行
く
と
山
椒
の
木
が
あ
り
、
そ
こ
に
ア
ゲ
ハ
蝶
の
幼
虫

が
い
た
こ
と
、そ
の
さ
ら
に
奥
に
は
調
整
池
が
あ
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
ト
ン
ボ
が
飛
び
交
っ
て
い
た
光
景
に
感
動

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
大
き
な
水
芭
蕉
も
生

え
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
風
景
を
、ぜ
ひ
子
ど
も
た

ち
に
も
見
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
写
真
で

見
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
大
き
さ
や
迫
力
は
実
際
に
見

て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
私
自
身
、
実
物
を
見
て

驚
い
た
経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
自
然
の
も
の
を
も
っ

と
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
て
あ
げ
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
自
然
を
生
か
し
た
体
験
と
、
美
術
と
を
結

び
つ
け
た
W

S

が
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

嶋
富
哲
子
先
生（
青
森
市
立
三
内
小
学
校 

教
諭
）

|
|
新
し
い
W

S

開
発
の
一
環
と
し
て
、
石
川
朝
日

氏
に
よ
る
粘
土
と
身
体
を
使
っ
た
W

S

を
小
学
校
図

工
部
会
の
研
修
に
採
用
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
私
は
東
青
地
区
の
小
学
校
図
工
部
会
の
研
修
を
担

当
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
夏
と
冬
の
研
修
会
を
企
画
し

て
き
ま
し
た
。
研
修
会
の
内
容
は
、
先
生
方
が
授
業

を
考
え
る
上
で
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や
、
子
ど
も

た
ち
に
還
元
で
き
そ
う
な
も
の
を
中
心
に
選
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
は
、
A

C

A

C
や
青
森
県
立
美
術

館
の
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
た
り
、ノ
コ
ギ
リ

な
ど
の
木
工
道
具
の
使
い
方
を
指
導
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
藍
染
や
紙
漉
き
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
取
り
入
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
手
を
動
か
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

先
生
方
も
本
当
に
没
頭
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま 

し
た
。

　

A

C

A

C
は
創
作
体
験
な
ど
で
す
で
に
訪
れ
た
こ

と
の
あ
る
先
生
も
多
く
、
身
近
な
場
所
だ
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
で
は
、
自
分
の
気
持
ち
を

粘
土
で
表
現
す
る
と
い
う
内
容
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

正
解
は
な
い
と
分
か
っ
て
い
な
が
ら
も
「
も
っ
と
上
手

く
表
現
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て

し
ま
っ
て
。
ど
う
し
て
も
大
人
に
な
る
と
頭
の
柔
ら
か

さ
が
足
り
な
い
と
い
う
か
、
自
分
が
納
得
で
き
る
表
現

を
見
つ
け
る
こ
と
に
悩
み
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
全
身
で
風
を
感
じ
た
り
、
粘
土
に
な
り
き
っ

て
み
る
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。
体
を
使
う
活
動
は
体

育
の
領
域
と
い
う
意
識
が
あ
っ
て
、こ
れ
ま
で
の
研
修

で
は
手
を
動
か
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
体
を
動
か
す
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
は
図
工

Photo: 冨永敦
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も
い
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
A

C

A

C
は
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
作
品
を
制
作
し
て
い
る

場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
ど

ん
な
思
い
で
、ど
の
よ
う
に
作
品
を
作
っ
て
い
る
の
か
、

そ
の
制
作
過
程
に
触
れ
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
っ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
絵
を
描
く
の
が
苦
手
、

立
体
物
を
作
る
の
が
苦
手
、
そ
う
し
た
理
由
で
美
術

か
ら
離
れ
て
し
ま
う
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
が
、
表
現

に
は
様
々
な
か
た
ち
が
あ
る
と
知
る
こ
と
で
、
救
わ
れ

る
子
も
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
井
礼
子
先
生（
青
森
市
立
浜
田
小
学
校 

教
員
）

|
|
新
し
い
W

S

を
開
発
す
る
事
業
の
一
環
と
し
て

実
施
し
た
図
工
部
会
の
研
修
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
私
は
小
学
生
の
頃
か
ら
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
続
け
、
音

楽
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
今
回
は
音
楽
に
限
定
せ

ず
自
分
の
感
覚
を
さ
ら
に
広
げ
た
い
と
考
え
、
図
工

部
会
の
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
音
楽
は
無
形
の

芸
術
と
言
わ
れ
、
形
と
し
て
残
す
こ
と
が
難
し
い
も
の

で
す
。
音
楽
で
感
じ
る
雰
囲
気
や
感
情
、
熱
量
の
よ

う
な
も
の
を
、
も
し
形
や
色
、
あ
る
い
は
温
度
の
よ
う

な
要
素
で
表
現
で
き
た
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
そ

う
考
え
た
と
き
、
視
覚
的・触
覚
的
に
可
視
化
で
き
る

図
画
工
作
の
領
域
は
、
と
て
も
親
和
性
が
高
い
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
身
近
な
も
の
を
素
材

標
の
一つ
と
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
意
思
や
感
情
を
言

葉
で
表
現
す
る
の
が
難
し
い
お
子
さ
ん
の
場
合
に
は
、

眼
球
の
動
き
や
表
情
の
変
化
、
手
指
の
動
き
と
い
っ
た

微
細
な
表
出
を
受
け
止
め
な
が
ら
、「
こ
れ
が
好
き
な

ん
だ
ね
」「
こ
れ
柔
ら
か
い
ね
」
と
、
周
囲
が
意
味
づ
け

を
行
い
な
が
ら
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
関
わ
り

を
通
し
て
、お
子
さ
ん
た
ち
が
自
分
な
り
の
か
た
ち
で

意
思
を
表
現
し
、
生
き
て
い
く
喜
び
の
よ
う
な
も
の

を
感
じ
て
く
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
日
々

の
実
践
の
中
で
、
A
C

A
C

の
自
然
環
境
の
中
で
身

体
を
使
う
W

S

に
は
何
か
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
、
図
工
部
会
の
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
普
段
は
お
子
さ
ん
た
ち
の
感
覚
を
育
む
た
め
に
、

身
体
に
触
れ
た
り
、
様
々
な
感
触
や
温
度
の
素
材
に

触
れ
ら
れ
る
機
会
を
設
け
た
り
し
な
が
ら
関
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
W

S

で
は
、
目
を
閉
じ
た
状
況
で

他
者
に
自
分
の
身
体
を
動
か
し
て
も
ら
っ
た
り
、
風
を

感
じ
た
り
、
音
に
耳
を
澄
ま
せ
た
り
し
な
が
ら
、「
自

分
が
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
」
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
時
間
を
か
け
て
自
分
の
感
覚
に
向
き
合

い
、
感
じ
た
こ
と
を
表
現
す
る
と
い
う
体
験
を
、
自
分

自
身
に
置
き
換
え
て
経
験
で
き
た
こ
と
が
、と
て
も
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
自
ら
手
を
動
か
し
て
何
か
を
造
形
す
る
こ
と
が
難

し
い
子
ど
も
た
ち
で
も
、
素
材
に
触
れ
た
り
、
風
の
音

を
聞
い
た
り
、
温
度
の
違
い
を
肌
で
感
じ
た
り
す
る
こ

と
で
、
表
情
が
和
ん
だ
り
、
眉
間
に
し
わ
が
寄
っ
た
り

し
ま
す
。
A

C

A

C

の
環
境
は
、
そ
う
し
た
五
感
を

刺
激
す
る
要
素
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
も
っ
と
絵
を
上
手
く
描
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
子
も

い
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
技
術
を
学
べ
る
W

S

が
あ
っ
て

て
い
ま
す
。

　
様
々
な
個
性
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
な
か
で
、
私
が

受
け
持
っ
て
い
る
重
症
心
身
障
が
い
児
棟
学
級
の
お
子

さ
ん
た
ち
は
、
病
院
に
入
院
加
療
し
な
が
ら
の
生
活

で
あ
る
た
め
、
多
様
な
素
材
に
触
れ
た
り
、
風
な
ど
の

自
然
を
感
じ
た
り
す
る
等
の
五
感
を
使
っ
た
体
験
の

機
会
が
ど
う
し
て
も
限
ら
れ
が
ち
で
す
。
そ
の
た
め
自

立
活
動
   ＊2

の
学
習
で
は
、五
感
で
感
じ
る
こ
と
を
通
し

て
、
好
き・嫌
い
と
い
っ
た
感
覚
や
、
快・不
快
の
気
持

ち
を
少
し
ず
つ
表
に
出
し
て
い
く
こ
と
を
大
き
な
目

＊2

　
特
別
支
援
学
校
学
習
指
導
要
領
で
定
め
ら
れ
て
い
る
、

障
が
い
等
に
基
づ
く
学
習
上
、生
活
上
の
課
題
を
幼
児
児

童
生
徒
自
ら
改
善・克
服
す
る
た
め
の
指
導
を
指
す
。



1 2 2

に
し
た
授
業
を
行
い
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
体
育

で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
身
体
を
動
か
す
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
含
ま
れ
て
い
た
点
に
も
強
く
惹
か
れ
ま
し
た
。
身

体
と
い
う
最
も
身
近
な
素
材
を
使
え
る
こ
と
に
可
能

性
を
感
じ
、
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
自
然
の
中
で
風
や
音
を
感
じ
な
が

ら
自
分
の
気
持
ち
を
見
つ
め
、
そ
れ
を
粘
土
で
表
現

し
、
最
後
は
身
体
で
も
表
現
し
ま
し
た
。
私
が
担
当

す
る
特
別
支
援
学
級
に
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉

で
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
子
供
も
多
く
い
ま
す
。
そ
う

し
た
子
供
た
ち
が
別
の
方
法
で
自
分
を
表
現
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
も
変

わ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ヒ
ン

ト
を
こ
の
研
修
会
か
ら
得
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

研
修
で
得
た
気
付
き
を
も
と
に
、
同
じ
テ
ー
マ
で
授
業

を
行
い
ま
し
た
。
自
分
の
気
持
ち
を
題
材
に
す
る
と
、

誰
か
と
比
べ
る
必
要
も
、
上
手・下
手
と
い
う
評
価
も

生
ま
れ
ず
、
唯
一
無
二
の
作
品
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。

周
囲
の
目
を
気
に
せ
ず
制
作
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
子

供
た
ち
が
最
後
ま
で
気
持
ち
よ
く
取
り
組
め
て
い
た

様
子
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
頭
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
を
粘
土
で
表
す
こ
と
は
大
人

で
も
難
し
く
、
ま
し
て
感
情
を
形
に
す
る
の
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
の
授
業
で
も
、
苦
戦
し
な

が
ら
何
度
も
作
り
直
す
子
供
が
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

自
分
の
作
品
と
向
き
合
う
こ
と
は
、
自
分
の
中
の
気

持
ち
と
向
き
合
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

納
得
が
い
く
ま
で
丁
寧
に
作
り
直
す
の
だ
と
思
い
ま
す
。

評
価
さ
れ
る
た
め
で
は
な
く
、
自
分
自
身
と
対
話
す

る
よ
う
な
時
間
が
そ
こ
に
生
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。

　
私
自
身
、
音
楽
大
学
時
代
に
は
自
分
で
自
分
に
完

璧
さ
を
求
め
す
ぎ
て
し
ま
い
、
自
分
ら
し
い
表
現
に
行

き
詰
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
は
美
術

館
を
訪
れ
、
絵
画
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
ま
し
た
。
異

な
る
分
野
の
表
現
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
分
に
は
な
い

表
現
や
気
持
ち
を
受
け
取
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
自
ら
何
か
を
生
み
出
す
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
は
ず
で
す
。

完
成
形
を
与
え
す
ぎ
て
し
ま
う
と
、
子
供
た
ち
も
そ

れ
以
上
を
求
め
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
想
像
力
で

補
い
、
広
げ
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
す
る
図
画
工
作
や

音
楽
は
、
そ
う
し
た
発
想
力
を
育
む
上
で
非
常
に
大

切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

新
山
乃
愛
先
生（
青
森
市
立
筒
井
小
学
校 

教
諭
）

|
|
学
校
教
育
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
、
新
し
い

W

S

を
開
発
す
る
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
図

工
部
会
の
研
修
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
図
工
の
授
業
で
は
手
を
使
っ
て
創
作
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
、「
全
身
を
使
う
っ
て
ど
ん
な
感
じ
な
ん
だ
ろ
う
」

と
興
味
を
持
ち
、
図
工
部
会
の
研
修
に
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
し
て
み
て
、
正
解
を
求
め
る
よ
う
な
凝
り

固
ま
っ
た
考
え
が
和
ら
ぎ
、
子
供
に
戻
っ
た
よ
う
な
感

覚
が
あ
り
ま
し
た
。「
こ
れ
を
子
供
達
が
や
っ
て
み
た
ら
、

面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
い
、
2

時
限
分
の
授
業

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
自
分
の
今
の
状
態
や
気
持

ち
を
書
き
出
す
活
動
は
、
大
事
な
軸
と
し
て
残
し
ま

し
た
。
自
己
分
析
を
深
め
、
好
き
な
こ
と
や
得
意
な

こ
と
を
見
つ
け
る
た
め
の
機
会
を
持
つ
こ
と
が
、
大
き

な
狙
い
の
う
ち
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、

自
己
表
現
に
留
ま
ら
ず
他
の
人
の
作
品
を
鑑
賞
す
る

こ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
な
の
で
、
他
の
人
の

粘
土
作
品
に
タ
イ
ト
ル
を
付
け
る
時
間
を
設
け
ま
し
た
。

粘
土
の
形
を
全
身
で
表
現
す
る
活
動
に
は
、
石
川
朝

日
さ
ん
も
参
加
し
て
く
れ
て
、
子
供
た
ち
も
楽
し
そ

う
で
し
た
。
高
学
年
な
の
で
、
身
体
を
使
っ
て
表
現
す

る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
少
し
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
を
積
み
重
ね
る

こ
と
で「
表
現
し
て
も
良
い
ん
だ
」
と
い
う
安
心
感
が
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生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う
授
業
は
心
理
的
安

全
性
が
な
い
と
成
立
し
な
い
か
ら
こ
そ
、日
常
的
に
子

供
た
ち
と
の
関
係
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
ん
だ

な
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
普
段
の
授
業
で
は
、
教
師
の
私
が
一
方
的
に
や
り
た

い
こ
と
を
や
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
子
供
達
の「
や
り
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
と
私
の
願
い
が
ピ
タ
ッ
と
合
う
よ
う
な

授
業
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

も
、
普
段
か
ら
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね
た
り
、

子
供
達
を
よ
く
観
察
し
た
り
す
る
こ
と
は
大
切
で
す
。

　
主
体
性
を
尊
重
す
る
姿
勢
は
、
今
の
職
場
の
柴
田

校
長
先
生
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
で
す
。
年
度
始
め
に

校
長
先
生
が
共
有
す
る
学
校
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
教
育
に
つ

い
て
の
考
え
方
に
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
あ
と
、
校

長
先
生
は
、
子
供
と
接
す
る
時
す
ご
く
柔
ら
か
い
ん
で

す
よ
。
毎
朝
玄
関
に
立
っ
て
笑
顔
で
挨
拶
す
る
し
、
子

供
達
に
会
っ
た
ら
じ
ゃ
ん
け
ん
し
て
た
り
。
あ
と
は
全

校
朝
会
で
も
、
子
供
達
が
飽
き
な
い
講
話
を
し
て
い
ま

す
。
校
長
先
生
は
私
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
で
す
。
生
徒
指

導
な
ど
で
子
供
と
の
関
わ
り
方
に
迷
っ
た
時
、
校
長

先
生
な
ら
な
ん
て
言
う
か
な
っ
て
考
え
ま
す
。

　
学
校
は
あ
る
意
味
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
で
も
あ
る
の

で
、
A

C

A

C
で
普
段
と
違
う
体
験
を
す
る
こ
と
は

子
供
達
に
と
っ
て
良
い
刺
激
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
図
工
部
会
の
研
修
の
よ
う
な
内
容
は
、
図
工
、
体

育
、
そ
し
て
自
分
と
向
き
合
う
と
い
う
意
味
で
は
保

健
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
A

C

A

C
は
ひ
と
つ
の
教
科

に
縛
ら
れ
ず
、
横
断
的
な
学
習
が
で
き
る
場
所
だ
と

思
い
ま
す
。 
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教育普及

学校・団体名 学年 参加者数 訪問日 内容 : 午前 内容 : 午後
戸山西小学校 2年生 20 7/3 長いトンネルをつくろう 森のビンゴ
北小学校 1-2年生 23 7/8 魚の学校 森のビンゴ
泉川小学校 2年生 96 7/10 魚の学校 森のビンゴ
荒川小学校 2年生 26 7/11 海の世界をつくろう 森のビンゴ
造道小学校 2年生 64 9/1 紙の上に森をつくろう 森のビンゴ
筒井小学校 2年生 77 9/3 小鳥の学校 映画鑑賞
呉竹幼稚園 年中・年長 13 9/4 魚の学校 －
堤小学校 2年生 47 9/5 魚の学校 －

わくわくスペースみらいと 小2-高3 10 9/6 小鳥の学校 －
青森県総合学校教育センター 中2-３年 10 9/9 小鳥の学校 紙の上に森を

作ろう
原別小学校 2年生 43 9/10 魚の学校 映画鑑賞
新城小学校 2年生 70 9/12 紙の上に森をつくろう －
筒井南小学校 2年生 51 9/16 小鳥の学校 映画鑑賞
新城中央小学校 2年生 70 9/18 妖怪の学校 －
野内小学校 1-2年生 12 9/19 長いトンネルをつくろう 森のビンゴ
小湊小学校 2年生 46 9/22 魚の学校 森のビンゴ
三内西小学校 2年生 62 9/24 紙の上に森をつくろう 映画鑑賞

2025年度は、施設の改修工事や熊の出没といった影響を受けながらも、場所や
内容を工夫し、様々なプログラムを実施することができました。実施にあたり、ご
検討ならびにご協力いただいた先生方に、心より感謝申し上げます。

創作体験
7月から9月中旬にかけて、昨年よりも長い期間で創作体験の受け入れを行い、小学
校低学年を中心にワークショップ（以下、WS）を実施した。身体全体を使うメニュー
への希望が増加したこと、また熊の出没が広く話題に挙がったことから、フロッター
ジュやスプレーを使う定番メニューではないWSも多く実施した。

例えば、段ボールを使って長いトンネルを作るWSでは、段ボールの飾りつけをギャ
ラリーBで、トンネルをくぐる活動をギャラリーAで行った。熊の出没を念頭に置
いた屋内型のWSとして重宝されるとともに、ギャラリーAの無骨な空間がにぎや
かな遊び場へと変わる様子が印象的だった。

また例年、野外彫刻を探すスタンプラリーを実施していた午後の時間には、「つめ
たいもの」「まるいもの」「音のするもの」など、五感を使って屋外にあるさまざまな
ものを見つけていく、新しいワークシートを導入した。ひとつの正解をなくすこ
とで競争する必要性が薄れ、例年よりもじっくりと取り組む様子が印象的だった。

ACACに来館できない学校に対しては出張授業を行った。和田ながら氏、石川朝日
氏と協働し、学校にあるさまざまな模様をフロッタージュして学校の妖怪を作る
WSを行った。日常の風景の中に面白い模様があることを再発見しながら行うフロッ
タージュは、ACACで実施する以上の盛り上がりを見せていた。

2025年度 学校・教育団体来館・連携一覧
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ジョブキッズあおもり2025（主催：RAB青森放送）
日時 : 2025年8月9日（土）9：00ー12：00

RAB青森放送が主催する子ども向けの仕事体験ワークショップ「ジョブキッズあ
おもり2025」は、青森県内のさまざまな企業や公共施設で実施されている。例年通
り、ACACでもアーティストの仕事を体験するWSを実施した。今回は、美術家の関
優花氏を迎え、「人に伝えたいこと、もの」をテーマに版画作品の制作と展示を行った。

まず、大きな紙の上に身の回りにあるもの（毛糸、網、紐、クリップなど）を並べ、 
アルミホイルを使って版を作った。次に、インクをローラーで塗り、版画プレス機を
使って紙に転写した。インクののせ方によって刷り上がりが微妙に異なるため、どの 

ような作品になるのか分からないドキドキ感を味わいながら制作する様子が印象
的だった。

完成した作品をギャラリーAへ運び、好きな場所を選んで設置した。技術員と話し
合いながら、作品に合った照明の明るさや位置を決め、アーティストネームとタイ
トルを記したキャプションを付けた。すべてのインストールが完了した後、展覧会
をオープンし、保護者を招いたアーティストトークを行った。

参加者は制作の中で工夫した点等を説明し、保護者やACACスタッフが感想や質問
を共有した。「大きな作品を運んだり、設置したりと、アーティストの仕事には大変
なことや地道な作業もある。しかし、そうした仕事を経て、作品を多くの人に見て
もらうことができる」という関氏の言葉通り、完成した作品の背後にある仕事や時
間を知ることができるWSだった。

サマンサ・クラーク 青森県立青森中央高等学校連携授業
日時 : 11月13日（木）8：55ー12：45

サマンサ・クラークが、美術系列3年生を対象に授業を行った。1限目は、拠点とす
るオークニー諸島、重要なテーマである水、これまでの制作活動について説明した。
反復的なドローイングを作品に取り入れるクラークから「もしこれがAIによって
描かれていたら、どう感じますか？何が得られ、何が失われるでしょうか？」と問
いかけられ、考えをめぐらす姿が印象的だった。滞在中クラークは、沢山の小さな
円を描くことで大きな川の流れを表現するドローイング作品に取り組んでいた。2、
3時限を通して、生徒とドローイング作品の共同制作を行った。時折吹き抜けの上
階から作品を鑑賞し、一人ひとりが描いた小さな円が大河になる様子を味わいなが
ら制作した。4時限目には、ライティングのワークショップを行った。生徒からは、
共同制作の中でいつもより自由を感じたこと、水と深く関わる自分たちが大きな川
の流れを描いていることへの不思議さ等について感想が寄せられた。
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表現のコモンズ
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表現のコモンズ

表現のコモンズ vol.10 敷地理×イリナ・グリゴレ「身体が透明になるまで」
日時 : 2025年3月9日（日）14：00ー16：00

企画 : 瀬藤朋
参加者数 : 11名

アーティスト、振付家・ダンサーの敷地理によるパフォーマンスとトークを行った。敷地は
ACACに滞在中、恐山、六ヶ所村、酸ヶ湯温泉を訪問し、青森がどのような場所なのか知っ
ていく中で、パフォーマンスのクリエーションを行った。 

パフォーマンスは前半と後半の二部構成で、前半ではギャラリーBと雪に埋まった野外
ステージで行われた。展示棟の屋根から採取した氷柱をツノのように頭部に装着した
敷地の動きからは、生まれて間もない小鹿のような幼さと、人間にはない野性味が感じ
られた。後半はギャラリーAで行われ、これまで敷地が取り組んできた匿名性の高い
身体をテーマとしたパフォーマンスが展開された。個人を特定する顔の要素を排除した
振付や、iPhoneとプロジェクターを接続し、リアルタイムで自身の手足を映し出す映像は、
他者と自身の身体感覚が同期し、次第に乗り移っていく様子を観客に共有するものだっ
た。その後、文化人類学者のイリナ・グリゴレを招き、アフタートークを実施した。パフォー
マンスにおいて手の動きが全体の振付を先導していた点が話題に挙がり、手が表象す
るものや、そこから発せられる社会的なメッセージについて意見が交わされた。またパ
フォーマンス中、舌が「第三の手」として位置づけられていたことや、振付制作の際に参
照したオーシャン・ヴオンの著作『地上で僕らはつかの間きらめく』と、グリゴレの著書『優
しい地獄』とのあいだに通じる部分があることが、敷地から語られた。トークの後半では、
参加者が一人ずつ感想を共有した。

表現のコモンズ vol.9 李奥森 オンライントーク
日時 : 2025年2月15日（土）15：00ー16：00

企画 : 瀬藤朋
参加者数 : 13名

台湾を拠点とする演出家・アーティストの李奧森（ヴァル・リ）は、2024年秋に青森を含
む日本各地でブラインドサッカーのリサーチを行った。その後、国際芸術センター青森
（ACAC）に自主滞在しながら、取材成果に基づく新作写真作品を制作した。制作を終
え帰国した李を迎え、制作を振り返るオンライントークを実施した。

制作された作品は、青森のブラインドサッカープレイヤー2名と、公募で選ばれた青森
市民3名によって架空のブラインドサッカーチームを結成し、ACACや合浦公園でプレイ
する様子を撮影したものだ。李はまず、作品制作を委嘱された緑島ビエンナーレ（台湾）
について紹介した。緑島には、白色テロ時代に、政治犯が収容されていた施設がある。
同年夏に開催されたこのビエンナーレでは、この収容施設内を中心に作品が展示された。
それから、撮影した写真を見せながらこれまでの取材や制作を振り返った。その中で李は、
視覚情報がない状況の中でプレイヤー同士が築く信頼関係のあり方や、視覚障害を持
つプレイヤーの生き方が、過酷な環境の中でも時に楽しみを見出しながら生き抜いて
きた収容者の姿と重なる部分があることを語った。

ACACがアーティストを招へいしたのではなく、アーティスト自身がACACや青森の環
境を見出し、作品制作へとつながった事例を共有できたことは意義深かった。また、青
森の場所、人との関わりから制作された作品が、台湾の文脈へと接続されていく過程を
共有できたことも、青森でAIRを実施する施設として重要な意味を持っていたように思う。

Photo: Val Lee
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表現のコモンズ vol.11 松本一哉「　　　　を　聴く　」
日時 : 2025年10月25日（土）15：00ー16：00、16：30ー18：00

企画 : 原田桃望
参加者数 : 33名

全国をツアーで回っていた音楽家・サウンドアーティスト・ドラマーの松本一哉によるワー
クショップ「熊になる」とパフォーマンス「　　　　を　聴く　」を開催した。

ワークショップでは松本が常に行っている能動的に音を捉えて自分からも音を起こすこ
とを体験するものだった。絶対に音を出さないようにして動く、グループの人と協働する
意識をもって1音を起こす、外に出て環境音も捉えながら同じことを行ってみる。音を出
さないように動こうとしてみても、服が擦れる音や呼吸音、足音がどうしても起こってし
まうことに気づかされる。普段は意識していない微細な音や、ほかの参加者が出す1音、
鳥の鳴き声、水のせせらぎ、空調設備の振動に耳を澄まし、その中にどのような音をど
のようなタイミングで起こすか、身体・聴覚を駆使して行うワークを重ねていった。

その後のパフォーマンスは、ゆるやかなカーブを描く馬蹄形が特徴のギャラリーＡで開
催した。松本曰く、残響音が５～８秒程度ある空間で、足音や物音などが小さいもので
も増幅して響き渡る。空間の中に起こる音を捉えながら音具や身体やその場にあった
物を用いて即興的に音の空間を作り上げていった。多様な音が混ざっていくさまとその
残響、参加者が発する音に松本が応えるように音を紡いでいたことが印象に残る時間だっ
た。日が落ち暗さが増す室内では、音がよく届く場所を見つける人や、レジャーシートの
上にあおむけになって聞いている人など、参加者が自由に音に耳を傾ける姿があった。

Photo: 前谷開



1 3 0

1年を振り返って

服部浩之（館長）
施設建物や野外彫刻が少しずつ朽ちている。人間にはダメージと
見えるが、地球という身体から見ると微生物の活発な分解活動に
よる回復とも言えるかもしれない。屋根の架け替えや彫刻の修復
は、この森の多様な命を考える契機となった。

越谷英樹（事務職員グループリーダー）
皆さんと一緒に仕事ができ、とても刺激的な1年でした。自分の
中に新たなレイヤーが一枚できた、という感覚です。現代アート
の楽しさを多くの人と分かち合いたい、というACACの皆さんをしっ
かり支えていけるような人に、私はなりたい。

大久保寛樹（事務職員チームリーダー）
ACAC事業の支払い業務は複雑である。大学とは比べものにな
らないほど年ごとに事業が大きく変化し、アーティストの意向によっ
て、また内容が変わってくる。次 と々押し寄せる変化にいつでも対
応できる柔軟な脳をできるだけ継続するように心がけたい。

原田桃望（学芸員）
余裕をもって働けるかなと思っていた2年目も忙しない1年になり
ました。指名型AIRを通じて、他分野で活動している人や東北の
文化施設で働いている人と、共同したり、お話をうかがえたりで
きたことはとても良い経験でした。

瀬藤朋（学芸員）
やっと運転免許を取得して車を購入したので、青森での生活を楽
しむ余裕ができて良かったです。出張で訪れた色々な場所で自分
と同じ仕事に携わる人と知り合ったり、青森で学校教育に関わる
人の話を聞くことができ、充実した1年になりました。

大黒優香（アートコーディネーター）
青森に来て1年。様 な々事業を通して出会った方 の々優しさに触れ、
青森が大好きになりました。仕事に夢中になるあまり、気づけば
夫の家事力が上がっていて。生活も大事にしながら、息切れしな
い程度に走り続けたいと思います。

木下雄二（技術員）
20幾年前に植えられた土屋さんの作品を引っこ抜いて、開館すぐ
からあったACACのシンボルのひとつがなくなった今年は、僕の
知人たちが青森を去った年でもあったので、少し寂しい雰囲気が
残っている年でした。

磯嶋真理絵（事務職員）
2年半ぶりの復帰となり、周囲に助けられながら、気持ちよく仕事
ができた1年でした。朝は3歳目前の娘とバタバタ出勤。車内の
会話も日に日に人間らしくなり、そんな日常の中で、今年も無事
に働けています。

飯田克子（事務職員）
自然いっぱいのACACで多くのことを学ばせていただきました。
「分からない」から始まったアートも知れば知るほど見れば見るほ
ど気づけば夢中に。
アートの楽しさを教えてくれたすべての出会いに感謝します。






